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    人物紹介


    



    日向ひゅうが明あ日す太た


    主人公「俺」。高校二年生。女子と妹が少し苦手。趣味は座禅と写経。


    



    日向ひゅうが今日きょう子こ


    明日太の妹。高校一年生で水球部のホープ。ファン多数だが明日太にベッタリ。


    



    三み剣つるぎ凛りん世ぜ


    高校一年生。水球部で今日子の大親友。プチ凶暴なツンゴラ少女。


    



    草くさ野の小こ麦むぎ


    高校一年生。保健委員で粘菌オタク。男ギライなゆるロリ娘で腹黒い。


    



    根ね雪ゆき緋ひ影かげ


    高校一年生。ライバル校のヤンデレ水球部員。今日子のストーカー。


    



    比ひ叡えいと高たか野の


    明日太の親友で２年Ｃ組の仏像愛好会の仲間。最近青春してるらしい。
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    一章　クリスマスプレゼントはあたしでいい？なわけあるかー！な件


    



    　文化祭も無事に終わり、二学期の期末テストが目前のきょうこのごろ。皆さんいかがお過ごしでしょうか。俺は相変わらず、距離感ゼロの妹に悩まされています。


    「兄あにっち助けてー、グラマーがヤバいの～！」


    　自分の部屋で勉強用の文ふみ机づくえに向かっていた俺の背後から、ひんやりして柔らかい肉まん状のものが二つ、俺の頭を挟みこむように押し当てられた。


    　もちろん、電車の椅い子すに座ったまま寝られるアイディア枕とかじゃない。これは妹の胸である。知らないうちに、また少し育っている。うむ、たしかにグラマーがヤバい。


    「って、そんな問題じゃなーい！」


    　俺は絶叫した。妹は、背後から俺の首に腕を回してぎゅっと抱きつき、ますますその胸を俺の後頭部に押しつけてくる。むにゅう、とした感触が俺の後頭部をつつむ。


    「グラマーの問題じゃないの？　じゃあ、リーダーの問題？」


    「おまえの百パーセント天然脳ミソが詰まってる頭の問題だ！」


    　あと、その際限なく遠慮なく育つ、けしからん乳の問題である、とは口に出せないが。


    「グラマーでもリーダーでもない、俺の勉強のじゃまをするな！　離れんかっ！」


    　俺はもがいた。妹ごときの乳に動揺するあまり自己紹介を忘れていたが、俺の名は日ひゆ向うが明あ日す太た、都立第三高校二年Ｃ組。十二月生まれでもうすぐ誕生日だが、誕生日が期末テストまっただ中なので、誕生日どころではない。顔も身長も体重も成績もいたって平均値の俺だが、仏像にかける想いだけは誰にも負けない。俺の部屋にびっしりと並べられた仏像プラモの数々が、それを物語っている。


    「えー兄っち、冷たーい。あたしきょう誕生日なんだから、勉強ぐらい教えてくれてもいいじゃなーい。かわいい妹が赤点取って、留年しちゃってもいいの？」


    　後ろから俺の耳に顔をくっつけ、ぷうっとほっぺたをふくらませた、悟りのじゃまをする悪魔マーラ……もとい全然かわいくない妹の名は今日きよう子こ。俺と同じ高校の一年Ａ組だ。


    　妹は美少女である、と多くの人々が言う。学校一の美少女どころか、文化祭では近隣の高校の生徒が妹を見にくるレベルの美少女である。それも、男子にも女子にもモテる。俺は全然そうは思わないんだが、かわいい見た目と、誰にでも優しい気さくな性格と、名門水球部のエースという華々しさから、なかばご当地アイドル状態になっているらしい。


    「おまえが赤点取るわけないだろ。なんで学年トップクラスのおまえが、性格も成績も地味で控えめなこの俺に、勉強を聞いてくる必要があるんだ。むしろ俺のほうがヤバいんだからじゃまするな、誕生日を祝ってるどころの騒ぎじゃないんだ俺は」


    「だって、兄っちに去年どんな問題が出たか聞いて、ヤマをかけたいし～」


    　妹は俺を後ろからぎゅうと抱きしめたまま、甘えて体をゆする。


    　俺は和の仏像のわびさびが大好きだ。勉強机に文机を使っているのも、銀ぎん閣かく寺じの書しよ院いん造づくりをちょっと意識している。ゆえにお尻しりの下も座布団だけで、椅子は使っていない。だから妹の体は、俺の背中にむっちりと密着することになる。そのうえ体をゆすられては、俺の後頭部に右の胸と左の胸が、かわるがわるぽよんぽよんと当たるわけで。


    「ガー！　離れろー！」


    　俺はたまらず、[image: ]はうようにして横方向へ逃げだした。


    　俺は心に平安を与えてくれる仏像が好きで、仏教の精神が好きで、悟りを目指している。なのに、菩ぼ提だい樹じゆの下のお釈しや[image: ]か様には悪魔マーラが、俺には妹が、このように煩ぼん悩のうを押しつけ、悟りを開くじゃまをしてくるのである。いや、妹なんだから、妹なんかに煩悩を抱くわけはないんだけれども、ごほんごほん。


    　妹は、俺がいなくなって抱きつくものがなくなり、両手を俺が座っていた座布団についた姿勢で、きょとんとしていた。


    「なんでいきなり怒ってるの、兄あにっち？　テスト勉強のストレス？」


    「自分が悪いと全然思ってないその楽観主義、平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どうを建設できるレベルだな！」


    「そのたとえ、全然わかんない」


    「平等院鳳凰堂というのは、十円玉の表面に描いてあるあの建物のことだ。ちなみに『10』って書いてるほうは表じゃないからな、裏だからな。よーく見ると十円玉の建物の真ん中の屋根の両端に、小さい鳥がいるだろう。あれが鳳凰で……」


    「わかんないとは言ったけど、教えてとも言ってません」
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    　ぐぬぬ、せっかく人が気持ちよく知識をひけらかしていたのに、小生意気な奴である。


    　ところで、そんな小生意気な妹の服装はというと、相変わらずうっすいヒラヒラしたキャミタンク一枚だった。確認しておくが、今は二学期の期末テスト前の十二月で、そして俺の部屋にはエアコンが無い（妹の部屋にはある、ひいきである）。


    「おまえ、それ寒くないのか？」


    「それは、兄あにっちがあたためてあげましょうという意味ですか？」


    「ちがいます」


    「水球のプールも冷たいし、平気だよ。たぶん水球で慣れて、寒いと体が熱を作るようにスイッチ入るんだよ」


    　そりゃ理屈ではそうだが、十二月にキャミタンク一枚ってのは、どんだけ元気な風の子なんだ。別に妹が風か邪ぜをひこうがどうしようが俺には関係ないが、男女七歳にして席を同じうせず、と孔こう子しの「礼らい記き」にもある。兄とはいえ年ごろの男の部屋にいるというのに、よつんばいのまま俺のほうへ向き直った妹の、胸から腹までトンネルのように見通しのよいその服装はいかがなものか。いやいや、どんどん膨張しているように思えるあの胸は、水球のときに浮力を増すための浮きにすぎない、水球はプールの底に足をついたらいけないからなっ、たかが浮きに惑わされはしないぞ。


    「というわけで兄っち、息抜きしようよ～」


    　よつんばいからの、妹の再びの攻撃。尻しりをついて座っていた俺の胸に突進し、俺はたんすを背にした状態で尻がズルッと滑って、あおむけに倒れ、たんすの角で後頭部をゴツンと打った。痛い。今、俺のデリケートな頭ず蓋がい骨こつに軽くヒビが入った気がする。天井があるはずの場所に、黄金の雲が広がり、お釈しや[image: ]か様がこちらを手招きしているところまで見えた。


    　俺はたんすの角に後頭部が刺さったまま、うつろな目で、俺の腹の上にのしかかっている妹に尋ねた。


    「今日きよう子こ、そのあたりにメモ帳無いか」


    「買い物にでも行くの？」


    「ダイイングメッセージを書く、『犯人は妹』と」


    「あははっ、大げさだなあ。人間、後頭部を尖とがった角で強打したぐらいで死なないよ～」


    　軽く死にます。


    　ところで、後頭部がズキズキと痛んでいる俺の上からどこうともしない非道な妹はというと、スポーツで鍛えられた上質な筋肉はしなやかで柔らかくて、肌もすべすべしていて、それが俺の体の前半分にもろに密着している。幸い俺が長袖長ズボンを着こんでるから、直接肌と肌が密着することはないが、それでも妹の顔がすぐ俺の上にあって、サラサラした髪の毛先が俺の鼻をくすぐって、あとシャンプーか何か知らないがすごくいいにおいがする。これもまた、軽く死にそうになる。


    「いつまで俺の上に乗ってんだ！　どけって！」


    　たまらずどなると、妹はまるで気にせず、むしろ俺に、プールのときに使うビニールイカダに乗るみたいに、全体重かけてのしかかってくる。全体重をかけられた胸は、俺の胸に密着してふにゅっと押しつぶされ、自重に負けた鏡もちみたいになっている。


    「だってぇー、兄あにっちに乗っかってると気持ちいいしー。まあテスト勉強であたしの誕生日どころじゃない、ってことは理解してあげよう。代わりにこれがプレゼントでいいや」


    　そういえば妹は、小さいころからそうだった。子供のころはなぜか強制的にお昼寝をさせられたんだが、妹は寝苦しいみたいでゴロゴロ寝返りを打っていて、いつも俺のほうが先に寝ついた。で、俺はいつも巨大な石の下敷きになって苦しいよーという夢を見て、うなされて目を覚ますと、妹が転がって俺の腹の上に乗っかっているのだった。


    　このままでは俺が寝苦しくて寝られないので、どけようとはするのだが、あんなに寝苦しそうだった妹が俺の腹の上ですやすやと気持ちよさそうに寝ていると、何だかどけにくくて、俺はそのまま寝苦しい状態で昼寝を続行していた。


    　それからかれこれ十年以上たつというのに、妹は相変わらずである。俺が来年度、大学受験で奈良の大学を受けて家を離れるので、妹も「兄っち離れ」するとかしないとか言ってたような気がするのだが、「だからそれまでに兄っちを充電」とかわけのわからんことを言って、今まで以上にひっつかれている気がする。


    　そして俺は、あと十五か月でこの家とも妹とも離れるのだと思うと、子供のころ昼寝のときに妹をどけられなかったのと同じように、今もどうしても妹を俺の上からどけられずにいた。


    「兄っちの心臓の音が聞こえる。すごい速いけど、体調悪い？」


    　妹が、俺の胸に耳をスリスリとすりつけた。子猫が昼寝しかけているような、心地よさそうで安心しきった表情だ。お釈しや[image: ]か様は修行中に誘惑してきた悪魔マーラをバシッと拒絶したというのに、俺はまだまだ精せい神しん惰だ弱じやくで修行が足りない。


    「いやまあ別に、体調は悪くはないが……」


    　体調が悪いと答えれば、妹の性格だからすぐどくだろうに、俺は何を答えてる？　妹にどいてほしくないのか？　妹が兄っち離れとか言ってるのに、何てこった、あんなに鬱うつ陶とうしかったはずの妹なのに、ふたを開けばこれ、俺のほうが妹離れできてなくないか？


    「ふにゅう～、兄っちあったかい、だぁーいすき」


    　妹はそのまま、俺の腹の上で寝てしまいそうな勢いである。かわいい、と思った。認めたくはなかったし、認める気もなかったし、それにおおかた妹は小生意気でお節介で口やかましくて鬱陶しいのに、俺はそんな妹をかわいいだなんて思ってしまっている。


    　いかん、これではいかん。そもそも、これでは勉強にならない。


    「と、とにかく俺の上で寝るな！　もう勉強に戻るからなっ、俺はおまえほど成績に余裕が無いんだ！」


    　俺は妹を体の上から転げ落としながら、身を起こした。妹は、コロンと床に転がる。


    「なんか兄あにっち、本気で大変そうだね」


    「今ごろ気がついたか、ホタルみたいに尻しりに火がついてるんだよ」


    「ホタルのお尻のあれは火じゃなくて、ルシフェリンっていう化学物質で光るんだよ」


    「ほら、成績に余裕のある人の発言は違いますねぇ～」


    「なんですさんでるのよ。受験勉強って、そんなに大変？」


    「うんまあ……国語と社会は楽勝ムードなんだが、入試課目に数学があるんだ。それに奈良で考古学をやりたい人間って多いから大学の偏差値以上に競争率が過酷だし、かなり余裕を持った成績で臨まないと厳しい感じだな。三年生になったら予備校にも通わないと、ちょっと足りないかなって感じかな」


    「予備校って、水球部の先輩が行ってるけど、毎日九時ぐらいまであるんだよね。冬休みは合宿状態でラストスパートかけるって」


    「俺もそうなりそうだな、今の偏差値だと」


    「兄っち来年は忙しくなるんだ。じゃあ、じゃましちゃダメだね」


    　妹は、しゅんとしている。でも、すぐに気を取り直して明るくパンと両手を叩たたいた。


    「しゃーない。それじゃあたしはおとなしく、サンタさんへの手紙でも書こっと」


    「はあっ？」


    　俺は思わず、声が引っくり返ってしまう。妹は俺の本棚から勝手にレターセットを引っ張りだすと、俺の隣にぴとっとくっついて正座した。正座すると、上から見ると白い太ももが圧迫されて、俺の悟りを妨害しようとするのだが、いや問題はそこではなく。


    「三さん田たさんって誰だ、クラスの友達か」


    「無理やりボケてるでしょ兄っち、必死必死お疲れちゃーん」


    　ほんとかわいくない奴だな、この妹は！


    「サンタさんって言ったら、サンタクロースに決まってるじゃない」


    　にっこり笑ってそう言いながら、妹は封筒の表にきれいな字で「北極　サンタクロース様」と、一点の迷いも無くあて先を書き上げた。


    （そういえばこいつは、成績はいいくせにものすごく天然というか子供というか、信じられないようなことを知らなかったりするんだった……）


    　俺は愕がく然ぜんとして、息をのむ。たしか妹は、ほんの少し前に温泉紹介のテレビを見て、


    『子宝温泉ってすごいねー、温泉に入ると赤ちゃんできるんだよ。コウノトリが連れてくる以外のルートって、キャベツルートだけかと思ってたけど、まだあるんだねえ』


    　みたいなことも言ってた気がする。しかしコウノトリはともかく、サンタクロースもまだ信じていたとは思ってもいなかった。


    　ところで妹は、男子にモテるのはこの容姿や水球部での目立った活躍、人当たりのいい陽気な性格から当然として、女子にもモテる。中学は女子校だったせいもあり、「日ひゆ向うが今日きよう子こを愛めでる白しら百ゆ合り乙女おとめの会」とかいう、妹の親衛隊みたいなのまで存在する。


    　で、恋愛にうとい妹は当然そんなものが存在することすら知らないのだが、俺は「日向今日子が恋愛に興味が無いのはブラコンのせい、日向明あ日す太たを籠ろう絡らくすれば日向今日子はフリーになって自分たちにもワンチャンスあるかも！」という彼女らのまちがえた作戦のせいで、迫られたりさらわれたり、大変な目に遭ったのである。


    　それはさておき彼女たちは、「日向今日子はピュアだから、女子に好かれてると知ったら嫌がるかも」と不安で、自分たちの好意を妹には伝えられずにいる。それと同じで、今まで誰もピュアな妹に「サンタさんはいないんだよー」と教えられずにいたのかもしれない。


    　それは、俺も同じだ。両親に秘密を守ってくれと頼んでいたのも、そういえば俺だった。だって俺は小学校に入ってすぐ、六年生からサンタクロースがいないって聞いてすごくショックだったので、妹には絶対に知らせないようにしようと思ったのだ。


    「サンタさんに何を頼もうかなあ～。スマホがゲームができたり音楽が聴けたりするから欲しいんだけど、うちは携帯電話買ってくれないから、サンタさんにお願いしようかな～。でも、おっきいぬいぐるみも欲しいし……」


    　妹はシャーペンをクルクルしながら、ほおづえをついてとても楽しそうに考えている。そういえば妹は、中学時代はキリスト教系の中学に通っていたから、そこでクリスマスパーティーとかしていた。クリスマスイブの夕方は、サンタクロースの格好をして、道端で班ごとにクリスマスキャロルを歌ったりもしていた。そしてサンタクロースからのプレゼントとして、学校から生徒たちに万年筆とかが毎年配られていた。


    　それで、妹が中学生になってからは両親がサンタクロースをする必要は無くなった。でも、まさか高校になってもサンタクロースを信じているとは、思ってもいなかった。


    （これは……俺がサンタさんになってやらなくてはならないのか？）


    　微妙に緊張して妹を見ていると、妹はハッとして、文ふみ机づくえに広げた紙をパタパタと閉じた。


    「いけないいけない、サンタさんへのお願いごとは内緒にしないと～」


    「ファッ？」


    　内緒にされたら、俺がサンタさんできないじゃないか。


    「あ、あのさ今日子、俺にだけ何をお願いするか教えてくれないかな～？　ほら、俺がお願いするのとダブっても困るしさ」


    　俺は必死にそれとなく情報を聞き出そうとしたが、


    「ダブってもいいよ、兄あにっちとおそろいなんてうれしいし☆」


    　あっさり笑顔で返されてしまった。


    「それより、兄っちはどうなの？　サンタさんに何をお願いする予定？」


    「い、いや、別に俺は……」


    「特に決まってないなら、クリスマスプレゼント……あたしでいい？」


    　むぎゅっ、と妹が俺の首に抱きついた。


    「……は？」


    　何言ってんだ、こいつ？　激しい焦あせりが俺を襲う。兄あにっち離れするんじゃなかったのか？　まさかそれは「兄っち離れ」→「兄でも妹でもなくなる」→「自由恋愛可能」っていう意味だったのか？　まさかそんな、お釈しや[image: ]か様を誘惑した悪魔マーラですら「いやそれはちょっとさすがに引くわ」と言いそうなほど不謹慎で不道徳なことを……。いかん、いかんぞそんなこと、無む間げん地じ獄ごくに落っことされてしまうー！


    「ちょ、ちょっと待て。確認しておくが、俺はおまえの兄で、おまえは俺の妹だよな？」


    「あたしの誕生日はきょう来ちゃったから、兄っちの誕生日までは、同い年だよ？」


    「い、いやいやいや、それは理屈がおかしい！」


    「おかしくないよ。兄っちの誕生日までは、兄っちはお兄ちゃんじゃないし、あたしは妹じゃないんだよ。で、クリスマスプレゼントの話だけど……あたしでいいよね？」


    　妹は、俺の耳もとで内緒話をするようにささやく。なんでささやく必要があるんだ？　息が耳に当たってくすぐったい。


    「ど、どういう意味なんだ、それは」


    　俺は息が詰まりそうになりながら、声をしぼり出して尋ねる。


    「そんなこともわかんないの？　兄っちったら、ほんと、良い子ちゃんなんだから……。しかたないなあ、二人だけの秘密だからね……？」


    　妹が、俺の耳もとにくちびるを寄せて、ひそひそとささやく。かすかな息が、俺の耳たぶをくすぐる。だめだ、悪魔マーラよ立ち去れ！


    「まず兄っちがサンタさんに、『プレゼントは今日きよう子こが欲しい』って手紙を書くわけ」


    　妹が、小悪魔めいた声でささやいた。……ん？　手紙？


    「するとね……サンタさんは、二十四日にプレゼントを配るから、二十三日に北極にある配送センターで荷物の積み込みがあるはずなのよ。ということは、二十三日にサンタさんはあたしを迎えに来なければならないわけ。わかる？」


    　いや、言ってることは日本語としてはわかるが、それを言っている妹の脳みそが人類の理解の範囲を超えている。


    「サンタさんは寝てる良い子のところにしかこないから、子供たちはプレゼントを配りにくるサンタさんを見られないわけ。でも、あたし自身がサンタさんの運ぶプレゼントになれば、あたしは合法的にサンタさんを見られるわけ！　どう、すごい名案だと思わない？」


    　うん、すごい。そんな緻密な作戦を考えられるほどの優秀な脳ミソで、まだサンタの存在を信じている妹が、ある意味すごい。


    「でも、サンタさんにこの作戦がバレたらだめだから二人だけの秘密ね、兄っち。サンタさんに手紙書いてね」


    「い、いや、あの……サンタさんは、動物は取り扱わないんじゃないかな？　ほら、トナカイが怯おびえるからさ」


    　このスットコ脳の妹にどう言えば角が立たずサンタの夢も壊さずにすむだろうと、俺は必死に考えながら妹に言った。


    「あっ、そっかー。トナカイは草食動物だもんね、怯えるよね。あたし、小学校の遠足のとき動物園でくしゃみして、びっくりしたラクダに胃液吐かれたことあるよ」


    「そうそう、二十四時間で地球一周しなければならない忙しいトナカイのじゃまをしてはならない。サンタさんを待っているのは、おまえだけじゃないんだからな」


    「うん、あたし自分がサンタさんに会いたいばっかりで、世界中の子供たちのことを考えてなかった。この作戦はヤメヤメ、悪い子はサンタさんにプレゼントもらえないもん！」


    　妹は拳を握りしめて、納得してくれた。とりあえず、俺はホッとした。


    「そういうことだ。ところで、サンタさんには何のプレゼントをお願いするつもりだ？」


    　俺はすかさずさりげなく聞き出そうとしたが


    「えー、兄あにっちに言うの恥ずかしいもん。自分の部屋で書いてくるね～」


    　ぱたぱたぱた、と妹は去った。えっ、言ってもらえないと困るんですけど？


    『……どうしよう』


    　妹が去ったあと、俺は全力で頭を抱かかえてしまった。


    　サンタはいない。そうは言えない。なら、俺がサンタの代わりにプレゼントを用意するしかない。だが俺はサンタではないので、妹が欲しがるプレゼントが何なのかわからない。けれど、自分が「サンタはいない」と妹に引導を渡す役にはなりたくないのだ。


    『そういえば、きょう誕生日なのに、晩飯のあとデザート代わりにショートケーキを食べるだけ食べて、妹に誕生日おめでとうも言ってやらなかったような気がする。だから、それがさびしくて俺の部屋まで押しかけてきたのかもしれん。テストのことで頭がいっぱいでうっかりしてたけど、だからってもうすぐ日付も変わろうというのに今さらおめでとうもないけど、来年も受験でもっとテンパってて忘れそうだし、大学に行ったら離れるんだからもう少し優しくしてやるべきだったかも……』


    　何だろう、胸がモヤモヤする。妹のことが妙に気にかかる。


    　このモヤモヤを自分の中で解決するためには、やっぱりクリスマスで挽回したい。


    『とりあえず、テスト中は動けない。実際、点数がやばいからな。テストが終わったら、それとなーく妹の友達に聞いてみるか……』


    　こんなふうに胸がざわつくのも、悟りが開けていないからである。未熟な自分に、俺は深いため息をついたのだった。


    



    　モヤモヤした気持ちから気をそらすため、俺は猛烈にテスト勉強に打ち込んだ。おかげで期末テストは無事に終わり、成績のほうもまあまあいい感じだった。


    　期末テストが終わって、あとは明日の終業式を待つだけ、というまったりした十二月二十一日の午後。さて妹がクリスマスプレゼントに何を欲しがっているかを、誰に聞けばいいだろう……と考えながら学校の廊下を歩いていると、


    「あーお兄にい様っ、おはようございますですぅ～！」


    　ぱたぱたぱた、と軽そうな足音が聞こえた。振り返ると、一年生の保健委員、草くさ野の小こ麦むぎだった。古風なフトマユにきゃしゃで小柄な体格、おとなしそうな顔立ちで男嫌いの小麦は妹の友達である（厳密には、妹を狙ねらっている）。男嫌いだが外ヅラはいいので、友達の兄である俺に挨あい拶さつするのは、いたってふつう……。


    「ぬあっ？」


    　ふつうじゃない、いきなり後ろから左腕を抱きしめられて、俺は後ろに倒れそうになった。必死にバランスを取る俺の左腕に、小麦はさらにぎゅうっと抱きついてくる。


    「こら、体重かけるな！　な、何なんだ、いったい？」


    「すみませんですぅ、ちょっとこのまま教室まで送ってほしいですぅ～」


    「教室までって、なんで……」


    　頼りなく上目づかいで俺を見上げる小麦の目は、本気で困っているように見える。小麦が困るようなことっていったい……と、少し廊下を見回して、俺はすぐに悟った。


    　鈍感な俺でもすぐ気づくぐらい、熱っぽい目で小麦を見つめている男子がいた。かなりイケメンである。そいつは俺と目が合うと、困惑したように目をそらして、背を向けた。


    「さっきの休み時間、ひざを怪我して保健室に来て、先生がいなかったから小麦が消毒と包帯をしてあげたですぅ。そしたらいきなり、付き合ってくれって言われて……」


    「なるほど、俺は当て馬ってわけか」


    「当て馬じゃないですぅ、小麦は男なんか大っ嫌いだからお兄様を避難所にして、あきらめてもらいたいだけなんですぅ」


    　イケメンは少し様子を見るようにためらっていたが、あきらめてクルリと背を向ける。


    「なーんだ、彼氏いたのか……」


    　ため息まじりの声が聞こえる。いやいやいや、勘違いですよと誤解を解きたかったが、小麦が俺の腕をぎゅうっと抱きしめ、プルプルッと首を横に振るので、何も言えなかった。


    　そのまま小麦の教室まで、俺は歩いていく。少し人通りが少なくなったところで、小麦がホッとした様子で、ポツリと口を開いた。


    「ふぅ、お兄様がいて助かったですぅ～。ありがとですぅ、小麦ほんと男子が苦手なのに、すぐに告白とかされちゃうから困っちゃうですぅ」


    「男子が苦手なのに、俺にひっついてて大丈夫なのか？　俺だって男子なんだが？」


    　俺は、コアラみたいにずっと俺の腕にしがみついている小こ麦むぎに尋ねた。小麦は、きょとんと首をかしげる。


    「ほえ？　お兄にい様はキョコたんのお兄様であって、男子枠ではない特別枠ですぅ」


    「出会った一番最初のときは、思いっきり『男きらい！』って拒絶されてた気がするが」


    「そういえばそんな記憶が……ふむ、どうしてお兄様だけ平気になったんでしょう？」


    　小麦は答えを探すように、俺の顔をじいっと見つめる。次の瞬間、ぱっと目を大きく見開いたので、答えがひらめいたのかなと思ったが、一瞬後には顔を真っ赤にして、


    「ふあああああっ？　ち、ちがうですぅ、そんなことはっ……しっ、失礼するですぅ！」


    　と、まだ教室まで少しあるのに、俺の手を振り払って駆け去ってしまった。教室まで送ってくれと言ってたくせに、相変わらず勝手な奴だ。


    『そして、男嫌いなのもやっぱり相変わらずか。あんな全速力で駆け去るとは……』


    　あれ？　なんでちょっとさびしい気分になっているんだ、俺？　小麦が男嫌いなのはわかってるし、俺を拒絶してようが全力で逃げられようが、俺には関係が無いじゃないか。


    　そうは思ったのだが、さっきまで小麦の胸が押しつけられていた感触が左腕に残っていて、ムズムズした。どうしたんだろう、小麦は妹が好きだし、俺は仏像が好きなのに？


    　胸の中がまたざわついて、俺は妹のプレゼントを小麦に聞けばよかった、ということすら失念していたのだった。


    　そのあと教室に戻っても、授業を受けても、俺はずっとモヤモヤしていた。


    　なおテスト期間中に、俺は無事に誕生日を迎えた。十七歳おめでとう俺。ありがとう俺。


    　テスト期間中だったからお誕生日パーティーはしなかったが、十七歳の男ならテスト中でなくてもまずお誕生日パーティーはあまりやらないだろう。とりあえず夕食のあとのデザートがケーキで、妹がテスト勉強の合間に買いに行ったらしい。俺のだけろうそくが一本刺さっていた。プレゼントは、両親から金一封。色気は無いが、そういうもんだろう。


    　そういうもんだろう、と思っていたのだが……。


    「兄あに貴きさん、誕生日もう過ぎたんですって？」


    　授業が終わると同時に、教室に金切り声が飛びこんできた。それは妹と同じ水球部の一年生、三み剣つるぎ凛りん世ぜだった。さっきの小麦といい、今日は妹の友達によく会う日である。


    「信じられない！　どうして教えてくれなかったのよ？」


    　ぷりぷり怒っているこの凛世は妹と中学時代からの親友で、同じく一年生にして水球部のレギュラーである。色白で黒髪がサラサラと長くて、いかにも大和やまと撫なで子しこといった感じの静かなたたずまいと、凜りんとした気丈そうな表情で、かわいいというよりきれいなタイプだと思う。で、かわいいタイプであるらしいうちの妹と、三高一の美少女の座を二分している。


    　凛世も小麦同様、妹のことを好きであるが告白したら現在の親友という立場すら失う危険が大きいため、黙っている。それに、妹のことを好きなはずなのに、ときどきよくわからない行動を取る。夏休み明けの駆け落ちに俺を誘ったり、文化祭の買い出しのとき夜道で突然手をつないできたり（しかも恋人つなぎ）、いったい何を考えてるのかわからない。それに今、なぜ凛りん世ぜが俺の机に両手をついて、俺をにらんでいるのかもわからない。


    「別に聞かれなかったし、俺の誕生日なんか知っても人生の何の得にもならんだろ」


    「そうじゃなくて、こっちも『きっかけ』ってものが……」


    「何の『きっかけ』？」


    　俺が尋ねると、凛世はいかにも口が滑ったという感じで、ハッと口を押さえる。


    「そ、それは置いといて……兄あに貴きさんって、今日きよう子この進路希望、聞いた？」


    「思いっきり置いといて、脈絡のない話が来たな」


    「さっき、明日は終業式ねって話から、何となく進路の話になって……。今日子は、水球を極めるために都内の大学に進むつもりだって言ってたわ。関東には水球の強豪大学が多いから。水球部の先輩もたくさん行ってるし。体調の維持には、家庭料理でしっかり栄養をとらなくちゃだから、家を離れる選択肢は無いって……」


    「単に家を離れたくないとかじゃなくて、そこまで考えてるのか。ぼんやりしてるようで、けっこうしっかり考えてるんだな」
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    　一人暮らしで自炊すればいいじゃないかと思うが、妹はあまり料理はうまくない。バレンタインデーに毎年くれる手作りチョコレートは、毎回コゲてるか分離してるかで、常に舌触りがザラザラしていて、進化の気配も感じさせない。


    　ただ、好きこそものの上手なれで、インスタントラーメンを作るのだけはうまい。妹はラーメンが好きだから、何かというと俺を誘って新しいラーメンを求めて遠征する。それで腕が上がったんだろうか。日曜の朝とか、俺の分までインスタントラーメンを作ってくれることがある。ネギとモヤシが山盛りに入ってて、それに生卵がのっている。「妹がお兄ちゃんのために作る手料理」という萌もえからはかなり遠いところにいる料理だが、ふつうにおいしい。妹が一人暮らしになったら、きっと毎日ラーメンか外食になるだろう。スポーツマンが毎日ラーメンではスタミナが続かなそうだし、栄養も偏ってしまう。


    「凛りん世ぜはどうするんだ？　前は、俺が奈良に行くって聞いて奈良もいいかもとか言ってたけど、妹と同じ大学に行くんじゃないのか？」


    「えっ？　べ、別に兄あに貴きさんが奈良に行くからじゃないから！　わたしが個人的に興味があるだけだから、そこ大事だからまちがえないでよねっ！」


    　凛世は、急にあたふたしはじめた。あれっ、俺が奈良の大学に行く「から」凛世も興味がある、みたいなことを聞いたような気がするのだが、俺の勘違いだったのかな？


    「いや、そうだな、勘違いだな。凛世みたいな水球部のエースは、妹といっしょに大学でも活躍するのが当然だよな」


    「えっ、ちょっと待って、誰がいつ今日きよう子こと同じ大学に行くって言ったのよ？」


    　凛世はそのとき、なぜかすごく焦あせって俺にそう言った。


    「だって、二人は水球部でナイスコンビだし、いっしょに水球を極めるのかなーとか」


    「た、たしかに今日子の進路を聞いて一瞬迷いはしたわよ？　わたしも水球は好きだし、大学でも続けたいと思うけど……でも、今日子の進路を聞いて、自分の胸によーく聞いてみて、出た結論は、わたしには今日子ほどの水球への情熱は無いってことなの」


    「そうなのか？　あのノーテンキな妹のほうが水球に本気で、まじめな凛世のほうがそうでもないってことなのか？　逆のような気がしてたんだが」


    「本気は本気よ、だけどわたしはたぶん水球そのものじゃなくて、初めての友達の今日子といっしょに水球に打ち込めるのが好きだったんだと思うのよ」


    「じゃあやっぱ、妹と同じ大学に行って水球を続ければいいような気がするんだが……」


    　すると、凛世は迷うような表情をした。


    「兄貴さんが奈良の大学を受けるってことは、わたしは一学年年下だし、兄貴さんは仏像にすごく詳しいし勉強熱心だし、優秀だから、たぶん浪人しないでしょ？」


    「そうあってほしいけど」


    「つまり十五か月後、確実に兄貴さんは、奈良に行ってしまうわけよ」


    「そうあってほしいけどなあ」


    「そしてわたしは高校三年生だから、たとえ奈良に行っても次の年になるわけよ」


    「あれ、やっぱり凛りん世ぜは奈良に来るのか？」


    　すると凛世は、穴があきそうなほど突き刺すような瞳で、俺の目をじいっと見つめた。


    「確認したいんだけど、兄あに貴きさんは、仏像の勉強をするために奈良へ行くのよね？」


    「うん」


    「悟りを開いて、仏の心や仏師の気持ちに近づくのよね？」


    「うん」


    「下宿をしたとしても、兄貴さんにかぎって大学デビューとか無いわよね？」


    「はあっ？」


    　いきなり話がぶっ飛んで、俺は思わずすっとんきょうな声を出した。


    「だ、大学デビューって何だ？　俺は芸能界なんか入らないぞ？」


    「デビューっていっても歌手やアイドルのことじゃないわよ。大学デビューっていうのは、地味だった高校生が大学に進学して、もうまじめなガリ勉しなくていい、今までの自分を誰も知らない新天地で新しい自分を咲かせてみたい……って感じで、急にファッションも素行もハデになってしまうことをいうのよ」


    　凛世はえらく真剣だが、たとえるならば弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつのようにシンプルな仏像も、千手観音のように盛りまくりな仏像も、仏像は仏像である。大学に行ったぐらいで、俺の頑固で無口な性格が変わるとは思えない。花が咲いてもせいぜい祇ぎ園おん精しよう舎じやの沙さ羅ら双そう樹じゆの花だろう。


    「俺に大学デビューできる要素があるわけないだろ。中学生のときも仏像好きなんていう奴が周りにいなくて、ずっと一人だったんだぞ？　高校でやっと、比ひ叡えいや高たか野のと出会って、仏像友達ができたんだ。でも、比叡は京都へ高野は和歌山へそれぞれ別々の大学を目指してるから、確実に大学では再びぼっちとなる確率が百二十パーセントだというのに」


    「ぼっちって、言いかえると一匹狼で自分を持ってて、他人に流されないってことよね」


    「ものすごく言いかえてるな、それ」


    「周りの視線をキョロキョロ気にしてリア充ぶってるキョロ充より、百万倍クールでかっこいいじゃない」


    「いやいや、俺みたいな地味な顔で特徴の無い奴がクールとかいっても、それは単に存在感が空気という意味だぞ」


    「地味なのは、パーツが小ぶりであっさり風味なだけよ。今日きよう子こと兄弟なんだから、配置そのものは整ってるし……！」


    　凛世は拳を握りしめて力説している。ふだん俺のことを「兄貴さんのバカ！」とバカ呼ばわりすることの多い凛世が、どういった風の吹き回しで俺のことを褒ほめているのか？


    「褒めてくれるのはありがたいが、それで結局、話の主旨は何なんだ？」


    「は、話の主旨って……」


    　教室にはガスストーブ一個しかなくて寒いのに、凛りん世ぜの顔はリンゴのように赤かった。


    「だから、その……」


    　何度も俺の顔をちらちら見る。妹が小さいころ、俺が跳んでる縄跳びに入るタイミングをはかるときによくこんな顔をしていた気がする。


    「い、今のわたしの話を聞いてたら、だいたいわかるでしょっ？」


    「顔のパーツが小さい？」


    「文系で受験するつもりなら、国語の長文読解をもっと勉強しておきなさいよねっ！」


    　凛世はいきなりどなると、ぷりぷり怒って廊下に出ていった。さっきまで、いつになく気弱な感じでたどたどしいなと思っていたけど、それはやっぱり気のせいで、いつものツンゴラ凶暴凛世であった。


    「いったい、結局凛世は何を言いたくて、わざわざ俺のところまで来たんだろう？　浪人しないように長文読解力を増強しろ、ってことか？」


    　俺は首をかしげる。凛世が奈良に行くのは、俺が奈良へ行くのと無関係なんだから、俺が大学デビューしようがどうしようがどうでもいいじゃないか？　なんで、それでそんなに怒ってるんだ？　おかげでまた、妹へのプレゼントを聞き忘れてしまったじゃないか。


    　ふと、俺の近くの席にいた、菩ぼ[image: ]さつのような顔立ちの小柄な男子・比ひ叡えいが、あきれたような苦笑を浮かべて俺に目を向けた。


    「今のは、日ひゆ向うがくんが悪いですな」


    「はっ？　俺、今何か悪いことしたか？」


    「それがわからないということは、やはり日向くんが悪いのですな」


    　比叡は俺と同じ「仏像愛好会」に入っている。小柄で物腰穏やかで、俺よりずっと悟りを開いているが、そんなわけのわからん禅問答を振られても、さっぱり意味がわからない。


    「まあ、クリスマスにお詫わびすればいいと思うですな。しあさってはもう、クリスマスイブですな～」


    「クリスマス、だあ？　仏教徒の比叡の口から聞くと、すごく違和感のある単語だな」


    　俺があきれても、比叡は穏やかにほほ笑むばかりだ。


    　そのとき、やはり「仏像愛好会」に入っている背の高い高たか野のが、菩[image: ]のような細い目でジロッと俺をにらみつけてきた。ちなみに仏像愛好会の会員は、俺たち三人だけである。


    「比叡くん！　今、クリスマス、と言ったでありますか～？」


    「どうしたんだ、高野。なんか背中がすすけてるぞ」


    　高野はふだん高こう僧そうのように穏やかで、俺のようにあわてることもうろたえることもなく、嫌なことがあっても困ったような顔をして慈悲の心で許してくれる。そんな悟りを開いているはずの高野が人をにらむなんて、俺はびっくりしすぎてとまどってしまった。


    　そういえば、最近高野らしくなく、イライラピリピリしてるなあ、とは思っていた。てっきり、テストの点が悪かったのかなぐらいに思っていたのだが……。


    「なぜ仏教徒である日本人が、キリスト教のクリスマスを祝うでありますか！」


    「何だ、そのクリスマス目前にモテない男子が叫ぶセリフのテンプレは。まあ、俺もなんで仏教徒がクリスマスを、とは思うが」


    「いやいや、日本人は本来仏教じゃなく神道を崇拝していたですな。神道は八や百お万よろずの神様を崇拝してＯＫなので、インド発祥の仏教のお盆やお彼岸や除夜の鐘、キリスト教のクリスマスにイースター、ドルイド教のハロウィンまでもＯＫなのが日本の宗教観ですな～」


    　さすが比ひ叡えいは淡々と博識であるが、そんなことを逆上している高たか野のに説明したところで、まったく聞く耳は持たなかった。


    「それはそれ、これはこれでありますなー！」


    「どれがどれなんだ」


    　高野が何をそんなに怒っているのかわからない。というか、なんでクリスマスに対してこんなに敵てき愾がい心しんを抱いてるんだ？


    　ふと、教室の入り口から一年生の女子が顔をのぞかせた。小柄でおとなしそうな女子……比叡と付き合っている、るかにゃんである。そう、比叡は仏教男子でありながら、お付き合いもしているのである。


    「あ、比叡さん、すみません、ちょっと……」


    　おとなしいるかにゃんは、男が苦手ということもあり恥ずかしがり屋ということもあり、最初のうちは二年生の教室に近づくのも苦手で、いつも廊下のすみっこで比叡が出てくるまでじーっと待っていた。最近は、教室の入り口までは来れるようになったようだ。


    「るっかにゃ～ん♪　どうしたですな～？」


    　比叡が、菩ぼ[image: ]さつ顔をますます菩[image: ]スマイルに輝かせて、ルンルンとるかにゃんのほうへ行った。るかにゃんは、うちの妹などと比べると地味なのであまり学校中の話題にのぼるタイプではないが、ふつうにかわいい。なので教室にいた男子たちが、微妙に反応して、


    「なんで『好きなタイプは』って聞いたら『弥み勒ろく菩[image: ]ですな』って答える比叡が、生身の女の子と仲よくしてんだ？」


    「生身だし、しかも弥勒菩[image: ]よりかわいいんだが、どうなってんだ？」


    「俺たちは今年もシングルベルなのに、除夜の鐘しか興味なさそうな比叡が彼女と二人でジングルベルなのかよ！　くそっ負けた、世界は不公平すぎる！」


    「俺たちも仏教を信仰すれば彼女ができるのか、もしかして？」


    　などと、意味不明にざわついている。ちなみに仏教を信仰すれば彼女が云うん々ぬんなんて考えているような人は、仏教の五戒のひとつである不ふ邪じや淫いん戒かいに思いっきり反しているわけで。男子がそういう目で見るから、余計に男が苦手のるかにゃんも緊張してしまうのだ。そういう目で女子を見ることを決してしない安心感のある、悟りを開いた癒やし系の比叡がるかにゃんに好かれたのは、ある意味当然の結果だろう。


    「あの二人、仲いいなあ。そういえばるかにゃんって、最初は比ひ叡えいのことを比叡先輩って呼んでたよな。微妙に進歩してるんだなあ」


    　俺はほのぼのした気持ちで二人を見ていたのだが、そのとき、高たか野のの細い目が鋭い針ニードルのような殺意に光っているのに気づいた。


    「たっ……高野？　どうした？」


    「いえ……流る花かさんは何をしにきたのかな、と考えていたのでありますよ……」


    　高野の声が低い。俺の知ってる高野じゃない。


    「るかにゃん、何をしにきたですな～？」


    　比叡が廊下で、るかにゃんと話している声が聞こえる。るかにゃんは消え入るような小さな声で、恥ずかしそうに、高野が考えていたことでもある問いの答えを口にした。


    「はっはい、その、比叡さんの手の大きさを……」


    「ぼくの手ですな？」


    「クリスマスプレゼント何にするか、ずっと迷っていて今日になっちゃったんですけど、今朝学校に来るときに見かけた比叡さんの手が、指先が真っ赤でとても寒そうだったので、手袋を編もうと思って……」


    「編むって、るかにゃん編み物とかできるんですな？」


    「あの、友達と遊んだりするの苦手だったので、一人でできる手芸が好きだったんです」


    「すごいですな～！　文化祭の差し入れのお弁当もおいしかったし、るかにゃんはすっごく家庭的な女の子ですな～」


    「じゃあ、手袋でいいですか？」


    「ええっ！　今日は二十一日でありますよ、たった三日で編めるのですな？」


    「はい、片手三時間ぐらいで編めますから」


    「たった三時間！　すごいですな、るかにゃんは天才ですな」


    「それであの、比叡さんが好きな色を教えていただければ、明日は終業式で午前中で学校が終わりだから、その後で編もうかと……」


    「ぼくが好きな色は高こう僧そうの色の紫ですな。でも、るかにゃんはもーっと好きですな☆」


    「やっ、やだ、比叡さん。恥ずかしいです……」


    「にゃはは、ごめんですな。るかにゃんの手袋をいただけるなら、仏像プラモ用のアクリルケースに飾って一生の家宝にするですな～」


    　比叡の声がはずんでいる。なるべく教室に聞こえないように小さな声で話しているのだが、耳ダンボ状態の男子たちはそれを聞いていて、


    「聞いたか、手編みの手袋に差し入れ弁当だとっ？」


    「どこのガンダーラに行けば、家庭的で恥ずかしがり屋さんのかわいい彼女をゲットできるんだー！」


    　と、大いにざわついている。もちろん高たか野のにもそれは聞こえていたのだが、下くちびるをぎゅっとかみしめて、菩ぼ[image: ]さつというより仁に王おうの表情になっている。


    「た……高野？　どうしたんだ、最近ちょっと様子が変じゃないか？」


    　俺はさすがに心配になって、高野に声をかけた。


    　さらに、廊下からるかにゃんの声が聞こえてくる。


    「あ、あのう……比ひ叡えいさん、それはとてもうれしいお言葉ですけれど、できたらアクリルケースに入れずに、使ってほしいんです。そうすれば、寒いクリスマスイブでも、二人であったかく外を歩けるから……」


    「ほえ？」


    　比叡の間の抜けた声が聞こえたのと、高野がかみしめた下くちびるをかみ破って口から血を垂らしたのは同時だった。俺は焦あせって、高野に声をかけた。


    「たっ……高野！　血、血が出てる！」


    「血？　血祭りに上げるべきでありますかな、不ふ邪じや淫いん戒かいをものともせぬ、釈しや[image: ]かをも恐れぬリア充どもを……」


    　ゆらり、と視線がゆれる。俺が知ってる高野じゃないぃぃぃ！　ちなみにリア充とは、現実リアル生活が充実している人のことで、友達いっぱい、恋に部活に人生エンジョイしている、いわゆる勝ち組のことである。


    　しかし高野が魔界に片足を突っ込んでいるにもかかわらず、比叡とるかにゃんはまだ廊下で、イチャラブトークを続けている。


    「そ、それって……手袋をつけて、いっしょに外を歩きましょうと……すなわち、デートのお誘いという解釈でよろしいのですかな？」


    　とまどう比叡に、るかにゃんも初うい々ういしくためらう。


    「は、はいっ。クリスマスの、きらきらしたイルミネーションを、比叡さんと見に行きたいんです。でも比叡さんは仏教マニアだから、キリスト教のお祭りはどうかとも思うので、あの、もし嫌だったら遠慮なく……」


    「嫌だなんてとんでもないですな！　るかにゃんみたいなかわいい子のお願いだったら、お釈[image: ]様もＯＫ出しちゃうに決まってるですな～」


    「やっやだ、比叡さん、わたしそんな、かわいくなんてっ……」


    「いやいや、かわいいですな、超かわいいですな～」


    「そんな、比叡さんのほうが、かっこいいですしっ……きゃー言っちゃった！」


    「このリア充どもがァァァーッ！」


    　きゃー、高野が爆発した。仁王像のような炎の闘気オーラをまといつつ立ち上がると、廊下へ駆けだし比叡の胸ぐらをつかみ上げた。


    「ファッ？　高たか野のくん、目が血走ってるけど、どうしたですな～？」


    　ここまで激怒している高野を前にして、比ひ叡えいのまるで水を打ったような冷静さ。戦国時代、怒り狂う織お田だ信のぶ長ながに寺を焼き討ちにされた僧・快かい川せん紹じよう喜きは「心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼し」の言葉を残した。まさに今の比叡は、その快川上人の悟りに達している。


    「比叡くんっ！　きみはっ！　クリスマスを祝ってデートとはっ！　ぼくと日ひゆ向うがくんとお釈しや[image: ]か様を裏切って、キリスト教に改宗したのでありますかー！」


    　高野は比叡の胸ぐらをつかんで、ブンブンゆさぶっている。何をそんなに怒ってるんだ。


    「比叡さん、大丈夫ですかっ？」


    　心配するるかにゃんに向けて、比叡は冷静に、菩ぼ[image: ]さつの笑みを見せた。


    「大丈夫ですな、るかにゃん、心配いらないですな～。そして高野くん、クリスマスをお祝いするのは、改宗とかそんな大げさなものではないですな。仏教とは本来、宗教ではなく哲学として生まれたものですな。お釈[image: ]様自身、死後の世界があるか無いかわからんと言ってるし、神様がいる死後の世界を扱う宗教とはもともと別ジャンルですな～」


    　さすが比叡である。怒り狂ってどう考えても話が通じなさそうな相手にも、まるで構わず淡々と一方的に説法を垂れる。


    「つまり仏教のテーマとは、死後どうするかではなく、いかにして生きるかということですな。いかにして生きる苦しみを消すかが涅ね槃はん経のテーマでもあり、すなわち楽しく生きることこそが仏教のテーマでありますな。なのでぼくはお釈[image: ]様の教えにのっとり、年に一度のクリスマスを楽しみ、人生を謳おう歌かするですな～」


    「そっ、それはへ理屈というものでありますな～！　キリスト教徒でもないのにクリスマスを祝うなど、キリスト様にも失礼でありますな～！」


    　高野も必死に食い下がっているが、興奮した高野と冷静な比叡、どちらの説法が勝つかは火を見るよりも明らかだ。


    「いえいえですな、高野くん。そもそもクリスマス自体が本来、キリスト教の祭りではないのですな～」


    　比叡が言った。さすが仏教マニアは、ほかの宗教のこともよく知っている。


    「クリスマスは、古代ゲルマン民族の冬至祭ユールがその発端ですな。冬の太陽は低くて光も弱くて、このまま力尽きて闇の世界になってしまいそうなので、一番太陽の力が弱っている冬至の日に太陽の復活のお祭りをしたというわけですな。つまり、もともとはイエス・キリストの誕生日とは関係のないお祭りだったわけですな～」


    「そうそう。だから日本でも、クリスマスをお祝いしていいんじゃないか？」


    　俺も比叡の尻しり馬うまに乗る。高野は論破されそうになって、一瞬ぐぬぬとなっていたが、それでもなかなか手ごわく反論してきた。


    「い、いや！　問題はそこでありますな！　信仰などまったく関係の無い、商業主義が先導した浮わっついたイベントに踊らされるのが、悟りを目指す人間のあるべき姿であるはずがないでありますな。リア充として不ふ邪じや淫いん戒かいを破り、不純異性交遊という大罪を犯すつもりならば、仏ぶつ罰ばつが当たって、ふつうの地獄の千倍キツいという無む間げん地じ獄ごくに落ちて、絶え間なく襲いくる苦痛に阿あ鼻び叫きよう喚かんするがいいでありますな～！」


    　比ひ叡えいに対する高たか野のの爆発は止まらない。俺は、おろおろしているるかにゃんに尋ねた。


    「どうして、高野はいきなり原理主義的になってしまったんだ？　何か聞いてる？」


    　するとるかにゃんは、まゆをハの字にして考えこみ、ためらいがちに答えた。


    「はい、たぶんですけど……みーなちん先輩から、先輩が私立大学をいくつか受験するって聞いてます。年内に試験のあるところが多いから、期末テストの前あたりから連続して受験で、遠い大学は泊まりがけでハシゴして受験するって……」


    　なるほど、それで[image: ]は解けた。みーなちんは高野とお付き合いをしている三年生で、るかにゃんとも友達である。三年生だから受験で忙しくてなかなか会えないことを、以前から高野はよく口にしていた。それを応援して支えようとしていた高野だが、さすがにクリスマスが近づいてきて目の前でリア充にイチャコラされると、寂しさが募りすぎて逆上してしまったのだろう。俺よりもはるかに悟りを開いていると思っていた高野が、こんなにも乱れるとは、やはり女によ性しようは悟りをじゃまする悪魔マーラである。


    「クリスマスに浮かれるリア充どもすべて、邪淫の罪で仏罰を受けるべしでありますなぁぁぁァァーッッ！」


    　比叡をぶんぶんゆさぶって、高野は大爆発している。まさに悪魔マーラを調伏する仁に王おう状態で、手がつけられない。


    　そもそも仏は、たとえ相手が悪魔マーラであっても戦いはせず、説法で相手を従わせる。戦うすべを持たないのである。しかし、話を聞かない相手に説法は通じない、いわゆる馬の耳に念仏状態になってしまう。そのために、話が通じない相手は、まずは仁王が力でねじ伏せてから無理やり説法を聞かせる、という少々強引なシステムになっている。要するに、俺たち僧職男子に戦闘能力は無く、荒れ狂う高野をどうすることもできないのである。


    「高野くん、何をしてるんですか？」


    　ふと、おとなしそうな声が聞こえた。


    「えっ？」


    　高野が振り返る。俺もそっちを見た。背の高いメガネの三年生……みーなちんだった。


    「ふぁぁ～っ、美み奈な子こさん！　助かったですな～」


    　比叡が空気の抜けたような声を出した。高野は比叡を床に下ろし、信じられないような表情でみーなちんを見た。その表情は、元の菩ぼ[image: ]さつ顔の優しげな高野に戻っていた。


    「みーなちん、どうしたでありますか？　てっきり九州へ行ってるとばかり……」


    「ええ、九州での受験はきのう全部済んだから、いったん帰ってきたんです」


    「それで学校に来て、大丈夫でありますか？　お疲れが出てしまうでありますよ？」


    「でも、知らないところで知らない人ばかりのところで受験や面接ばかりで、気持ちが疲れてしまったから、日常に戻りたくなって……。やっぱり、見慣れた学校に来ると癒やされます。それに、みんなに九州のお土産を渡したかったんです」


    　みーなちんが差し出したのは、「高たか崎さき山やまラッキーモンキークッキー」だった。いかにもお土産っ、という感じの個包装のクッキー詰め合わせが、まじめなみーなちんらしい。


    「わあ、おさるのクッキーおいしそうですな～！」


    「ありがとうございます、みーなちん先輩！」


    「ありがたくいただくでありますよ～」


    　比ひ叡えいもるかにゃんも高たか野のも、お菓子を前にするとすっかり上機嫌になっていた。けれども、それに応えるみーなちんの笑顔は、かなり疲れているように見えた。


    「けっこう強行軍みたいだけど、そろそろ休めるんですか？」


    　少し心配になって、俺は尋ねた。みーなちんは、疲れた笑顔で首を横に振る。


    「また明日出発なんです。今度はちょっと北海道まで……」


    「美み奈な子こさん、なんでそんな東とう奔ほん西せい走そうしてるですな？」


    　不思議そうに尋ねた比叡に、みーなちんは答えた。


    「わたし、志望が獣医学部なんです。獣医学部は少ないうえに人気があって競争率が高いから、片っ端から受けてるんです」


    「なるほど。獣医学部があるのは農業が盛んな地域だから、日本全国に散らばるのか」


    　俺の言葉に、比叡がうなずく。


    「ですな～。ぼくたちも仏教の勉強をするために、高野くんは和歌山で山岳仏教、ぼくは京都で仏教美術、日ひゆ向うがくんは奈良で考古学……と、全員東京を離れてしまうですな。行きたい学部が遠くにあっても、それでも行きたいのならば、仕方がないですな～」


    　そうなのだ、行きたい学部が近場にあるとは限らない。それにしても九州から戻ってきて今度は北海道とは、近場に無いにもほどがある。聞いてるだけでも、移動が大変そうだ。


    「北海道は寒そうでありますな～。十一月の終わりからずーっと受験受験で、体は大丈夫でありますか～？」


    　高野も、とても心配していた。


    「そうなんです、さすがに疲れてきて……だから」


    　みーなちんは、ふと高野の後ろに回ると、ぎゅうっと背中に抱きついた。


    「ファッ？　な、何でありますかっ？」


    「充電、です」


    　みーなちんはそう言って、しばらく高野に抱きついている。廊下の真ん中でいきなりのこの状況に、周囲の生徒たちも呆ぼう然ぜんである。さっきまでリア充必滅すべしとかわめいていた高野が、今度は廊下を行く生徒たちから、リア充見せつけるな死ね、と死を願われる立場になっていた。さすがに高たか野のもとまどって、背後のみーなちんを必死に振り返る。


    「あ、あの、みーなちん……充電、ってどういうことでありますか？　携帯の充電器なら、制服のポケットじゃなくてカバンの中に……」


    「制服のポケットの中の充電器をあさってるんじゃありません、携帯じゃなくてわたしの充電です。高野くんは仏の教えを極めないといけないから、こんなはしたないことしちゃ迷惑だってわかってるんですけど、すみません、どうしても受験が続くと気分が重くて元気が出なくて……。二十％、三十％……」


    　じーっ、とみーなちんは目を閉じて、大木にとまるセミのように高野に抱きついていたが、一分ほどして、ぱちっと目を開くと、


    「よし、百％！　充電完了！」


    　そう言って、パッと高野から手を離した。


    「ありがとう、元気が出ました」


    「へ？　い、いったい何が起こったでありますな？」


    　みーなちんは明るく輝くような表情になっているが、高野は何が何だかわからず、細い目を何度もぱちぱちしている。みーなちんは、笑顔で答えた。


    「だから、充電したんです。受験の連続で疲れてたから、前に進むパワーを充電です」


    「そ、その電源は、ぼくなんかでいいのでありますか？」


    　高野はとまどいながら、自分自身を指さして尋ねる。


    「もちろんです。北海道のお土産、買ってきますね」


    　みーなちんはにっこり笑う。そういえば妹も、充電だとか言って俺にひっついていたっけ。女子は男子から、いったい何を充電するというんだ？


    「じゃ、これから職員室に行って、先生に無事に帰ってきた報告をしてきます」


    　みーなちんはそう言い残すと、廊下をすたすた歩きはじめた。


    　受験って大変そうだなあ、と思いながら俺はその背中を見送っていた。そのとき、高野が何か思いついて、突然みーなちんを追いかけた。


    「みーなちんっ！」


    　みーなちんが振り返ったと同時に、高野が彼女に真正面から抱きついていた。


    「きゃっ？　ど、どうしたんですか、高野くんっ？」


    　みーなちんが、真っ赤になって固まった。俺たちも、まさかの僧職男子の大胆な行動にびっくりして、固まりまくってしまう。けれども、一番緊張していたのは高野であった。


    「みみみ、みーなちん！」


    　高野は、顔を真っ赤にして必死に伝えた。


    「受験、がんばってくださいでありますな！　みーなちんならきっと、夢を叶かなえることができると思うでありますよ。ぼくも微力ながら応援するので、体に気をつけて、行ってらっしゃいでありますな！」


    　ずっと抱きしめているのは高たか野のの許容量を大幅にオーバーするのかすぐに離れたが、みーなちんも真っ赤になっていて、困ったように両手で熱いほっぺたを押さえた。


    「まじめな高野くんが抱きしめてくれるなんて、びっくりしました……ドキドキしすぎて、過充電です。残りの受験スケジュール、突っ走れそうです。ありがとう、高野くん」


    　照れくさそうな笑顔を残して、みーなちんがぱたぱたと焦あせりながら去っていった。高野は笑顔で、その背中に手を振っていた。


    　そしてみーなちんが角を曲がって姿が見えなくなった途端に、


    「うわーん、またしばらくみーなちんに会えなくなるでありますよ～！」


    　高野は廊下に五ご体たい投とう地ち状態で、すなわちひじとひざとおでこを床につけて、嘆き悲しんだ。ちなみに五体投地は仏教の礼拝方法で、おじぎの最高級みたいなものだ。


    「よしよし、何か知らんがよくがんばったな、高野」


    　俺はとりあえず、高野の背中をナデナデしてなだめてやる。さっきから俺たちはずーっと廊下を行く生徒たちの注目の的になっているので、さっさと教室へ戻りたかった。


    　そのとき廊下の少し離れたところで一部始終を見ていた、あまりよく知らない女子が、なぜかワクワクした様子で俺に声をかけてきた。


    「ねえ日ひゆ向うがくん、今さっき言ってたのほんと？」


    「今さっき、って何か言ってたか？」


    「日向くんが、奈良の大学に行くつもりだっていうこと」


    「あ、うん。そうだけど……君も仏教や古代史に興味があるとか？」


    　俺が尋ねると、女子はクルッと俺に背中を向けて、小さくガッツポーズをした。


    「やっと破局来た！　愛しの今日きよう子こちゃまが、やっとフリーになるのね。わたしたち聖セントエルモ女学院のアイドルが、再びファンの元へ戻ってくるのだわ！　薔ば薇ら園ぞの先輩にご報告しなくては……！」


    「おいおいおい、なんかそこ不穏なこと言ってませんか？　誰が破局だっ？」


    　俺は声を張りあげるが、女子は振り返りもせず、ぴゅーっと廊下を駆けだしていった。そして俺は思い出した、あまりよく知らない女子だが少しだけ知っている。俺を妹から引き離すため、俺を誘ゆう拐かいした女子のうちの一人だったように思う。


    　そう、俺は妹に恋れん慕ぼを寄せる女子たちの手で、誘拐されたことがあるのだ。


    　俺の妹は女子にモテる。男子にももちろんモテるが、女子にもモテる。スポーツ万能で特に試合中はパワフルでかっこいいらしいし、ふだんは陽気で優しくて面倒見もいいらしいし、顔はかわいいらしいし、スタイルもいいらしいし、中学生のときに通っていた聖セントエルモ女学院ではアイドル的存在だったらしい。


    　ただ妹は天然でお子さまなので、そんなことが妹の耳に入って「女同士で好きとかありえなーい」と嫌われたくない……、ということで、あくまでも妹に恋れん慕ぼしているというのは秘密にしておくこと、というのが彼女らの共通認識であり紳士協定（淑しゆく女じよ協定？）である。


    　だから俺もあまり心配もしていなかったのだが、考えてみれば妹からじゃま者である俺を引き離すために、俺を誘ゆう拐かいするような連中でもある。そのじゃま者がいなくなったら、妹にアタックし放題だ。一応淑女協定があるといえども、そんなのをガン無視して妹に迫ってくる非淑女もいるにちがいない。たとえば、その淑女協定に属していない四高の根ね雪ゆき緋ひ影かげのように、妹を自分のものにするためにヤンデレをこじらせる奴だっているのだ。


    『……ひょっとして、俺が奈良に行ったら妹は一人で、すごい危ない状況に放りだされるんじゃなかろうか？』


    　俺の背筋に、ぞくっと焦あせりが走る。小学生のころ、妹が冬の用水路に落っこちたことを思い出した。そのときは、俺が妹を助けに飛びこんで、いっしょにいた従妹いとこの日ひゆ向うがみかんが助けを呼んでくれて、つまり二人がかりでやっと妹を助けたのだ。


    　今でもサンタさんを信じているような妹が、一人になったらどうなるんだろう？　奈良へ行くことが俺の中で確定されたことで、かえってそんな不安が今ごろ、俺の胸の中にわき起こってきた。ふだんはバスや電車に長時間乗って仏像めぐりの散策をしているのに、明日はバス遠足ですとなると、俺はなぜか車酔いすることが心配になって、酔い止め薬を買いにいったうえ、ビニール袋の内側に新聞紙で作った袋を二重に入れるという、小学校で習った嘔おう吐と用ゲゲゲ袋を三個も作ってしまうのだ。もちろん使うことはないんだが……。


    　みーなちんが遠くへ行って高たか野のが残される、という現実から、俺と妹のことに連想が続いてしまったこともある。胸の中が不安で、ひどくざわざわしていた。


    



    　そのモヤモヤは、次の休み時間、めちゃくちゃハッキリとした確信に変わった。


    　高野は何とか落ち着いたが、みーなちんがいないという事実にぐーんと落ちこみ、お土産のクッキーにすら手をつけていない。重苦しいオーラを発散していて声をかけづらいので、俺は教室を出て廊下の、かなり寒いけれど新鮮な空気を吸っていたときだった。


    「兄あに貴きちゃん、はっけーん！」


    　たぷんたぷんの縦ロールの髪を揺らし、たゆんたゆんの胸も揺らして全速力で走ってきたのは、三年生の薔ば薇ら園ぞの先輩だった。この先輩は「日向今日きよう子こを愛めでる白しら百ゆ合り乙女おとめの会」略して「ひきしお会」の中心メンバーの一人であって、「日向明あ日す太たを誘拐してラブラブアタックで籠ろう絡らくして日向今日子から引き離そう運動」みたいなのの幹部でもある。


    　要するに俺はこの人に誘拐されたことがあるので、全速力で走ってこられると、全速力で逃げたくなるのである。回れ右してダッシュしようとしたが、意外にも薔薇園先輩は文化部系のわりに足が速くて、俺がスタートダッシュを切る直前に腰にタックルしてきた。


    「捕獲！」


    「うわあああ！」


    　べしゃっ、と俺はうつぶせに倒れた。


    「このおねーさまから逃げようだなんて、ちょっとばかり冷たいんじゃないのォ～？」


    　薔ば薇ら園ぞの先輩は、廊下のど真ん中で俺にのしかかってくる。周りの生徒の目をまったく気にしていない。さすが白昼堂々と俺を誘ゆう拐かいした人だけあって、犯行が大胆だ。


    「もしもし、確認しておきたいんですが、たしか薔薇園先輩は、ウチの妹のことが好きなんでしたよね？　つまり男が苦手なんですよね？」


    「シーッ、声が大きいわよ、あたしが今日きよう子こちゃんのことを好きなのは秘密だからね？」


    「妹が好きなのに、なんで俺の上に乗っかってるんですか？」


    「どいたら兄あに貴きちゃん、逃げるでしょ？　それにあたしは、男が苦手だから女の子が好きなわけじゃないわよ？　今日子ちゃんがかわいすぎるから好きなだけだからね。ちなみにそれを今日子ちゃんにバラしたら、兄貴ちゃんのことも殺バラしちゃうからね♪」


    　薔薇園先輩は俺の耳もとで、物騒なことをささやいた。そうか、薔薇園のバラは殺人バラシのバラだったのか。馬乗りの状態で俺の耳もとにくちびるを寄せるので、シャンプーじゃなくて高そうな香水の香りがする重い縦ロールが俺の顔にどさどさとかかって、くすぐったくてたまらない。


    　最近、妹の下敷きにされたり、どうも女子の下敷きにされることが多いが、妹の胸がいかに育ったとはいえ、薔薇園先輩の豊満なそれにはとうていかなわない。妹の胸は水球部で鍛えてることもあって、ぱつーんとしている。筋肉の張りとか水圧とか、いろんな要因があるんだろう。いっぽう薔薇園先輩の胸は、冷蔵庫に入れるのを忘れた大福アイスみたいにだらしないほど柔らかく、それが何というのか妙に妖あやしいというかヤバいというか、大人びた色気を感じさせる。


    　いや、そんなことを言ってる場合じゃない！　薔薇園先輩にその気が無くても、廊下の真ん中で堂々とこんな不純異性交遊しているところを見られては……！


    　と、その瞬間、なぜか俺の脳裏に凛りん世ぜの姿がよぎった。


    『あれ？　なんで俺今、凛世のことを思い出したんだ？』


    　凛世に見られたら困る、と思ったのか？　どうして？


    　いや、凛世でなくても見られたら恥ずかしい。俺は薔薇園先輩をどかせようと、叫んだ。


    「いいかげんどいてください！　あんた受験生でしょう、学校の廊下で男子を下敷きにしてる場合ですか！」


    「ブッブー、残念。ずーっと前に言ったでしょう、あたしは成績がよくって、すみれと二人でいつも三年生の首位争いしてるって。だから、もう推薦入学が決まってるのよん」


    「えっ、もう決まってるんですか。それは、おめでとうございます」


    「ありがとうございます」


    　薔ば薇ら園ぞの先輩は俺の語調に合わせて、からかうような敬語で頭を下げた。俺は訴える。


    「それで、推薦入学が決まってる人が、学校の廊下で男子にまたがってたら、素行不良で入学取り消しになったりしませんか？　誰かに写メ撮られてツイッターで拡散とかされたら、ほんと先輩も俺も終わりますから、どいてくださいって！」


    「構わないわ。あたし、文学部で心理学を勉強するの。心理学って、文学部だけど実験系なのよね。これも心理学の実験って言えば『研究熱心でよろしい』で通るわよ」


    　お色気ムンムンの薔薇園先輩が、俺の上で牝め豹ひようのように舌なめずりした。


    　通るかどうか知らないが、薔薇園先輩ならその口先であっさり言いくるめてしまいそうだ。薔薇園先輩は俺の上にまたがったまま、重く揺れる縦ロールをぶぁさっとかき上げた。


    「ということで、大学も決まって、受験勉強とか面接の練習とかいろいろ緊張してやってたことが一気にお払い箱になって、いよいよあとは卒業だけってなると、一いち縷るの寂しさが心の中に芽吹いたわけ。大学は都内とはいえ、高校にはもう春からは通えないんだから、今日きよう子こちゃんと毎日会えなくなってしまうんだなー、ってね」


    「別に、高校に遊びにきたらいつでも会えるじゃないですか」


    　正直、せっかく卒業してくれるのだから、二度と会いたくないのだが……という本音は、ぐっと飲み込んだ。


    「あたしは、卒業したあとで高校にしつこく入り浸ってＯＧ風を吹かせてるヤカラみたいにはなりたくないのよ。だって、あれって要するに大学で友達できませんでした、ってアピールしてるようなもんでしょう？　このあたしが友達できないわけないじゃない、そんなふうに思われたらカッコ悪いじゃない？」


    「つまり、薔薇園先輩は卒業したら二度と三高の門をくぐらない、ってことですね♪」


    「ちょっと兄あに貴きちゃん、露骨にうれしそうな顔をしないでよね！　今、今日子ちゃんをめぐる恋こい敵がたきが減ったぞラッキー、って思ったでしょう！」


    「全然思ってませんが。なんで俺があんたを『恋敵』って思うのか、二重の意味でありえんでしょうが」


    「とにかく、あたしは卒業にあたって、今日子ちゃんと最後の思い出作りをしたいわけよ。以前あたしは、兄貴ちゃんを今日子ちゃんから引き離すために誘ゆう拐かいしたわけだけど、兄貴ちゃんは意外に手ごわくておとなしく軟禁されなかった。だから今回は、誘拐するのはあきらめて口頭で述べるわ。あたしは今日子ちゃんと思い出作りをしたいから、兄貴ちゃんはちょっと遠慮してよね」


    「ずっと自分視点で語ってますけど、俺は妹のことなんて何とも思ってませんから！」


    「それならいいわ、卒業生の切ない思いをじゃまするようなヤボなまねはしないでよね」


    　薔薇園先輩は俺の耳もとでそう言い残すと、俺の上からどいて廊下をスタスタと立ち去った。後に残されたのは、制服を乱されて廊下であおむけに倒れてる俺と、クリスマスイブがしあさってに迫ってなおクリスマスの予定が何も決まっていない男子たちの、


    「妹が美人のくせに、何を美人な先輩の座布団係になっているのか。美少女はすべておまえのものか。三高一の美少女の座を奴の妹と争う黒髪ロング正統派の三み剣つるぎ凛りん世ぜとも、保健室の癒やし系粘ねん菌きんナースのフトマユ草くさ野の小こ麦むぎとも、妹の友達という理由だけで仲がいいくせに許せない。わら人形作っちゃおうかな……」


    　という、「死ねばいいのに」からちょっぴり殺意が前進している、突き刺すような呪のろいの視線だけであった。しかし俺を戦せん慄りつさせたのは、そんななまっちょろい殺意の視線なんぞではなく、薔ば薇ら園ぞの先輩が今度こそ本気かもしれない、という予感だった。


    　薔薇園先輩は妹を狙ねらっている、すなわち、妹がめちゃくちゃ危ない。薔薇園先輩の「思い出作り」ってのがどんなものか、まさか二人で記念のプリクラを撮っておしまい、なんてはずがない。だって、ふつうに人を拉ら致ち監かん禁きんしても平気な人だし、俺を籠ろう絡らくするために豊満なボインにエビフライを挟むことすらいとわない人なのである。


    　要するに、薔薇園先輩は目的のためには手段をまったく問わないタイプなのである。そして妹は、薔薇園先輩の口八丁にあっさり[image: ]だまされるレベルの天然脳みそなわけで、


    『いかん、妹が危ない！　この危機を伝えなくては！』


    　俺の胸にすさまじい不安が、ざわざわと駆け上がってきたのだった。


    



    　放課後、俺は体育館の外にいた。もちろん、水球部の部活にやってくる妹を待ちぶせて、危機を伝えるためだった。


    　わが都立第三高校は、水泳関係の部活が有名な名門校である。その強さの理由のひとつが、一年じゅう入れる室内温水プールだ。俺は小さいころ溺おぼれかけたトラウマのせいで、長らく水が苦手だった。それで、プールで授業をやってるのを見学することすら苦手だったんだが、妹はこのプールで毎日放課後遅くまで水球の練習をしている。


    　プールは体育館と同じ棟に入っていた。地下一階と一階は吹き抜けになっていて、地下一階にあたるところが二十五メートルプールになっている。そして一階にあたるところはプールの観覧席になっていて、ベンチが階段状にずらっと並んでいるのだ。


    『遅いな、今日きよう子こはもうプールに行ってるのかな？』


    　トラウマを乗りこえて、妹が泳いでいるのを見ても平気になったので、プールのほうへ見に行ってみようかな……と思ったとき。


    「お兄にいさん、こんなところで何をしてるんですか？」


    　ややハスキーでテンションの低い声に話しかけられて、俺はギョッと振り返る。


    　そこにいたのは、黒っぽいセーラー服に身を包んだ根ね雪ゆき緋ひ影かげだった。セーラー服は都立第四高校の制服で、緋影はそこの一年四組。四高も水球の名門で、一年生にしてレギュラー入りしている緋ひ影かげはすごい実力のあるプレーヤーなのだ。


    　妹はフローターという点を取りに行くポジションで、緋影はそれをマークして得点を阻止するフローターバックというポジションらしい。妹よりも背が高くてすらっとしていて、いかにもシュートのじゃまがしやすそうな体型である。


    　そんな健康的なスポーツマンでありながら、緋影は左目に眼帯、左腕に包帯をしていた。緋影の眼帯はしょっちゅう右へ左へ位置が変わり、包帯の下も蚊にさされたあとをひっかき過ぎた程度の傷であることが多いのだが。


    「何をしてるのかは俺のセリフだ、なんで他校生がウロウロしてるんだ」


    　緋影は水球の試合でいつも会う妹に恋心を募らせ、ヤンデレをこじらせて、妹を誘ゆう拐かいしたことがあった。どうやら俺たちの周りには、何かというと人をさらうのが好きな人ばかり集まっているらしい。今は更生しているけれども、妹を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらって、あきらめていない。薔ば薇ら園ぞの先輩のこともあって、俺は必要以上に警戒してしまった。


    　しかし俺の最大限の心配にもかかわらず、緋影はわりとあっさりした表情で答えた。


    「敵情視察です。わたし結膜炎になってしまったので、しばらくプール禁止なのです」


    「結膜炎？」


    　緋影はレザーブレスやチェーンアクセなど、ゴスっぽいアクセサリーが好きだが、眼帯にかぎってはファッションではなく、ほぼ毎回ものもらいだとかいろいろと原因がある。なので、ファッションならば左右のこだわりがあるところだが、そうではないので毎回位置が変わる。抗生物質の目薬を薬局で買えば、いろいろと解決するんじゃなかろうか。


    　で、腕の包帯は以前、緋影が最大限に病んでいて妹の名前を腕にカッターナイフで彫りつけたりしてるときにはグルグル巻きだったが、今はやらなくなっていたはずだが……？


    「左腕の包帯は、どうしたんだ？」


    「片方の目だけでは距離感が取りにくくて、腕をぶつけて青アザができたので、湿布をとめるために包帯で巻いてあるんです」


    「うわあ、ほんとに満まん身しん創そう痍いだなあ。気をつけろよ」


    　俺は軽い気持ちで妹に言うように言ったのだが、途端に緋影がピキッと動きを止めた。


    「お、おお、お兄にいさんに言われなくても、わかってますからっ！」


    　いきなり怒りＭＡＸで怒られた。さっきまでテンション低めで気だるげだったのに。


    「何をいきなり怒っとるんだ。っていうか、最近緋影ってすぐにブチギレてないか？　カルシウムが足りてないんじゃないか？」


    　もっとも以前の緋影は、ブチギレはしないが針が振り切れっぱなしで、冷静なままヤンデレをこじらせて人をさらったりしていたので、ブチギレてるぐらいのほうが人間味があるというか、心の動きがわかってよいといえばよいのだが。


    「べ、別にブチギレてませんから！」


    　プイッと横を向くあたりも、どう見ても怒ってるようにしか思えないのだが。ふと、俺は三度目の正直で、妹のプレゼントについて緋ひ影かげに相談しようと思った。他校の生徒である緋影とはあまり接点が無いと思いつつも、一いち縷るの望みをかけて俺は緋影に聞いてみる。


    「話は変わるが、妹がクリスマスプレゼントに何を欲しい、とか聞いたことないか？」


    「日ひゆ向うがさんの……ですか？　ご所しよ望もうなら、いくらでもわたしを差し上げますがっ」


    「いや、そういう問題じゃなくて」


    　セーラー服の胸もとに手をかけて妙に意気込んでいる緋影の手を、俺はあわてて止めた。


    「妹は、サンタクロースを信じてるんだ」


    「あらかわいい。その萌もえ情報が、わたしにとって何よりのクリスマスプレゼントです」


    「夢を壊したくないからプレゼントを準備しようと思ってるんだが、サンタクロースに何を頼んだのか俺に言わないんだ。緋影は何か聞いてるかなと思って」


    「いえ。でもたぶん日向さんは、わたしをプレゼントに欲しいと思いますよ」


    「ないない」


    　俺は、再びセーラー服の胸もとに手をかけて意気込んでいる緋影を制止する。そのとき、


    「あっ、日向さんです！」


    　緋影が指さした。俺は、ビクッとして振り返る。妹に今の話を聞かれたんじゃないかと思って焦あせったんだが、幸い妹はまだだいぶ遠くにいた。こちらに歩いてくる妹はスポーツバッグを持っていて、これから水球の練習を始めるようだったが、問題なのは妹の横に薔ば薇ら園ぞの先輩がくっついて、二人で談笑しながら歩いてきていたことだ。


    『しまったああああ！　まさかこんなに行動が速いとは！』
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    　俺は愕がく然ぜんとした。体育館の前で待ってればいい、なんて俺は認識が甘かった。ところで薔薇園先輩は、夏休み前に妹たちがテスト合宿をしたとき、家庭教師としてうちに泊まりにきたことがある。だから妹も、すっかり気を許してニコニコと話をしていた。


    「そうなんですよー、水球部の更衣室はふつうの授業用の更衣室と場所が違うんです」


    「三年も通ってたのに、知らなかったわー」


    　薔薇園先輩がすごーく棒読みなのが、とっても怪しい。


    「もちろん水着は毎日持って帰りますけど、ゴーグルとかメンテナンス用の道具はロッカーに入れてますし。プールをほかの部活が使ってるときに、更衣室を部室代わりにして、ミーティングとかもするんですよ」


    「へー知らなかったー。卒業する前に、母校のことは何でも知っておきたかったの」


    「わかります、卒業前の思い出作りってやつですよね。あたしも中学のときやりました、友達と学校じゅう、記念写真いっぱい撮って」


    「そうなの、思い出作りなの。よかったら、水球部の更衣室を見学してもいいかしら？」


    「ほかに着替えてる人がいなかったら、いいですよ」


    「あたしも、ほかに着替えてる人がいないほうがいろいろとはかどるわ」


    　何がはかどるというのだ。思い出作りか？　何の思い出を作るというのだ？


    「お兄にいさん、あの趣味の悪い髪型と下品な乳をした女はどこの馬の骨ですか？」


    「思いっきり最初から敵対ムードだな、緋ひ影かげさん」


    　そういえば、テスト合宿のときはよその学校である緋影は当然来ていないので、緋影と薔薇園先輩は初対面なのである。


    「あの人は、三年生の薔薇園先輩で……」


    「敵、と認定してもよろしいのでしょうかね？」


    　緋影の眼帯をしてないほうの右目が、ぎらり、と光った。


    「敵認定って、何をするつもりだ！　警察沙ざ汰たになるようなことは、するなよな？」


    「そんなことはしません、警察につかまったら日ひゆ向うがさんに会えなくなるじゃありませんか。そうじゃなくて、二人の間を引き離してきます！」


    　緋影は鼻息を荒くして、妹のほうへ歩いていった。


    　緋影はじゃま者を排除する性質がある。俺も、妹に関して排除されかけたことがあるのでわかる。でも、その物騒な性格で何とか薔薇園先輩にあきらめてもらえれば……。


    「こんにちは、わたしの日向さんに何かご用ですか？」


    　腕組みをして胸を反り返らせ、いきなり敵てき愾がい心しんＭＡＸで緋影は薔薇園先輩の前に立つ。怖いなー、と思ったが、意外にも薔ば薇ら園ぞの先輩はニコッとフレンドリーな笑顔を見せた。


    「あなたのことは知っているわよ、いつも日ひゆ向うがさんの応援のために水球部の試合を見にくるんだけど、四高にものすごくよく動くプレーヤーがいるなって思ってたのよ」


    「……えっ？」


    　緋ひ影かげも、意外な態度にびっくりしている。てっきり、ここからキャットファイトが始まると予想していたのだろう。薔薇園先輩は、ニコニコしたまま、これは名案と言うかのように、ポンと両手を叩たたいた。


    「あなたもかわいいから、わたしの卒業前の思い出作りに、いっしょに更衣室に行かない？」


    　なんでかわいかったら更衣室に行くんだ？　そして思い出作りって、ほんとに何？


    　緋影もさすがに、これはおかしいと直感したみたいで、微妙に尻しり込ごみした。


    「あ、い、いえ……わたしは別に、更衣室へ行く用事は……」


    「まあそう言わずに。この眼帯、ゴス？」


    「こ、これは結膜炎で……」


    「あらかわいそう、おねーさまが目薬をさしてあげましょうか？　もちろんひざ枕で」


    　何ということだ、薔薇園先輩が強敵すぎて、さすがの緋影が押されムードである。肩に手までかけられちゃって、けっこうピンチだ。


    　しかし薔薇園先輩は、妹が好きなはずなのに緋影でもいいのか？　天然元気娘と気だるい系ヤンデレゴス娘、全然違うタイプだと思うんだが？　唯一の共通点はショートカットである、そういえば薔薇園先輩がよくツルんでる背の高いボーイッシュなすみれ先輩もショートカットだし、ひょっとして薔薇園先輩はショートカットが好きなのか？


    「ちょっ……な、なんでそんなに距離が近いんですかっ……」


    　緋影は薔薇園先輩を手で押して、必死に抵抗している。薔薇園先輩は、長いまつげにふちどられた目を細め、獲物を前にした雌め豹ひようのように、ぺろりと舌なめずりした。


    「あたし、守備範囲広いのよ」


    　凄すごみのあるそのセリフに緋影は青ざめたが、そこに思いっきり妹が明るい笑顔で、


    「意外っ！　薔薇園先輩、ソフトボールとかされるんですかっ？」


    　守備範囲という単語だけで脊せき髄ずい反射したな、脳筋娘め。俺だって仏像ばかり追っかけているので、恋愛沙ざ汰たにはかなりうといほうだが、その俺でもこれは明らかに薔薇園先輩が緋影を籠ろう絡らくしにかかっているとわかる。妹がここまで鈍感だと、ほんとに心配である。


    『だが、なぜ薔薇園先輩が緋影にまで手を出してるんだ？　ショートカットなら何でもＯＫ、という感じでもないんだよな、あのナルシズムが入った美意識のこだわりからすると。……はっ、ひょっとして俺を誘ゆう拐かいしてエビフライを食わせようとしたときもそうだが、薔薇園先輩は恋こい敵がたきを籠絡して自分の魅力に引きつけることで、恋愛の障害を取り除いていくタイプ！　緋影を誘惑して、妹から引き離そうとしてるのかっ！』


    　つくづく実力行使すぎる。しかし、緋ひ影かげは別に女子が好きで妹を好きになったわけではなくて、妹だから好きなのである。水球の試合で戦ってるうちにライバル心が敬意となって、それが妹への恋心に発展したタイプなのだ。すなわち、女子だから好きというタイプではない緋影にとって、妹ではない女子であるところの薔ば薇ら園ぞの先輩に迫られるのは、本気で困るにちがいない。さすがにこれは助けてやらなくちゃ、と俺が一歩踏みだしたとき、


    「今日きよう子こ～、おっつかれさまー！」


    　凛りん世ぜが走ってきた。凛世は、さっき教室で会ったときもそうだが、ふつうに話をしてると思ったら急に怒ったりして、何を考えてるのか俺にはよくわからないことが多い。ただ、今だけは凛世の考えてることがよくわかる。顔だけは笑顔だが、ものすごいスピードでこっちにダッシュして来てる。あれは「対薔薇園先輩警報絶賛発令中」にまちがいない。


    「あっ薔薇園先輩こんにちはっ、今日子新しいフォーメーション考えてみたんだけど見てくれるっ？　というわけでここからは機密事項なのですみませんが失礼しますっ！」


    　凛世は光のような速さでまくしたてると、妹の背中を強引に押して体育館の中へ押し込んだ。さすが、凛世は薔薇園先輩の扱いに慣れてるらしくて強気だ。そして水球部のエースだけあって、行動があまりにも素早い。一瞬俺と緋影を鋭い目でちらっと見比べたような気がしたが、次の瞬間には通路の奥へ姿を消していた。


    　そんな現役運動部系のスピードに、文化部系の薔薇園先輩では動体視力すら追いつかないらしく、指先一本動かすこともできないうちに妹をさらわれてしまったのだった。


    「クッ……やるわね、凛世ちゃん。今日のところは退ひいてあげましょう、けれど必ずや卒業前の思い出作りをしてみせる！」


    　薔薇園先輩は、妙な凄すごみとともにそう言い残して立ち去った。緋影を置いてあっさり立ち去ったということは、やっぱり緋影に対するアプローチは俺に対するアプローチと同じ、じゃま者の排除目的だったのであろう。


    「やれやれ、相変わらずだなあ、あの人は」


    　あきれてため息をつき、緋影のほうに視線を向けると、今になって恐怖が湧わき上がってきたようで、ブルブルと震ふるえていた。


    「お、おい、緋影？　大丈夫か？」


    「わたし、迫るのは得意でも迫られるのは苦手なんです」


    　震え声で緋影は言った。意外に繊細である。そのわりに、男である俺とよくしゃべるようになったのは、やっぱり慣れなんだろうか。


    「大丈夫だって、あれは妹をめぐるライバルを籠ろう絡らくして妹から引き離すっていうあの人のいつもの作戦で、本気じゃないから」


    「そ、そうですか？　とはいえ心配なので、敵情視察中、お兄にいさん付き添ってください」


    　緋影はそう言って、俺の制服のすそをつかむと、ぐいぐいと体育館の入り口からプール観覧席のほうへと引っ張っていった。


    「な、なんで俺が付き添いなんだっ？」


    「だって、さっきの先輩がまた来たら嫌ですから」


    「俺がいても役には立たんと思うがな～」


    「お兄にいさんは草食男子で僧職男子だから、絶対に襲ったり迫ったりしてこないので安心できるんです。それでいいんです！」


    　なんで女子の薔ば薇ら園ぞの先輩より、男子の俺のほうが安心できるのかが、よくわからん。だが俺も、妹のことがあれこれ心配でもあったので、せっかくだからいっしょに観覧席で様子を見ていよう、と思って、緋ひ影かげに付き添うことにした。


    　プール観覧席は、地下一階にあるプールを見下ろすように置かれている。観客席は吹奏楽部や応援団が練習に使っていたり、美術部員が泳ぐ選手たちをデッサンしていたり、単なる観客など、ちらほらと人の姿があった。妹や凛りん世ぜが水着に着替えてプールサイドに入ってくると、観客席がどよめいた。ちょっとした野外コンサートよりも、観客の視線が熱い。


    「うおお、眼がん福ぷくだ！　あの芸術的なライン！　黄金率を体現した、腰のくびれとすらりとした足！　モデルのプロポーションがいいとデッサンの上達が早い、何よりかわいい！」


    　美術部員たちが大騒ぎしながらコンテをスケッチブックに情熱とともに叩たたきつけていたが、ほんとに芸術のためなんだろうか？　あ、でもけっこう絵がうまい。妹をモデルにした絵や彫像が、高校美術部コンテストで高い評価を受けて入賞の常連だとも聞く。逆に考えれば、入賞するほどの実力と美的感覚を持った部員たちの審美眼にかなったのが妹というわけで、自分の妹だからまったく意識したことはないんだが、やっぱり客観的に見ると妹ってそんなにかわいいのだろうか？


    　ともあれ、妹の人気はすごい。凛世の人気も、それとまったく[image: ]そん色しよくないレベルですごい。その人気者二人が親友どうしだったりするものだから、プールサイドでスポーツドリンクを、まず凛世が飲んでいて、妹が何か声をかけて、半分もらって飲んでいたりすると、


    「間接キス！　ストローになりたい！」


    　と、観客席のどよめきが止まらなかった。


    　俺が奈良の大学へ行ってしまったら、薔薇園先輩にせよ、観覧席で歓声を上げてる奴らにせよ、妹に目をつけてた奴らはホッとするだろうな、と思った。ほんとに、俺が奈良に行ったあとがちょっぴり心配である。


    　いっぽう緋影は俺の隣でドス黒いオーラを発散させながら、


    「さっき三み剣つるぎさんに助けてもらっておいてこんなことを言ってはいけないのかもしれませんが、三剣さんが憎くてたまらないのですが、どうしたものか」


    「いやいや、ケンカはやめろよ」


    　俺はあわてて緋影をなだめた。それにたぶん、いかに緋影といえども、本気で戦ったら凛世のほうが勝つ気がする。


    　妹と凛りん世ぜがプールで練習を始めた。プレーしている姿を見ると、凛世はほんとに強いしきれいだ。色白で黒髪ロングヘアの大和やまと撫なで子しこで、成績優秀、スポーツ万能、水球部のエースで実家は大金持ちの貿易商……こんな超ハイスペックな女子がなぜ俺と同じ公立高校に通っているのかというと、家業を継ぐのに庶民の感覚が必要だからという親の教育方針らしい。そのハイスペックのせいか、凛世は近寄りがたい雰囲気がある。俺に対しても、最初のうちはツンツンしていた……というか、凛世は妹のことが好きで、俺を敵視していた。


    　でも最近、よく笑顔を見せてくれるようになったし、親しみやすくなったなあ……なんてことをぼんやり考えていると、プレー中の凛世と目が合った。その瞬間。


    　ぎらり、とその切れ長の目でにらみつけられてしまった。


    『……えっ？　やっぱりまだ何か、怒ってるのか？』


    　でもどんなに考えても、怒られるようなことをした記憶は無い。比ひ叡えいが「クリスマスにお詫わびするですな」とか言ってたが、俺が何を謝るようなことをしたというんだ？


    　妹のプレゼントはわからないし、凛世が怒ってる理由もわからない。瞑めい想そう中のお釈しや[image: ]か様を悪魔マーラが惑わしたように、ほんと女によ性しようってやつは、[image: ]ばかり吹っかけて心の静寂を惑わせまくる悪魔マーラである。未熟な俺は心がモヤモヤしてしまって、悟りの光がさすことのない、暗黒の迷いの中をさまよっていたのであった。
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    二章　妹と従妹が風呂の中で何やら様子が怪しい件


    



    　そして、翌日……十二月二十二日。


    　ついに、二学期の終業式の日がやってきた。


    　念のために説明しておくが、都内の公立校では例年、二学期の終業式は十二月二十五日である。しかし今年は二十五日が日曜日で、二十四日が土曜日で、二十三日が天皇誕生日で休日であるため、二十二日の木曜日が終業式となっていた。今年はお得なのである。


    　俺がまだサンタを信じる（そして仏像の魅力にはまだ出会っていない）いたいけな小学生だったころに一番悲しかったのは、朝起きてサンタさんのプレゼントが枕もとにあるのを発見するんだが、二十五日の終業式というのは、包装紙をとく間もなく学校なので、家に帰るまでの数時間が生殺しだった。なので、仏像を愛めでる俺ですら、二十二日の終業式というのは胸がおどる。校門を出て家路につく俺の足も、思わずスキップ状態である。


    　家の最寄り駅について少し歩いたところで、俺は大量の荷物を持った制服姿の女子を見かけた。きょうはけっこう寒いのにブレザーだけで、コートもジャケットも着ていないし、短いスカートから足がのぞいてるし、えらく寒さに強い女子だなあと思っていたら、


    「うーんうーん、重い～」


    　小学校のころ、ときどき見た光景がデジャヴとなって俺の脳裏によみがえる。その女子はどこからどう見ても、俺の妹であった。道理で、寒さにも強いはずである。凛りん世ぜ同様、水球で鍛えられていて体温が高いんだろう。


    「今日きよう子こ！」


    　俺が呼ぶと、妹はこの寒いのに玉の汗をきらきら輝かせながら、俺を振り返った。


    「やっふー、兄あにっちー」


    「やっふーじゃない！　なんで高校生にもなって、一週間ぐらい前から計画的に小分けして荷物を持って帰らんのだ、おまえは！」


    　妹はスポーツバッグに上靴のほか、手提げ袋やナップザックを三つも持っている。しかも置き傘まで持っているので、千手観音でも手が足りるまい。


    「だって、いつも授業終わってから水球部行くでしょ？　辞書とか持ってって濡ぬれたら困るから、そのうちそのうちと思ってたら終業式になってしまいましたとさ、まる」


    「きのうだっていっしょに帰ったんだから、言えば教室まで行って持って帰ってやったのに」


    「いいよ、一日で持って帰れる量だなって思ったから置いてたんだもん」


    　妹はケロッとした顔で言う。たしかに、かなり重そうだけれども、水球で鍛えている妹なら無理ではない重さなのかもしれないが、でもやはり重そうだ。


    「まあいい、半分持ってやるから貸せ！」


    　俺は妹の手から辞書の手提げとスポーツバッグを奪った。奪った瞬間ずしりと重く、


    「うっ」


    　と、思わず声が漏れてしまう。妹め、どんだけ握力があるんだ？　水で濡れたボールを片手でつかんで投げるんだから、かなりの握力があるだろうとは思っていたが……。


    「大丈夫、兄あにっち？」


    　妹に心配されるなど、兄としての沽こ券けんにかかわる。俺は背筋をシャキッとすると、


    「いや何、大丈夫だとも！」


    　と、強がって歩きだした。こうして荷物を持ってやれるのも、もうすぐ終わりかもしれないのだ。俺が奈良の大学に進学すれば、確実に妹のそばを離れて、いっしょに帰ったり、重い荷物を持ってやることもできなくなる。


    「兄っち、最近何かあったの？」


    　歩きながら、妹がふと俺に質問してきた。


    「え？　別に何も無いが、なぜゆえ？」


    「うん、何かちょっと心配なことでもあるのかな、って思って」


    　妹は、不審そうに俺を見ている。この妹ときたら、天然なくせにカンはいい。それで真後ろからパスされたボールでも百パーセントキャッチしたりと水球部のエースなんだが、その心配が自分に向いてることに気づいてないあたりは、やはり天然なのである。


    「別に、心配なことなんて無いけどな」


    　妹を心配してる、なんて言うのもしゃくなので、俺はそう言って受け流した。妹は、なおも不審そうに俺を見つめていた。


    



    　家に帰ると、母親が、まるで待ちかねていたように玄関に出てきた。


    「お帰りー、あっくん、きょーちゃん。二学期お疲れさまでしたー♪」


    「そろそろあっくんはやめてほしいんだが」


    　俺はうんざりするほど何度も母親に言ったセリフを、今日も言った。あと一年半弱で俺は大学生なわけなんだが、母親にとってはいつまでも俺は子供なんだろうか。


    「ごめんごめん。それでね、あっくん」


    　人の話を聞かないところとノーテンキなところは、母親と妹はよく似ている。


    「ちょっとこれから、空港に行ってきてほしいんだけど、いいかな？」


    「これからっ？　えらい突然だな、空港ってどこの？」


    「羽田空港。みかんちゃんが一人で来るから、お迎えがいるの」


    「ええーっ！」


    　みかんというのは、愛媛県に住んでいる俺たちの従妹いとこ、日ひゆ向うがみかんのことだ。俺の父親の弟の一人娘で、「からたち小学校」五年生である。


    　みかんの家には昔はよく飛行機で遊びに行ってたが、俺たちが小学校を卒業して子供料金じゃなくなると、金がかかるのでなかなか行かなくなっていた。それでこの夏休み、俺たちは青春18きっぷを使って、途中いろいろトラブルに見舞われつつも、愛媛まで鉄道で行ったのだ。


    「なんでそんな急なんだ、小学生が一人で飛行機に乗って大丈夫なのか？」


    「大人と同じ料金がかかるけど、子供一人で乗れるプランがあるそうよ」


    「愛媛からってことは、松山空港から飛んでくるんだよな？」


    「一時間に一本、羽田便があるんだって。新幹線並みよね」


    「今いま治ばりからだと、松山空港に行くまでに一時間ぐらいかかるだろ？　それで空港でも、搭乗までに一時間ぐらいかかるだろ？　みかん、終業式はどうしたんだよ」


    「愛媛は終業式、早いらしいわよ。二十日ぐらいじゃなかったかしら」


    　母親が言った。それはまた、えらく早いな。


    「それで、きのう冬休みの宿題が全部終わったから、東京に行きたいって。ゆうべ電話がかかってきて、もちろんＯＫですって答えて、じゃあ今日出発しますって」


    　冬休みの宿題は少ないとはいえ、一日で終わらせるとは、さすがみかんである。


    「ゆうべ遅かったから朝ごはんのときに話そうと思ってたんだけど、ド忘れしちゃってて。急な話になっちゃって、ごめんなさいね～」


    　いまいち謝り方に真剣さが足りない母親のおでこを、妹が人差し指でツンとつっついた。


    「いいよ、ママが天然なのは今に始まったことじゃないから」


    「なんだと、こいつぅ～☆」


    　母親が妹の背中を軽くぽかぽか殴る。おまえが言うな、妹よ。あと、母親もいい大人なんだからもうちょっと落ち着いていただきたい。


    「とにかく、急いで迎えに行ってくる。何時に着くって？」


    　俺は、脱ぎかけていたコートをまた着こんだ。母親が答えた。


    「三時過ぎだって」


    　羽田までバスで一時間ぐらいだ。成田ほど遠くはないけれども、あんまり余裕は無い。


    「わかった、行ってきます」


    　俺は玄関を開け、ポケットに手を入れて歩きはじめた。すると、妹も制服の上からふわふわしたコートを羽織って、ばたばたと追いかけてきた。


    「待って兄あにっち、あたしも行くよ」


    「別に俺一人でいいんだが。空港行きのリムジンバス代、片道で千円超えるし……」


    「だってみかんちゃんに会うの久しぶりだし、みかんちゃんだってお迎えいっぱいのほうがうれしいじゃない。小学生が一人で飛行機に乗って、がんばって来るんだからさ！」


    　妹が明るい笑顔で言った。ああ、こういうところがこいつの、友達が多いところなんだろうなあ。そのせいで人々の好意が愛情に発展して暴走してしまったりもするのだが、軽く見えても義理堅いところは、そりゃ男子のみならず女子にもモテまくるよなぁ～と思う。それが今、俺の心配のもとになっているのであるが。


    　そういうわけで、俺と妹は駅前のリムジンバス停留所に向かって歩きはじめたんだが、


    「あー、兄あにっちの後頭部に寝グセ発見！　なんで朝あたしがといてあげたのに、寝グセが復活してるの？」


    　妹がいきなり後ろから、俺の後頭部をガシッと両手でつかんだ。


    「痛い痛い痛い！　俺の頭は、水球のボールじゃないぞ！」


    「水球のボールに毛が生えてたら大変です。とかしてあげるから、ちょっとかがんでよ」


    　妹が、片手に持っていた小さいバッグから折り畳みの小さなブラシを取り出した。周囲を歩く人々が、俺たちのほうを思いっきり振り返っている。


    「何だあいつら、イチャイチャしやがって、リア充死ね」


    「二十二日からもうクリスマス気分かよ、リア充死ね」


    「なんであんな地味男があんなかわいい娘こをゲットしてるんだよ、リア充死ね」


    　すさまじい暗黒の殺意が渦巻いている。二千年前に人々が救世主キリストの誕生を待っていた時代もこんな感じだったのだろう。そう考えれば、この邪悪に満ちた殺意はある意味じつにクリスマス前にふさわしいのかもしれない。が、リア充というのは納得がいかない。こいつは俺の妹であるから、リアルが充実どころか、リアルに毎日が地獄なのである。


    「えいや！」


    　ばりばりばりっ、と俺の後頭部からすごい音がした。同時に、頭皮に激痛が走った。


    「いてえええええ！　何するんだ、頭に穴があくかと思ったわ！」


    「髪の毛がもつれてたんだもん」


    　まったく悪びれることなく、妹が言った。この現実リアルが充実した幸せなものに見えるというのなら、そのへんの男は一度俺と立場を代わってみるといい。そして妹に頭の毛を全部引っこ抜かれてしまうがいい。


    「もういい、やめろ」


    　俺は妹を振りはらおうと、早足になった。だが妹は、しつこく俺の頭にブラシを突き立てる。すなわち早足になった分、より髪の毛が引っ張られて、いっそう痛い。


    「待って、まだてっぺんのほうがハネてるから、もうちょっとかがんでよ」


    「もういいだろ！　バスに遅れるぞ！」


    　俺は後頭部に妹をくっつけたまま、小走りで進んだ。すると妹は、俺の肩に片手を置いて、ぴょんぴょん跳ねてついてきながら、飛ぶたびに俺の後頭部をブラシでとかした。


    「もー！　兄っち！　待って！　よって！　言って！　るのに！」


    　一度飛ぶたびに、俺の頭を一度とかす。どうでもいいが、進んでいく俺についてくるために、飛ぶたびに俺の背中に体がぶつかって、要するに俺の首の下あたりに妹の胸がばいんばいん当たってくるのである。


    「おいこら、やめんか！」


    　胸が当たるから、とはさすがに言えず、俺は足を止めた。妹は、ハコフグみたいにぷうっと頰ほおをふくらませる。ほんと、スポーツができる奴は皮膚とか筋肉が柔らかくてよく伸びるなあ、と見るたび感心してしまう。


    「やれやれ、せっかくかわいい妹とデートなんだから、ちゃんとした格好してよね」


    　妹は俺の頭のてっぺんを何度かとくと、やっと満足して、ブラシをバッグに片づけた。


    「デートじゃなくてお迎えだ、そこ大事だからまちがえないように」


    「だってクリスマス前だよ？　兄あにっちが道行く人々に、クリスマスなのに彼女もいないかわいそうな人って思われたらかわいそうでしょ？」


    「全っ然」


    「あたし中学校がキリスト教系だったから、クリスマスイブにはサンタさん風の服を着て、班ごとに道端でクリスマスキャロルを歌って、募金を集めてたでしょ。シスターが言ってたよ、クリスマスはみんなが幸せになれるように、サンタクロースがプレゼントを配るんだって。だから皆さんもサンタクロースを見習って、ほかの人が喜ぶことをしましょうねって。そうすれば、きっとサンタクロースはとびきりのプレゼントをくれますって」


    　なるほど、中学生相手だからたぶんシスターは「たとえ話」としてその話をしたのであろう。そして中学生にもなって、シスターの言葉にいちいち「でもサンタさんってほんとはいないんですよね？」なんて言う大人げない生徒もいなかろう。だから、中学生になってもサンタを信じていた妹は、そのまんまその話を真正面から受け止めているのだ。


    「というわけで、あたしはとびっきりのプレゼントをサンタさんにお願いしてるから、その分かわいそうな人を幸せにしてあげないといけないわけなの。ぎゅう」


    　妹がそう言って、俺のコートの袖に抱きついた。妹の胸の弾力がすごいので、分厚いコートの布ごしなのに、その弾力が伝わってくる。二つの胸の間に俺の腕が挟まれているのが、はっきりわかる。


    「お、おいこら、離せ！」


    「ほら、こうすれば絶対恋人同士に見えるでしょ？　誰も兄っちのことを、クリスマス前に一人なかわいそうな人だなんてもう思わないよ、めでたし！」


    「めでたしじゃない、離さんか！」


    　俺は妹を振りほどこうとするが、濡ぬれたボールをプールの中で片手でつかんで投げる水球で鍛えた妹の握力は、並大抵のものではない。仏像プラモ塗装用エアブラシより重い物を持ったことのない俺では、びくともしなかった。それに、あまり暴れてコートの袖が破れても困る。コートはこれ一枚しか持っていないので、これが破れたら俺は一月半ばぐらいに凍死するだろう。なので、しかたなく俺はおとなしく歩く。妹は、俺が根負けしただけなのをＯＫの意味で受け取ったのか、ますますむぎゅうっと腕に力を入れてきた。


    「へへへー♪　あたし、実は兄っちと腕組むの、夏より冬のほうが好きなんだ」


    「夏は暑いからな」


    「あつはなついねえ」


    「おまえは、すきあらばオヤジギャグを言わなければならない呪のろいでもかけられてるのか」


    「夏が暑いからじゃなくて、コートの腕が好きなんだ。外はごわごわしてるけど、その中にちゃんと兄あにっちの中身が入ってるんだ、って感じが」


    　妹はますます、ぎゅうっと俺の腕に抱きついてきたので、非常に歩きにくい。


    「おい、重いぞ。離せよ」


    「離しませーん」


    「歩きにくいだろ！」


    「あたしは別に？」


    　しれっ、と妹は言う。むかっ、と俺のこめかみに血管が浮く。


    　ほんとに歩きにくいので、腕時計を見るようなふりをして妹に手を離させようと、俺は左手をポケットから出す……と、ついでに腕時計を見て、妹がふざけている間にどえらい時間が経過していたことに気づいた。


    「うおっ、バスの時間まであと五分だぞ！　乗り遅れたら三十分待ちだぞ、ヘタしたらみかんのほうが先に着くぞ」


    「えー大変じゃない！　兄っち急がないと！」


    「遅れたのはおまえのせいだろうが！」


    　俺と妹は、猛ダッシュした。おかげで、妹は俺の腕から離れてくれた。


    　ところが十秒後、俺のスピードは突然、ガクンと落ちた。


    「兄っち、大丈夫？」


    　俺より少し先を走っていた妹が、あわてて振りかえる。


    「だ、大丈夫……じゃないかも……」


    　俺の息はいきなりゼーハー荒くなり、脚は突然鉛のようにズッシリと重くなっていた。山寺の探訪などで長距離の山歩きには慣れていたので、スタミナはあるつもりだったが、平地を走るのはまた別みたいだ。


    『いけない、このままではバスの時間に遅れてしまう……』


    　そんな不安が胸をよぎった瞬間、妹がぱしっと俺の手をつかんだ。


    「ごめんね、あたしが余計な足止めしてたから」


    　妹が素直に謝ったのが意外だった。そのまま妹は、俺を引っぱって走ろうとする。


    「おまえのほうが速いんだから、先に行け」


    　俺は妹に言った。妹は驚いたように、俺のほうを振り返る。


    「俺より、みかんのことだろ。しっかりしてるようでも小学生なんだから、空港に着いて迎えの大人がいなきゃ心細いだろ。先に行け、俺が遅れてもかまわずバスに乗るんだ」


    　妹は、俺の手を引っぱりながらしばらくためらっていた。でも、いくら妹が一年生にして水球部のエースを勝ち取るほどの全身のバネを誇っていても、一七二センチ（……より、今は微妙に伸びた気がする）の男子一人引っぱってフルスピードで走るのは至難の業わざであることは、妹が一番よくわかっていたようだ。


    「……わかった」


    　ぱっ、と妹は俺の手を離した。


    「先に着いたら空港で待ってるからね」


    　早口でそう言い残すと、妹はいきなりフルスロットルで走りだした。すさまじいダッシュだ。短距離走かというほどの速度で、百メートル、二百メートル、速度を維持してギュンギュン走っていく。何だかまた速くなったみたいで、あんまり妹が急に遠ざかってしまったせいだろうか、胸がなぜかチクリとした。一人で大丈夫かな、という不安も、俺の胸の中でふくらんでいた。


    



    　俺は見事にバスに間に合わなかったので、三十分待って次のバスに乗り、一時間ほどで羽田空港に到着した。空港のバス停では、先に着いていた妹が待っていた。


    「あっ、兄あにっち来たー！　おーい」


    　妹が、バスに向かってぶんぶんと大きく手を振る。隣には、ツインテールでリュックを背負ったみかんが立っていた。小学五年生がおとなしく立っている横で、ぶんぶん手を振ってる高校一年生ってどうなんだ。しかもバスの乗客たちがそれを見て、


    「どえらくかわいい女の子だなあ。すんごい笑顔で手を振ってるけど、このバスに誰か知り合いが乗ってるのかな？」


    「ちっちゃいほうの女の子と似てるなあ、姉妹かな？　姉妹でいるってことは、家族と待ち合わせかな？」


    「いや、スカしたあの年ごろに家族相手に、あのフレンドリーな態度は取らないだろう。彼氏と見たぞ。妹のほうは、お姉ちゃんの彼氏を見学に来たのだろう」


    「あんなかわいい娘この彼氏かー、ものすごいイケメンなんだろうな。低く見積もっても身長一八〇センチ超えでインターハイレベルのスポーツマン、高校生みたいだから東大とかオックスフォード大を目指す進学校の首席で、年収一千億円ぐらいの会社の息子かな」


    「そんなイケメン、男でも惚ほれてまうやろ～。楽しみに見ていよう」


    　バスの乗客の視線が、一斉にバス停の妹に注がれる。き、厳しい……この状況で出ていくのは厳しい！　お釈しや[image: ]か様は悪魔マーラのせいでさまざまな苦行を味わったが、これも悪魔マーラの呪のろいなのか？


    　最後に出ようかなと思ったが、みんなその「すごいスーパーイケメン高校生」を見ようと好奇心いっぱいで、なかなかバスの席を立たない。俺は意を決して、


    「ありがとうございましたっ！」


    　かすかな残像だけを残し、運転手さんに礼を言う言葉すらドップラー効果で音がゆがむ勢いでダッシュして、俺は妹とみかんの背中を押すと、空港の中に飛びこんだのだった。


    



    　ふだん正座で黙々と写経をするのが趣味の俺が、ウサイン・ボルトを余裕で追い抜くレベルのスピードで走ったのだから、そのあと五分ぐらい床にへたりこんで息ができないぐらいゼーゼーハーハー言っていたとしても仕方のないことだと思うのだが、


    「あすにぃ、何ハアハア言ってんの？　変質者？」


    　腕組みをして俺を見下すみかんの目に、いっさいの容赦は存在しない。


    　みかんは、夏休みに会ったときは妹のことが好きなのに素直に言えなくて、子供なりに複雑な策略を駆使した結果、俺にベタベタして妹を妬やかせようとしていた。しかし紆う余よ曲きよく折せつあって妹が好きという気持ちをカミングアウトした後は、もはや貴き様さまに用は無いと言わんばかりのドライっぷりである。これが現代っ子というやつなんだろうか。


    「こぉーら、みかんちゃん。兄あにっちはみかんちゃんを迎えに来てくれて、がんばってくれたんだから、そういうこと言わないの。ちゃんと感謝の心を伝えなさいっ」


    　妹は腰に手を当てて、キリッと怒る。


    「はぁーい、ごめんなさァい。でもキョコねぇの怒り顔ってレアだから、ラッキー♪」


    　みかんときたら、よくもまあ、ここまでちーっとも反省してないもんだ。


    　何とか俺の息も落ち着いてきて、俺はあらためてみかんに「よく来たな」と言おうとして立ち上がった。だが、おかしい。みかんの頭が、いやに近いところにあるぞ？


    「みかん、ひょっとしてまた背が伸びたか？」


    　みかんは、幼児時代はぽんぽこタヌキみたいな体型だったが、小学校に入ったあたりからどんどん手足がすらっと長くなり、背が高くなりそうな感じの体つきへと変わってきた。それが夏休みからのたった四か月でさらに巨大化していた。みかんは得意げに胸を張る。


    「うん、食欲の秋で四センチ伸びたよ。キョコねぇより大きくなるのが目標なんだっ♪」


    「いやー、これはたぶん、みかんちゃんが中学に入ったらすぐ抜かれちゃう気がするよ」


    　妹が頭をぽりぽり搔かいている。中学に入ったらというか、すでに俺にはみかんが中学生みたいに見える。背が高いのはもちろんだけど、顔もきりっと賢そうなので年齢よりも大人びている。それに何よりファッションだ。上半身はうさぎの耳つきフードがついたモコモコのぬいぐるみみたいなジャケットなのに、下半身はショートパンツで、長い脚がにゅっと伸びている。すらっとした手足で着こなしているので、モデルみたいに見える。


    　街でもよく、ミニスカートの上にモコモコの上着を着て、あまつさえマフラーを巻いている女子を見かけるが、こういう服装はいったい暑いんだか寒いんだかわからない。もし寒いとしたらその理由は脚がむき出しになっていることだと思うのだ。


    　ふと、むき出しのみかんの脚を気にしていた俺は、それがやけに白いことに気づいた。


    「あれ、みかんってこんなに色白だったか？　小麦色のイメージがあるんだが」


    「秋になってプールが終わったら、色が抜けちゃったんだよ」


    「でもみかんちゃん、微妙に手首の色が違うのかな？」


    　妹が、みかんの手首を指さした。たしかに手首から先が、より白い。


    「あ、これ軍手の日焼けあとだよ。おうちのお手伝いで、微妙に日焼けしたみたい」


    「へー、おうちのお手伝いしてるんだ！　すごい、えらい、さすが五年生！」


    　妹が思いっきり盛り上がるものだから、みかんは照れくさそうに頰ほおを染めた。


    「べ、別に、たいしたことじゃないけどね」


    「どんなお手伝いしてるの？」


    「ミカンふきだよ、農協に出荷する前のミカンを布できれいにふくの。まだ青くて酸っぱいみかんが混じってるから、おやつにするんだ。酸ぅぅーっぱくて、おいしいんだよ」


    「いいなぁー、おいしそう。お手伝いえらいね、みかんちゃん」


    　一生懸命話すみかんの話を、妹はニコニコとうなずきながら聞いている。まるで本物の姉妹みたいだし、妹だ妹だと思っていた妹が、みかんに対しては姉なんだと思うと、何だか奇妙な感じがする。


    「えへへ、えらい？　もっとほめて？　頭なでてくれてもいいんだよ？」


    　みかんは妹に抱きついて、今にもネコみたいに喉のどをゴロゴロ鳴らすんじゃないかと思うほど甘えている。以前は妹を好きな気持ちを隠してツンケンしていたけれど、自分の気持ちをカミングアウトしてスッキリしてからは、子供がかわいく懐なついてるというていで妹にひっつき倒すようになった。仲がよくて、ほのぼのするなあ。


    「うん、えらい。ナデナデー」


    「わーい、キョコねぇにナデナデしてもらったー♪　じゃあお返しねっ、ナデナデー」


    　みかんの長い腕が、妹の背中に回されて両手でお尻しりをナデナデした。


    　ほのぼのしていた俺は、自分の油断に気がついた。いきなり堂々たるセクハラである。


    「きゃあっ、くすぐったーい。もうっ、みかんちゃんのいたずらっ子☆」


    「ごめんごめーん、じゃあふつうにキョコねぇの頭をナデナデするから、頭下げて？」


    　みかんは、きゅむりん☆と両手をあごに当てて、上目づかいに妹を見つめる。いかん、これは恐らくみかんの策だ……と俺が止めようとしたが間に合わず、


    「うん？　いいよ？」


    　やすやすと[image: ]だまされてひざを曲げた妹のくちびるに、みかんはキスをした。


    「ちゅうー」


    「きゃっ？」


    　やはり策略だった。これだから妹は、警戒心が薄すぎるというのだ。まったく、みかんだったからいいようなものの……と、俺の胸にまたモヤモヤが復活してしまう。


    「こぉーらっ！　くちびるへのキスは、ほんとに好きな人にしかしちゃだめなんだよ？」


    　妹は腰に手を当てて、こりないみかんを[image: ]しかった。けれどもみかんは、相変わらず悪びれる様子も無く、


    「だからちゅーしたんだよ、キョコねぇがだーい好きなんだもーん。てへぺろ★」


    　星が黒いぞ、みかんよ。どう見ても、これは子供の無邪気ないたずらではない。カミングアウトしたみかんは、どうやら遠慮せずに、従姉いとこに甘えるかわいい従妹っていう隠れみのをかぶりつつ、攻められるだけ攻めてくるつもりのようだ。なのに妹ときたら、


    「あっそっかー、じゃあくちびるにキスで合ってるねー」


    「合ってるでしょー」


    「うん、合ってる合ってるー」


    　と、小学生にまで丸め込まれる始末。まったく妹ときたら、まじめだが決定的にお子さますぎるし素直すぎるし、ほんとに俺が奈良に行ってしまって大丈夫なんだろうか。みかんがすみっこのほうで「ちょろい★」と暗黒微笑を浮かべていることに気づいてくれ、妹よ。


    「さて、とりあえず、どうしますか？　兄あにっちには来たところで悪いけど、みかんちゃん長旅で疲れてるだろうから、家に帰る？」


    　妹がみかんに尋ねると、みかんは巨大なガラス温室みたいな空港のロビーを見上げた。


    「みかん、ちょっと空港を見て行きたいなー。こんな大きい空港、見たことないよ」


    「そっか、じゃあちょっとあちこち見てみようか？」


    　妹がにっこりほほ笑んで提案すると、みかんはぴょんぴょこ跳ねて喜んだ。


    「わぁーい、みかん、アイス食べたい！」


    「じゃ、迷子にならないようにみんなで手をつないで行こ♪」


    　妹は片手をみかんとつなぎ、もう片方の手を俺とつないだ。ってなんで俺ともつなぐんだ？


    「あのーもしもし、みかんはともかく、俺が迷子になる心配はなかろうが」


    「いや、年末で人がすごいから迷子になるよ。あたしたち、携帯も持ってないし」


    　たしかに妹の言うことにも、一理ある。ロビーは旅行客やら見送りやら、単に空港に遊びに来ている人やらで、ごった返している。空港なので外国人も多いのだが、白人も黒人もターバンを巻いた人もアオザイを着た人も、みんな妹のほうを見てざわざわしているので、どうやら万国共通の魅力があるようである。


    　そのうち何人かの外国人が俺のほうを指さして、ひそひそ話していた。英語か何かよくわからないんだが、それを聞いた妹が頰ほおをぷうっとふくらませて、


    「あの人たち、失礼しちゃう！　兄っちはあたしの彼氏じゃなくて、お兄ちゃんなのに。それに兄っちの顔は地味なんじゃなくて、控えめな日本人の美徳なんだもん！」


    　と、怒っている。俺はびっくりして、妹を凝視した。


    『妹は今のがリスニングできてたのかっ？　俺には何語かすらわからなかったのに？』


    　そして妹が言ったその内容から推測するに、俺を指さしてひそひそ言ってたその内容は恐らく、こんな感じだったんだろう。


    『あんな地味な顔の男が、あんなかわいい娘この彼氏になれるとは日本はどんなパラダイスなのだ、死ねばいいのに』


    『妹っぽいあっちのツインテールの女の子も、育つと相当の超絶美少女になりそうなんだが、あんなトッポい男が姉妹どっちでも選び放題だとか、死ねばいいのに』


    　国際空港に来てまで、いつものパターンである。そして妹に魅力があるのと同様、俺の顔が地味だということも、どうやら万国共通らしい。


    「すごーい、キョコねぇ、英語わかるんだ！」


    　みかんが尊敬の目で妹を見上げた。俺も実際、かなり驚いていた。


    　妹が学校で優等生なのは知ってる。でも受験英語のリスニングと実際の生身の英会話のリスニングは全然違う。俺の場合、海外ニュースのアナウンサーのものすごくはっきりした英語で、ようやく単語をたどれる程度だ。なのでセンター試験のリスニングはけっこうハードルが高いなあと思っていて、それが現在困ってるところなのである。


    「うん、まあぼちぼちね。ホラー映画のＤＶＤをよく観るんだけど、話の内容を覚えたら英語で観るようにしてたら、だんだん聞き取れるようになってきたの」


    　なるほど、ホラー映画の絶叫しまくってる声のリスニングができれば、一般人の聞き取りにくい発音でも簡単にカバーできてしまうのかもしれない。


    　妹は、あまりがんばらなくても飄ひよう々ひようと成績もスポーツも良い結果を出してきたように思っていたが、意外に努力もしてることを、はじめて知った気がする。


    「凛りん世ぜが言ってたけど、大学、都内の水球の強豪校を目指してるって？」


    　俺は妹に尋ねた。妹は、にっこりとほほ笑む。


    「うん、そのつもり。兄あにっちが奈良の大学に行くとか進路のこといろいろパパに相談してたから、あたしも少し早いけど、考えておかなくちゃなーって思って」


    「どこ受けるんだ？　英語の配点が大きいとか？」


    「どこの大学を受けるかは、まだ決めてないよ。まだ一年生だし、水球チームの強さもメンバーも毎年変わるから、とりあえずまずは基礎力を上げておこうって感じかな」


    　天然な妹にしては、ずいぶんしっかり考えているので、俺はびっくりした。


    「あっ、それより見て、あのサンダルかわいい」


    　大学進学で俺が奈良へ行き、妹が都内にとどまることがほぼ決定し、ますます俺の胸に不安が募る中、妹はいつも通りのアッケラカンとした笑顔で空港の中にあるオシャレな靴屋を指さした。みかんもその店を見て、目を輝かせる。


    「あっほんと、チョーかわいい！　あのサンダルでしょ？」


    　みかんが指さした先にあったのは、黒くて少しごつめの感じのサンダルだった。


    「……え、どれ？」


    　俺は思わず聞き直した。みかんは、サンダルのところまで小走りに進んで指さした。


    「これだよ、あすにぃ。見てわかるでしょ、ちょーかわいいじゃない。やっぱり東京って、かわいいものいっぱい置いてあるね～」


    「俺にはただの黒いサンダルに見えるが……」


    「そうだよ、黒ってかわいいじゃん」


    「へ？」


    　俺は思わず、声が裏返ってしまった。黒という色に、かわいいという形容詞は一番似合わない気がするのだが。黒い服を着ているといえば、墨すみ染ぞめの衣の僧侶である。


    「僧衣がかわいいのか。ついに女子小学生の間に仏教ブームが来たのか……？」


    「いや、別にお坊さんはかわいくないけど。モテカワ坊主とか、なんか嫌じゃない。お経読んでもらっても、成仏できなさそうだし」


    　みかんは相変わらず辛しん辣らつで、俺に対してはほんとに「酸すっぱミカン」である。


    「今、黒がかわいいんだよ、兄あにっち」


    　妹が、フォローするように俺にそう教えてくれた。「今、黒がかわいい」よくこんな短い字数で、ここまで意味不明の文脈を作れたものである。


    「こういうの欲しかったんだぁー。かわいーい」


    「買ってあげようか？　靴と帽子は、気に入ったのになかなか巡り合えないもんね」


    　妹が言うと、みかんはあわてて顔の前で手を横に振った。


    「いいよ、キョコねぇ。もうかわいーいバッグ、サンタさんに頼んだもん。よくばったら、プレゼントもらえなくなっちゃう」


    「そうだ、みかんちゃんってクリスマスイブは東京にいるんでしょ？　サンタさんのプレゼントはどうするの？」


    「ママが、サンタさんが来たら受け取っておいてくれるって。だから、家に帰ってからのお楽しみにするの」


    　なるほど、みかんのお母さん、いい考えである。


    『しかし、ということは、みかんもまだサンタさんを信じていたのか』


    　邪悪な酸っぱミカンのくせに、小学生らしいかわいいところもちゃんとあるようだ。とりあえずみかんのクリスマスプレゼントは心配いらないってことで、問題は妹である。何とかして聞き出してやろうと思って、俺はわざとらしく説明的なセリフを語りはじめた。


    「そ、そうか、みかんはサンタさんにバッグを頼んだのかー（棒）。そりゃ楽しみだなー（棒）。ちなみに俺は、クリスマスといえば救世主キリストのお祭りだから、それにちなんで救世つながりで、法ほう隆りゆう寺じ夢ゆめ殿どの救ぐ世ぜ観かん音のん像のフィギュアを頼んだんだー（棒）。今日きよう子こは何を頼んだんだろうかなー（棒）」


    　俺は必死にぱっぱと妹に粉をかけて、ヒントだけでも聞き出そうとしたのだが、


    「あっ、アイス屋さん発見！」


    　相変わらず人の話を聞いていない妹が、いきなりあさっての方角を指さした。


    「みかんちゃん、アイス食べたいって言ってたよね。あのお店でいい？」


    「わあ、ブルーオーシャンアイスだ！　沖縄のアイス屋さんだよね、一度食べてみたかったんだぁー。トリプルに挑戦してもいい？」


    「あっいいねえ、あたしもトリプル食べてみよう！」


    　怒ど濤とうの勢いで、二人がアイス屋に吸い込まれていった。あんなに迷子迷子と言ってたのに、あっさり俺の手は離されてしまった。


    　まったく、花より団子というか、三色団子よりトリプルアイスというか、人の話を聞かん奴だ。クリスマスプレゼントの情報は引き続き手に入らない。どうすればいいんだ……と、俺は空港の高い天井を見上げて深くため息をついた。


    



    　結局、妹とみかんは鮮やかな色のアイスをトリプルで選んで、何だか信号機みたいになったやつを、ぺろりと食べてしまった。俺は、かわいいアイスを人前で食べるというのが気恥ずかしい年ごろなので、ジュースだけ買った。


    　それでみかんも空港見物をとりあえず満足したみたいなので、俺たちはやっとバスに乗って家へ帰った。もう夕方だいぶ遅くなっていて、空は真っ暗だった。


    　住宅街の道を歩いていくと、家の門の前に誰か立っているのが見えた。


    「……あれっ？　あれって、小こ麦むぎじゃない？」


    　妹が、驚いて指さした。その声に気づいて、その人物は顔を上げた。


    　明るい街灯に照らされた顔は、たしかに草くさ野の小麦だった。小柄な小麦は、ひょっとして今だと、身長が伸びたみかんと同じぐらいかもしれない。小麦は保健委員で、凛りん世ぜと同じく妹のことが好きである。しかも直情的で怒りんぼの凛世と違って、穏やかな性格だが非常に腹黒い。たまに白小麦モードのときもあるが、基本黒小麦である。見かけは小動物系のおとなしくかわいいイメージなのだが、粘ねん菌きんが好きで、保健室のシャーレでいくつもグチャドロしたやつを飼っている。


    「こむぎゅうううぅ～、お帰りなさいですぅ～」


    　小麦は自分で自分を抱きしめるようにしながら、ガチガチ震ふるえている。感嘆詞「こむぎゅう」を流は行やらせようと画策しているようだが、ちっとも流行らない。それはさておき、コートとマフラーで防寒しているとはいえ、中は制服なのであまり暖かくないのだろう。終業式用の荷物だけ入れた小さな手提げ袋を持っている。家に帰ってないんじゃないだろうか？


    「小麦！　こんなところで何やってんの、風か邪ぜひいちゃうよ？」


    　妹がすごく心配して、小麦に駆け寄った。俺も心配だ、小麦に何があったんだ？


    「キョコたん、お兄にい様、お帰りなさいですぅ～ぶるぶるぶる」


    「とにかく家に入って、ホットココア入れるから」


    　妹は小こ麦むぎを家の中に入れようとしたが、小麦はぷるぷると首を横に振る。


    「いえ、小麦はお兄様にお話があるので、ここでいいです～」


    「家の中で話せばいいのに、小麦さん。鼻の頭、真っ赤になってるよ？」


    　みかんが小麦に言った。男嫌いで妹のことが大好きなはずの小麦が、妹じゃなく俺にだけ話があるってことは、何か裏があるはずだ。とりあえず、話を聞いてみよう。これ以上ここに立たせていたら、本当に凍死しかねない。


    「じゃあ、駅まで送るからマダム・ドーナツにでも入って話そうか？」


    「こむぎゅう～、それはよい考えですぅ～ぶるぶる」


    「じゃあ行ってくる。すぐ帰ると思うから」


    　俺はそう言い残すと、大急ぎで小麦を連れて駅前に向かった。みかんが不審そうに、


    「あの二人って、仲よかったっけ？」


    　と、微妙に見抜かれている。そんなこんなで俺たちは、駅へ行ったのだった。


    



    　駅前のマダム・ドーナツで、小麦は牛乳たっぷりのあつあつのカフェラテが入った大きなカップを両手で持つと、ふーふー、と二回息を吹きかけてから、ごくごくっと飲み込む。それをテーブルの上にトンと置いて、ふぅぅーっと長いため息をついた。


    「はーあったかい、生き返ったですぅ～」


    　さっきまで寒さできつくひそめられていた小麦のフトマユが、とろけるようにゆるんだ。ほわほわした笑顔に、店内にいた男子高校生が一斉に視線を向ける。妹のように絶叫されるほどではないが、それでも小麦には別ベクトルのほっこり系のかわいさがあって、


    「いいなあ、俺もあんなほっこりしたかわいい彼女と、甘ーいハニーシロップドーナツを食ってみたい」


    　と、ひそひそ声が聞こえてくる。しかし小麦が好きなのは俺の妹である。同じ学校の制服を着ている男女がドーナツ屋にいたら、付き合っているように見えるのだろうか。


    「真冬の日没後なんてめちゃくちゃ冷え込むのに、あんな吹きっさらしでずっと待ってたら死んでたぞ。命の危険を冒おかしてまで、俺に何の用だったんだ？」


    　俺は、熱すぎるホットコーヒーをふーふー吹いた。小麦は、ちっちゃいピンポン玉みたいなドーナツが箱に入ったやつを、一個一個つまようじで刺してハフハフ食べる。


    「クリスマスプレゼントがらみの話だったので、サンタを信じてるキョコたんの前では話せなかったのですぅ」


    　関係ないけど、小動物系の小麦がこういう丸くてちっちゃい物を食べていると、ハムスターかシマリスみたいだ。たしかに小麦は客観的に見てかわいい、中身は妹を手に入れるためにはあらゆる手を尽くす策士なのだが。


    「そうだ。妹がクリスマスに何を欲しがってるか、小こ麦むぎは何か聞いたことあるか？」


    　妹は友達がいっぱいだが、特に親しい小麦が最後の頼みの綱である。しかし無情にも、小麦は首を横に振った。


    「いいえですぅ～。聖セントエルモ女学院出身の娘こはみんなキョコたんがサンタさんを信じてるのを知ってたから、うっかり口を滑らせて夢を壊さないように、その話題は避けてるですぅ」


    「やっぱ、手がかり無しか……。それで、小麦の話っていうのは？」


    「りんりんが、ゆうべ小麦の家に来たんですぅ」


    「凛りん世ぜが？」


    　ゆうべ……ということは、俺が緋ひ影かげと水球部の練習を見ていた、あの後である。凛世は小麦にいったい何の用が？


    　小麦はピンポン玉ドーナツをハフハフ食べながら、ゆうべのことを俺に話した。


    



    　凛世と小麦は、同じ「日ひゆ向うが今日きよう子こを愛めでる会」のメンバーではあるが、お互いの家に遊びに行くほど仲がいいわけではない。妹と同じ部活の友達（凛世）と、その部活の対外試合などのときに救護班としてついてくる保健委員（小麦）……そんな、うっすらした関係性であった。基本的に妹をめぐって対立するライバル関係にあるわけだから、そんなに仲は良くないのだ。


    　だから、凛世が家に来たことなんてもちろんなくて、小麦は大変驚いたらしい。


    　しかも凛世の目当ては小麦ではなくて、短大が冬休みで二十日から帰省している小麦の姉・紫し苑おん女学院二年の草くさ野のあざみだったそうだ。


    　ちなみにあざみさんは男子にモテモテなので、夏休みに引き続き今回も、スキーに行こうとかいろいろ大学生らしいレジャーに誘われたらしい。だが、あざみさん自身は妹である小麦に必要以上に愛着を抱いているので、そんなお誘いは全部断って小麦とクリスマスを過ごすため、全速力で帰省してきたらしい。


    『わたし、今の流行などにうといので……小麦のお姉さんはおしゃれで流行にも敏感だし、男子にモテモテでいろんな男子をよく知っているし、レジャーとかクルージングとかレストランとかショッピングとか、今一番ホットなことをよく知ってるじゃありませんか？　そこで、わたしに教えてほしいんです。今、男子にこれが一番人気のアイテム、みたいなものってありませんか？』


    　凛世は、いきなりそう切り出したらしい。それに対してあざみさんが、


    『男子に人気のアイテム？　クリスマスが近いから、誰かにプレゼントでもあげるの？』


    　と、聞きかえした。ここのところが妹に対するＮＧワードになるので、それで小麦は男嫌いにもかかわらず、俺だけに話したというわけである。凛世はあわてて、


    『あっ、いえ、親せきの男の子に贈るプレゼントを何にするか、親に聞かれて……』


    　親せきか、どこも親せき付き合いが大変なんだな。


    『何歳の子？』


    『あ、えーと……十六、いえ、十七歳です』


    　凛りん世ぜが一瞬年齢をまちがえたのは、ひょっとして十七歳になったばかりなのかな？　凛世の親せきに、俺と近い誕生日の奴がいるようだ。


    『十七歳かー。男子って趣味がすごく狭くてこだわりが強いから、これなら万人受け、っていうのが意外に無いのよねぇー』


    　あざみさんが、困ったようにため息をついて、


    『趣味のものをあげるのが一番だと思うけど、たとえばジョギングが趣味ならおしゃれなスポーツタオルとか、スマホを腕に装着できるスマホバンドとか』


    『山歩きはよくするみたいだけど、ジョギングっていうタイプじゃないんです』


    　俺もジョギングは苦手で、山寺を探訪するために山歩きはそこそこしているので、凛世の親せきの男子と気が合いそうだな。


    『山歩きっていうのも、漠然としてるわね。ほかに何か趣味は無いの？』


    『えっと、仏ぶつ……』


    　言いかけた凛世は、はっと口を押さえ、真っ赤な顔で、


    『いえその、仏ぶつ、仏蘭西フランス、フランス料理、かしら？』


    　フランス料理が趣味とは、さすが凛世の親せき、優雅なものだ。


    『へー、その子って、男の子なのに料理が好きなの？』


    　あざみさんが興きよう味み津しん々しんで聞いてきて、凛世はかなり答えるのにとまどっていたようだ。


    『いえ……好きかどうかは、わかりませんけど』


    『ああ、食べるほうが好きってこと？　じゃあ、ふつうに食事に誘えばいいじゃない』


    『いえその、外に二人で食事に行くというのはちょっと時じ期き尚しよう早そうなので……』


    『時期尚早？　親せきと食事をするのに、時期尚早も何もないと思うけど』


    『と、とにかく、あざみさんだったらクリスマスプレゼントは何が欲しいですか？」


    　凛世はあざみさんに尋ね返した。するとあざみさんは、待ってましたとばかりに、


    『わたしはもちろん、かわいい妹・小こ麦むぎだわ』


    　うわあ、相変わらず絶好調で欲望丸出しだあ。そして、そんなとんでもない答えを聞いて、凛世はなぜか、


    『うーん、なるほど……』


    　と、ものすごく真剣な表情で考えていたらしい。そして、


    『ありがとうございます、考えてみます』


    　と言って去ったらしい。気の毒に、全然参考にならなかったんだろうなあ。クリスマスプレゼントに悩んでいるのが俺だけじゃないんだ、と思うとホッとしたというか、凛世もずいぶん困ってるみたいで気の毒なので、よいプレゼントが見つかればいいなと思った。


    　しかしわからないのは、その流れでなぜ小こ麦むぎが俺の家に来たのかということである。


    「それで、結局小麦はどうして、うちの前で待ってたんだ？」


    　やっと少し冷めたコーヒーを飲みながら、俺は小麦に尋ねる。


    「だからその、お姉ちゃんの『小麦をクリスマスプレゼントに欲しい』の部分に、小麦は貞操の危機を感じたのですぅ。今までは学校があったからまだよかったけど、明日から冬休みなのでどこかに外出するとしてもお姉ちゃんがついてくるし、冬休みのあいだずっとお姉ちゃんが家にいて、小麦のことを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているかと思うと気が落ち着かなくって、これはクリスマスイブにプレゼントとしていただかれてしまう前に逃走しなくてはと思って、今日は小麦まだ家に帰っていないのですぅ」


    　制服姿のままなのは、それでだったのか。


    「でも家に帰らないと、家族が心配するだろ」


    「キョコたんの家なら夏休み前にも泊まったし、夏休みもいっしょに旅行に行ったし、心配しないと思うですぅ。クリスマスイブまででもいいので、おうちに泊めてほしいですぅ。お姉ちゃんはあれでも一般常識はあるから、よその家の中までは押しかけてこないですぅ」


    　小麦がうるうるした目で俺を見上げる。


    「はあっ？　と、泊めるって、うちには俺がいるんだぞ？」


    「大丈夫ですぅ、別にお兄にい様に出てけとは言わないですぅ」


    「っていうか、おまえ男嫌いだったよな？　きのうも廊下で、俺から全力で逃げてたじゃないか。いくらあざみさんが妹に対して重すぎる愛情を持っているといっても、俺は男だぞ？　どう考えても、積極的すぎる姉よりも男のほうが嫌なんじゃないのか？　俺の家じゃなくて、凛りん世ぜのところに泊まったほうがいいんじゃないか？」


    「えっ。そ、それはっ……」


    　小麦は、一瞬上目づかいに俺を見つめる。何か俺に言いたいことがあるのかな、と思ったのだが、フイッと視線をそらしてしまった。


    「お、お兄様は特別枠だし、お兄様が一番頼りになるというか……」


    「でも、俺は男だぞ？」


    「でも、あの、お兄様は草食系だからセーフなのですぅ。小麦が男嫌い人生の中で学んだことは、肉食系女子より草食系男子のほうがましだということですぅ」


    　なるほど、小麦の意見も一理あるかもしれない。僧職男子の比ひ叡えいや高たか野のはうちの妹と顔を合わせても、挨あい拶さつと天気の話ぐらいで終わってしまうが、小麦の場合はすきあらば妹にキスかおっぱいタッチをせねば気がすまない。小麦はあざみさんのことを肉食系だといって鬱うつ陶とうしがっているけれど、たぶんそれは似た者姉妹の同属嫌悪だと思う。


    「というわけでお兄様、お願いですぅ、クリスマスまででいいからおうちに置いてほしいですぅ。小こ麦むぎ、お姉ちゃんのクリスマスプレゼントにされてしまうですぅ。ややもすれば、お姉ちゃんのクリスマスのごちそうにされて、おいしくいただかれてしまうですぅ」


    「家族でほのぼのクリスマス、いいじゃないか」


    「よくないですぅ！　ムカこむぎゅうファイヤーですぅ！」


    「こむぎゅうがあまりに流は行やらないもんだから、活用してきたな」


    「とりあえず、クリスマスイブに逃げられる場所が欲しいのですぅ。さっきみかんちゃんが来てたので、ということは日ひゆ向うが家のご家族はお客さまが来てウェルカムの状態に準備万端のはずですぅ。あと一人、この迷える子羊も助けてほしいですぅ、しくしく」


    　小麦はさめざめと泣いている。うそ泣きなのはわかっているが、あざみさんの人となりを俺も知ってはいるので、同情する部分も多い。


    　それに、周りの男子高校生が俺たちの会話をとぎれとぎれに聞き耳を立て、


    「おい、あの娘こ、泊めてくれって言って泣いてるぞ……」


    「クリスマスに女の子が泊めてくれというソレは、つまりアレだ」


    「そこで覚悟を見せるところだろうが、地味男！　おまえがだめならそこを代われ、俺がそのフトマユちゃんを幸せにしてやる！」


    　などと、意味不明な勝手なことを言っているので、これ以上ここにいると、俺は駅前周辺で「ひどい男」のレッテルを張られてしまいそうである。


    「わかったわかった、じゃあ家に行くか」


    　せっかく駅まで送ってきたのに、俺は小麦を電車に放りこむことに失敗してしまった。小麦は涙ひとつ無いきれいな笑顔で、


    「わあああっ、お兄にい様ありがとうですぅ、大好きですぅ～！」


    　と、両手を胸のところで組んで喜んだ。涙ひと粒ないということは、やっぱりうそ泣きだったか、とわかっていても、そのうそに乗らざるをえないところが男の悲しさだ。やはり女によ性しようは悪魔マーラだが、こいつはその中でもトップクラスなんじゃないかと思う。お釈しや[image: ]か様でもてこずりそうな、そんな悪魔マーラに魅入られて、俺の悟りはどっちだと、深いため息をつくしかなかった。


    



    　その夜、みかんと小麦が加わったわが家は大いににぎやかだった。俺はクリスマスプレゼントのくだりは省いて、小麦がクリスマスまで泊まることを説明した。


    　母親はにぎやかなことが大好きだし、みかんも小麦も外そと面づらは気の利くよい子なので、


    「うれしいわ、お客さんが一人から二人に増えるなんて、ますますにぎやかになったわ」


    　と、純粋に喜んでいた。母親は、小麦の家にお泊まりの連絡の電話も入れてくれた。


    　夕飯はいつも以上の子供味メニュー、ハンバーグにオムライスにグラタンにポテトサラダに、デザートは手作りのクレープと、母親の気合い全開の超豪華なものだった。


    　父親は年末の仕事納めに向けて忙しくて、家に帰って来られなかった。家の中に女子が三人もいると居心地が悪いだろうから、そのほうが幸いだと思う。実際俺は今、母親を含めて全員女ばかりの中に男が一人で、非常に居心地が悪い。


    　ところで忙しいその父親は、最近少し白髪が増えた。父親がいない家の中を見て、いつのころからか俺は「パパがいなくて寂しいな」ではなく「親父もがんばってるんだな」と思うようになっていた。俺もそれなりに、成長したのかもしれない。


    　などと、しんみりした気持ちで俺はオムライスを食っていた。しんみりしてる間に、食べているのは俺一人になり、給食を食べられなくて居残りさせられた子みたいになっていた。妹は水球部でカロリーを大量に必要とするせいか、食べるのが速い。みかんは子供だし、小こ麦むぎは小柄なので、そんなにたくさん食べられない。だから三人は早々に食べ終わると、みかんが長旅で疲れているだろうということで、お風呂に入ることになった。


    「みかんちゃん、髪の毛洗ってあげるね。乗り物に乗ると、何のにおいか知らないけど、独特のにおいがついちゃうよね」


    「あっ、小麦も洗ってあげるですぅ～！」


    　小麦があわててガタッと立ち上がる。


    「待てよ、三人で入るのかっ？」


    　俺は思わず聞きなおしてしまった。うちの風呂場は別に特段広いわけでもない、ごくふつうのシステムバスで、小麦も入ったことがあるからそれは知っているはずなのだが。


    「女の子ばっかりだからそんなにかさばらないもん、三人でも入れるよ」


    　妹は笑顔で答えたが、そういう意味ではなく、妹以外の二人が妹を狙ねらっているという事実に俺は不安を抱いているのだが……。ただ、みかんと小麦がにこやかに、


    「そうだよね、三人だったらお風呂場ぎゅうぎゅう詰めになっちゃうよねー♪　小麦さん、後で一人でゆっくり入ったら？」


    「いえいえ、みかんちゃんこそ長旅でさぞかしお疲れですぅ、先に一人でゆっくり入ってくださいですぅ～」


    　と、譲り合っているように見えながら実は妹を譲っていない水面下の戦いを見ると、二人が結託することはないだろうから、むしろお互いが最大の防衛となるであろう。


    「まあまあ、二人とも遠慮せずにみんなで入ろうよっ♪」


    　妹が二人の肩を同時に抱き寄せた。ほんと、俺の妹は天然すぎて心配すぎるんだが、大丈夫だろうか……。


    



    　ともあれ、ケンカもせずにみんなで仲よく風呂場におさまったので、俺はホッと一安心だった。基本的に世話焼きでお節介な妹だから、年上で兄である俺にお節介をするのは小生意気で鬱うつ陶とうしいけれども、年下の従妹いとこや同級生の面倒を見るぶんには適任なんだろう。


    　俺も食事が終わって、洗い物をしている母親のところへ食器を運んだら、


    「あっ、きょーちゃんたちバスタオルを忘れたみたい。あっくん、持ってってあげて？」


    　と、洗い物をしながら言われた。


    　えっ？　女子が三人で入浴中の風呂場に、俺がバスタオルを？


    



    　母親が忙しそうなのに、ここで嫌がるのはお手伝いのできない子である。風呂場じゃなくて脱衣所に放りこむだけでいいわけなので、サッと行ってサッとすませればいいのだ。


    　俺はふかふかのバスタオルを三枚持って、なんだか地獄の門でもくぐるかのようにドキドキしながら、風呂場のほうへ歩いていった。


    　脱衣所に近づいただけで、ふわっとした湿気を含んだフローラルの香りが流れてくる。妹は、たいてい風呂は朝に入る。毎日、水球の部活の後で夕方シャワーを浴びてから下校するので、帰ったら夕飯を食べて宿題だけして、夜は入らずにそのまま寝てしまうのだ。


    　フローラルの香りはシャンプーのもので、それが強いということは、今誰かがシャンプー中なんだろう。つまり少々の物音がしても気づきにくいだろうから、妹に気づかれてまた後で冗談でも「兄あにっち、のぞきに来たのかにゃ？」とかからかわれるとイラッとくるので、サッとバスタオルを脱衣所に投げこんで、サッと退散してしまおう。


    「うわーん（棒）、シャンプーの泡が目に入ったああああ（棒）！　目が痛いよおおうううう（棒）！」


    　ふと、風呂場からみかんの泣き声が聞こえてきた。おかしいなあ、小学生の女の子がシャンプーの泡が目に入って痛くて本気で泣いてるというのに、どうしてその語尾にいちいち（棒）の文字がチラチラと浮かんでしまうのだろうか。俺の心が、お釈しや[image: ]か様のように性善説で人を信じるピュアさを、失いつつあるのだろうか。


    「きゃー大丈夫？　ごめんね、今すすぐからね」


    　妹がそう言って、シャワーの音がしゃーっと聞こえてきた。妹がみかんを洗ってるのか。すりガラスのドアの向こうで、あたふたと動いている人影がたぶん妹なんだろう。


    「わーん、前が見えないよう（棒）。うん？　みかんの前に、何か柔らかいものがあるぞ（棒）？」


    「きゃーくすぐったい！　みかんちゃん、それあたしのおっぱいだから、さわっちゃだめだよ」


    「えぇー（棒）？　うっそだー、夏休みにいっしょにお風呂に入ったとき、キョコねぇこんなにおっぱい大きくなかったもーん（棒）。だまされないぞー正体は何だー（棒）？」


    「きゃーきゃーやめてったら、みかんちゃんのいたずらっ子、くすぐったいよぉー」


    　妹逃げて超逃げて！　それは純粋な子供のいたずらと見せかけた孔こう明めいの罠わなだ！


    「みーかーんーちゃんっ♪　そんなに前が見えないなら、小こ麦むぎがきれいきれいにすすいであげるですぅ、どじゃー」


    　シャワーの音が激しくなった。


    「きゃー痛い！　小麦さんっ、水圧強すぎて痛いー！」


    　やっぱり小こ麦むぎは容赦がない。


    「これはすみませんですぅ～、よそのおうちのシャワーの調整って難しいですぅ～♪」


    「ごめんね、うちのシャワー、全開だとかなり痛いの。でも、頭皮の毛穴の汚れをしっかり洗い流してくれるんだって」


    　妹がそう言って水栓を少し閉めたのか、シャワーの音がゆるくなる。


    　とりあえずみかんと小麦がお互いに牽制しあっている以上、妹に貞操の危機が訪れることはなかろう。俺は脱衣所の中を見ないようにして、ポンとバスタオルを投げこむと、すぐにその場を離れた。


    　すぐにその場を離れたんだが、俺の鼻にはなぜか、フローラルの香りが残っている。俺も同じシャンプーを使っているというのに、俺のにおいよりもずっと甘い。


    『そうか……しばらく離れてたみかんがそう言うってことは、やっぱり妹の胸は大きくなっていたんだな、気のせいじゃなかったんだな……』


    　歩きながら、まったく無意識にそんなことが頭の中をよぎった。そして次の瞬間、俺は妹の胸のことなどに気を取られてしまった自分自身に、激しく自己嫌悪したのだった。


    



    　なので、俺はすぐに自分の部屋に戻ると、文ふみ机づくえの前で正座して、一いつ心しん不ふ乱らんに写経を始めた。自らの心の中にひょっこり忍びこんだ悪魔マーラを叩たたき出さねばならない。

  


  [image: ]


  
    　俺の部屋は風呂場の上にあるので、風呂場の音がかすかに聞こえるが、あえて俺はこの部屋で、風呂場の音に耳と心を閉ざし、精神集中して写経していたのだった。おかげで精神は平穏を取りもどし、風呂のドアが開く音が聞こえたときも、ああ出たなぐらいで、俺はそのまま写経に集中して没頭して、百枚ぐらい書き進めていたわけなのだが、


    「兄あにっちー、お風呂あいたよー。ママが、ガス代もったいないから時間をあけずに次々ちゃっちゃと入りなさいってー」


    　油断していた。風呂上がりに妹がバスタオル一枚で俺の部屋にやってくる習性があるということを失念していた！


    　俺が持っていったピンクのバスタオルを体に巻いて、妹はいつものように俺の部屋のドアをノックも何もなく無断で勢いよく開け、その後ろでは同じくピンクのバスタオルを巻いたみかんがブリックパックのりんごジュースを風呂上がりに飲みつつ、妹にくっついてきている。その後ろからは小こ麦むぎが、やはりバスタオル一枚で真っ赤な顔で物陰に隠れながら、


    「キョっ、キョコたんっ、みかんちゃんっ、そんなはしたないカッコで家の中をウロチョロしてはだめですぅ～！」


    　と、必死に止めようと追いかけてきていた。


    　予想できていたはずなのに予想だにしていなかった展開に、俺はピキッと固まっていた。妹だけならまだしも、それが×３である。


    　妹たちは、なんだかんだで一時間ぐらい風呂に入っていた。女子の入浴というのはだいたいが、なんでそんなに長いんだ、正月のおせちに必ず入ってる棒ダラでもそんだけ水に漬けてればふやけるぞ、と思うほど入浴時間が長い。しかし女子は棒ダラではないので、ふやけるどころか、血行がよくなって肌がピンクのプルップルのツヤッツヤになっている。色白の妹の肌は長ちよう命めい寺じの桜もちのような鮮やかなピンク色である。しかも胸のあたりには、バスタオルに押しつぶされた道どう明みよう寺じの桜もちが二つあるような無いような……。


    「へー、あすにぃの部屋って今、こんなふうになってるんだー。これ何、怪人？」


    　髪が長いみかんは、ターバンみたいにタオルを頭にくるくる巻いている。そんな怪しい格好の人に指をさして怪人呼ばわりされて、俺の東とう大だい寺じ南なん大だい門もん金こん剛ごう力りき士し像が泣いている。


    「おまえら、男女七歳にしてどうたらこうたら、ちゃんと服を着ろ、そして出ていけ！」


    　俺は妹とみかんの背中を押して、廊下へ追い出した。バタンとドアを閉めて、その前にいつも『仏像大好。』のＤＶＤを（ついに俺の部屋にもＤＶＤデッキが来たのだ！　妹がブルーレイを買ってもらったのでそのお下がりだという事実には、目をつぶろう）観ているブラウン管テレビ（いまだに）が乗ったテレビ台をずらして、バリケードにした。


    「ちぇー、兄っちったら、せっかくお風呂呼びに行ってあげたのに」


    「ガス代もったいないことしてる人がいますー、っておばさんに言いつけてやるんだー」


    　二人がぶうぶう言いながら去っていく。その後から小麦があたふたと、


    「だから、二人とも先に服を着るですぅー！」


    　と、叫んでついていく。俺はうっかりその背中を見てしまったのだが、小こ麦むぎ、男嫌いのうえに常に隙のない策士のくせに、俺の部屋の近くまでバスタオル一枚で来るとは油断するにもほどがある。最初に会ったころのように、男嫌いで警戒しまくられて泣かれるよりは気楽だが、あまり油断されると俺の精神力がすり減っていくわけで。きゃしゃでみかんと似たような体格に見える小麦だが、バスタオル一枚になるとさすがに高校生なので、胸やお尻しりがけっこう丸みを帯びているというか、いやいやいや！


    　俺はせっかく写経を百枚もやって頭の中からすべての煩ぼん悩のうを追い出したというのに、


    『やっぱり育ってた、妹もみかんも……ついでに小麦も意外に……』


    　頭の中に桜もちが飛びまわって、とても悟りどころの騒ぎではない。あと一週間ほどで大みそかが来るわけだが、除夜の鐘ぐらいでこの煩悩から覚めるとは思えない。


    　俺はありったけの写経用紙を引っぱり出してくると、自らの未熟さにほぞをかみつつ、ひたすら心を無にするため写経に打ち込み続けたのだった。
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    三章　ヒャッハー独り身のクリスマスは地獄だぜェェーッな件


    



    　翌朝、冬休みの初日は十二月二十三日、天皇誕生日である。妹は朝食のトーストを焼きながら、パジャマのままのみかんと、妹の私服を借りた小こ麦むぎに向かって言った。


    「ねえねえ、今日はわんぱくパークに行かない？　『世界の粘ねん菌きん展』また来てるよ」


    「遊園地？　わーい、みかん絶叫コースター乗りたい～！」


    「わーい、小麦は粘菌をグチャドロ愛めでたいですぅ～！」


    　わんぱくパークはローカルな遊園地で、小規模ながらお化け屋敷が存外に怖い。そして五月にも粘菌展をやってたように思うが、えらく粘菌推おしらしい。


    　クリスマス前の遊園地といえば混こんでるだろうに、何でわざわざ今日行くんだ……と俺は思って、ふと、ゆうべのできごとを思い出した。


    　実はゆうべ、あの桜もち事件のあとでこんなことがあったのだ。


    



    　俺が写経を終えてから風呂に入ったので、順番が最後になってしまったため、風呂掃除をしてから二階へ上がったのだ。俺の部屋に行くには、妹の部屋の前を通るわけなのだが、妹の部屋の中からシクシクと声が聞こえる。


    　深夜の暗闇の中でシクシク泣くものといえば、幽霊と相場が決まっている。関係ないが、来らい迎こう寺じの幽霊の足跡は、俺的にお寺探訪の中で見てみたいものナンバーワンである。


    　まさか幽霊ではなかろうが、何だろうと思って俺はそっと耳をそばだてた。


    「クスン、クスン……ママがいないよう……」


    「夢を見たのね、みかんちゃん。大丈夫よ、東京ではあたしがママになってあげる」


    「クスン、クスン……」


    　泣いているのは、みかんだった。妹は、ふだんからみかんには優しく接しているけれど、ますます聞いたこともないほど優しい声で、なだめていた。ちなみに、すやすやと心地よい寝息も聞こえたので、この間、小麦は完全に熟睡していたようだ。


    　気の強いみかんといえども小学生、ホームシックにかかったのだろう。酸すっぱみかんもかわいいところがあるじゃないか、と思ったり、妹がけっこうしっかりしてるのかなと思ったりしながら、俺の出る幕はなさそうで、そーっと自分の部屋に戻ったのだった。


    



    　つまり、妹はみかんのホームシックをそれとなく慰なぐさめるため、パーッとにぎやかに遊園地に行くことにしたんだろう。ノーテンキに見える妹だが、けっこう気をつかってるんだな。


    「兄あにっちも行く？　急流すべりザッパーン行っちゃう？」


    「十二月に急流すべりとか、ある意味絶叫コースターより勇気がいるなそれは」


    　ふと、俺は考えた。妹が留守ならば、俺も気づかれないように出かけられるというわけで、妹にバレないようにプレゼントを買うとすれば、今しかない。


    「いや、俺はいい、行くところあるんだ。女子三人水入らずで行ってこいよ」


    　と、俺は断った。


    



    　というわけで、妹たちが和気あいあいと出かけた後、俺はいつもの適当なズボンとトレーナーの上に、薄いジャケットを一枚引っかけてショッピングモールに向かった。ショッピングモールなら、それぞれの店頭に「今売れてます！」とか「一番人気はコレ！」とか「クリスマスにおすすめ！」とか、そういう札がついた品物があるだろうから、あとは店員に相談すれば、高一女子が欲しがるようなものがゲットできるだろう。


    　ちなみにジャケット一枚なのは、どうせ駅まで歩けば、あとは電車の中もショッピングモールの中も暑くて上着は脱いでしまうから、かさばらないようにするためである。妹がいたらここで、コートを着ていかないとカッコ悪いとかだらしないとかうるさいところだが……って、なんでせっかく一人なのにわざわざ妹のお節介を思い出さねばならないのだ。


    　俺が電車で行ったのは、三駅隣のまだ新しいショッピングモールだった。ここの屋上は、梅雨のころ緋ひ影かげが妹を誘ゆう拐かいした場所だ。あのときヤンデレ大全開で俺をぶん殴ってきた緋影を思うと、今でもかなりヤンデレ不思議ちゃんではあるが、この間薔ば薇ら園ぞの先輩に怯おびえていた感じなどを見ても、ずいぶんふつうになったような気もする。


    「それにしても……クリスマスの町を、妹へのプレゼントを探して頭を悩ませて歩き回ってるって、なんだか俺が妹大好きな痛いお兄ちゃんみたいじゃないか。くそっ、なんで俺が妹のためにこんな東とう奔ほん西せい走そうしなきゃならないんだ」


    　いっそサンタさんなんていないんだー、って大声で叫んでしまいたい、という破壊衝動が胸の奥にメラメラと燃えあがる。だが、小学生のみかんもいる。邪悪な性格ではあるが、サンタのことは本気で信じている様子なので、やっぱり夢は守ってあげたいわけで。


    　しかし、年ごろの女子が何を欲しがるのか、俺にはさっぱりわからない。そもそも「今、黒がかわいい」を理解できなかったわけで、さーて、何を買えばいいのやら。


    　ショッピングモールへ来たのはいいが、ほとんどすべての品物に、「今オススメ」「今年のナンバーワン」「売れてます！」「店長のイチオシ」「お客さま人気一位」「大流行中」「雑誌で紹介されました」「テレビで大反響」と、さまざまなラベルが貼られている。アラビアンナイトの話の中で、アリババの家を盗賊が見つけて目印にドアに印を描いていくのだが、それに気づいたアリババの召し使いが町中の家のドアに印を描いて、どれだかわからないようにしたという話があるが、それを思い出さずにはいられなかった。いったい、これらの順位はどの順番で大人気なのだ？　しかたがないので、店員に聞いてみても、


    「こちらがオススメで、こちらが大人気で、こちらが一番売れてます」


    　との答えで、結局何を買えばいいのかわからず、俺は先に雑貨店に行くことにした。


    「よくわからんから、とりあえず、先にクリスマス用のラッピング用包装紙を買おう。妹もこのショッピングモールにはよく来るから、お店の包装紙だと、あのお店で買ったんだーってバレてしまうからな……」


    　疲労と迷いのあまり、そんな思考がブツブツと独り言になってしまう。そのとき二人組の男とすれ違ったのだが、二人はすれ違いざまに俺のほうを振り返ると、


    「ラッピングだ？　彼女にプレゼントか？　くそーリア充め、生なま半はん可かな悩みを持ちやがって！　これだからクリスマスシーズンの繁華街に来るのは嫌なんだ」


    「なんで仏教徒の日本人がクリスマスを祝うんだ！　仏ぶつ罰ばつが当たればいいのに！」


    　後者のセリフはもう、クリスマスの様式美といっても過言ではない。もはや、日本本来の宗教は神道なんですけど、と口出すところまでが様式美になっているような気もする。


    　しかし今は豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの禁教令の時代ではなく、日本人でもキリスト教のお祭りであるクリスマスを祝うのが当たり前になっている以上、プレゼント探しの彷ほう徨こうは終わらないのだ。


    　俺は雑貨店で、包装紙を探していた。クリスマスツリー用の飾りもいっぱいあって、包装紙でくるんだ後、クリスマスカラーのリボンを巻いて、最後に飾りをくっつけて、一味違うオシャレラッピングがオススメです♪　なんだそうだ。


    『ふーむ、ラッピングというのもなかなか奥が深いもんなんだな……』


    　俺は何気なく、小さな金の十字架がピカピカ光ってきれいだったので、手に取ろうとした。そこにもう一人手が伸びてきて、手がふれた。


    「あ、すみません、失礼」


    　俺は手をひっこめる。驚いたように、相手が言った。


    「お兄にいさん？」


    　それは緋ひ影かげだった。さっき緋影のことを思い出していたから召しよう喚かんされたのだろうか。


    「あ、二日ぶり。奇遇だな。クリスマスツリーの準備か？」


    　緋影の私服は相変わらず、黒ずくめのゴシックパンク系だ。ショッピングモールのようなオシャンティな場所だと、すらっとした背と水球で鍛えて引き締まったスリムボディーに、ボディーラインがはっきり出るタイトなレザー系のファッションを着こなす緋影は、まるでファッションモデルのように見える。


    　ショッピングモールはクリスマスが近いのでいつもより人出が多かったが、緋影があまりにも目立つので、行く人行く人緋影を振り返っていく。男子はもちろんだが、女子がかなりざわざわしながら、「あの娘こかっこいい～！」とあこがれの目を向けまくっている。


    　けれども緋影自身は、もともと他人にまったく興味を示さない。妹以外の人間には相変わらず、道端の石ころほどにも気をとめていない様子だ。


    「いえ、うちは共働きで両親が遅いのでクリスマスパーティーはしないのですが、クリスマスの飾り物ってこの十字架とか、ちょっと改造するだけでゴスメタルな感じのルームアクセになるものが多いじゃないですか」


    　緋影は十字架を手に取って、淡々と説明する。


    「たとえばこのクリスマスツリーに吊つるす十字架は、まずラッカーで真っ黒に塗り直し、交差したところに銀色のプラスチックの頭蓋骨スカルを貼ると、チョーかわいいドア飾りになります」


    「嫌なドアだな」


    「あと、このクリスマスカラーの真っ赤なクリスマスキャンドルが、持ち手つきの皿にのってるやつ。これは皿の上にまず白い頭蓋骨スカルを置いて、その頭のてっぺんにクリスマスキャンドルをのせると、チョーかわいいキャンドルスタンドになります。頭蓋骨スカルの表面に赤いロウが溶けて血のように流れていく様子が、何ともクリスマスムードを盛り上げます」


    「そこで盛り上がるのは、俺の知ってるクリスマスとは少し違うような気がする」


    「またこの緑のわっかに真っ赤なリンゴがいっぱいついたクリスマスリースは、リンゴ一個一個に黒いペンでドクロの顔を描くと、チョーかわいい地獄のリースの完成です」


    「やってることはアレだが、意外にマメだな」


    「だって、ゴス系のアクセって高いので、どうしても自作になるんです。わたしの部屋のカーテンも、黒地に蛍光ドクロのが欲しかったので、自分で黒い布を買ってきて、消しゴムはんこでドクロを彫って、蛍光塗料をつけて、スタンプしたんです」


    「ほんとマメだなー」


    　それをドクロじゃなくて花柄とかでやったら、ふつうにハンドクラフト大好き系のほっこり手芸少女ではないのだろうか。俺の部屋も仏像プラモでいっぱいだけど、意外に俺の趣味と緋ひ影かげの趣味は似通っているような気がした。


    「ちなみにこの左の手や指先に増えている包帯は、その消しゴムはんこを彫ってるときにアートナイフでざっくりいったんです」


    「マメだけどぶきっちょか！　気をつけろよな、消毒はちゃんとしたのか？」


    　俺は緋影の手首を少しさわって見た。緋影は、ばっと手を引っ込めて、すたたっと三歩下がった。俺も次の瞬間、「あっやばい」と気づいた。


    「悪い、妹の友達としゃべってると、つい妹としゃべってるような気になって、うっかりさわってしまった」


    　俺が謝ると、緋影はとまどいながら、何だか責めるような口調で俺に言った。


    「なっ、なんで謝るんですかっ？」


    「『男女七歳にして席を同じうせず』なのに、女の子の手に勝手にさわったから……」


    「べ、別に手をさわるぐらい大したことじゃないです、包帯の上からだし！」


    　緋影が怒っているのが、よくわからない。男嫌いの緋影の手をさわって怒られるなら当然だが、なんで手をさわって謝ったことで怒られなきゃならんのだ？


    「でも、緋影は思いっきり後ずさったじゃないか。だから嫌なんだと思って……」


    「それはそうですが！　たしかにびっくりしてドキッとしましたが！　でも、嫌だなんて言ってませんし！　謝られるのも、何だか腹が立つんです！」


    　さっぱりわからん。とにかく緋ひ影かげがプリプリ怒っているので退散したほうがよさそうだ。


    「じゃ、俺は別の店見てくるから……」


    「あっ、ちょっと待ってください！　クリスマス前にショッピングモールにいるということは、クリスマスパーティー用の買い出しですね？　すなわち、日ひゆ向うがさんの家のパーティーが開かれるということですね？」


    「いや、たしかにみかんや小こ麦むぎもいるからパーティーは派手めにするつもりだが、今日は別にそのための買い出しでは……」


    　俺が答えると、その瞬間、緋影の右目がキラリンと光った。


    「承知しました。たった今、わたしは日向家のクリスマスパーティーに参加させていただくことに決定しました」


    「勝手に決定するな！」


    「お兄にいさんには関係ありません、わたしは日向さんとクリスマスを過ごしたいだけです」


    「いやいや、俺の家だから」


    「そして、クリスマスプレゼントにわたしをもらっていただくのです。日向さんのものになれるなら、ちょっと乱暴に扱われても文句は言いません、むしろそのほうがいい」


    「クリスマスプレゼントに人間って、流は行やってんのか？　人身売買か？」


    「Ｏ・ヘンリーの『賢者の贈り物』というお話があるでしょう、妻が夫の時計のための鎖、夫が妻の髪のための[image: ]くしを買うお話。まごころこそが一番の贈り物だという話なんです。そして最も自分のまごころをこめたプレゼントというと、自分自身ではないですか？」


    「言ったと思うが、妹はサンタさんを信じてるんだからな？　小学生のみかんもいるんだからな？　クリスマスパーティーに来るなとは言わんが、きちんと配慮してくれよな」


    「もちろんです。サンタを信じる日向さんにほんとのことを教える初めてを奪っちゃうのは、とっても心惹ひかれますが、その誘惑に必死にあらがってみます」


    　緋影がそう言えば言うほど、うさんくさく不安になってくるのが不思議である。


    「ところで、みかんさんと草くさ野のさんも日向家のクリスマスパーティーに参加するとおっしゃっていましたが、三み剣つるぎさんはどこに行ったのですか？　一番の強敵である彼女が参加しないほうが、わたしとしては助かるのですが……」


    　ふと、緋影が俺にそう聞いてきた。


    「いや、小麦が参加するのは成り行きで、特に招待したってわけじゃないんだが……」


    　俺はそう答えかけたが、たしかに成り行きとはいえ小麦と緋影が参加するという現状では、凛りん世ぜにも声をかけるべきであろう。


    「緋影って携帯持ってるか？」


    「持ってますが、三剣さんの電話番号は教えてもらってません。わたし、深夜に一分ごとに『わたしメリーさん、今あなたの後ろにいるの』なんて電話したりしませんのに……」


    　なるほど、電話番号を教えてもらえない理由がよくわかった。


    『仕方ない、帰ったらすぐに電話しよう。いや、凛りん世ぜは家がお金持ちで豪華なパーティーとかに誘われてる可能性もあるかな。誘ったら迷惑かな？　でも、誘われないと寂しい思いをするかもしれないしなあ……』


    　俺はしばらく考えこむ。いつも座禅を組んで瞑めい想そうしているせいか、いったん何かを考えはじめると没頭してしまうのが、俺の悪いくせだ。


    　ふと、緋ひ影かげが俺のことをじっと見ているのに気づいた。俺は自分の考えに没頭しすぎて、緋影といっしょにいることをうっかり忘れていたことに気づき、あわててこたえた。


    「あっ、ごめんごめん！　何か用か？」


    　えらく真剣な目で見られていたので、俺はとまどう。緋影は眼帯だの包帯だの危険発言だのクセが強すぎて気づきにくいが、実は顔立ちが整っていて色白で、水球で鍛えられたすらっとしたプロポーションは豹ひようのようにしなやかで、俺は緋影が美少女だったことを今さら意識してしまって、妙に焦あせってしまった。


    　すると緋影も、俺が焦っているせいかハッと我に返った様子で、少しあわてた。


    「あっ、すみません。わたし、お兄にいさんのこと今、見てましたか？」


    「うん、穴があくほど見つめられてた」


    　だから何だかドキドキして焦った、ということはさすがに言えないのであるが。ゆえに、俺は平静を装って、緋影に尋ねた。


    「で、何の用だ？」


    「いえ、用はないのです」


    　緋影は、とまどいながら俺から目をそむけ、ブツブツとつぶやく。


    「男嫌いというか、日ひゆ向うがさん以外の人間嫌いというか、むしろ日向さん以外は路ろ傍ぼうに転がる石ころ同然と思っているこのわたしが、うっかりお兄さんの横顔を凝視してしまいました……。単なる地味顔に過ぎないと思っていたのに、黙って考えこむ横顔が、静かな思索にふける弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつ半はん跏か思し惟い像のように端正なものに見えてしまった……。さっきも、お兄さんにちょっと手をさわられたぐらいで過剰反応してしまって……道端に転がる石ころに手をさわられたぐらいで、過剰反応するわけがないはずなのに。どうも、先日三高に行ったときにケバケバしい縦ロールババアに襲われた反動で、肉食女子の反対の僧職男子に癒やしを感じてしまっている様子……。いえ、今に始まったことではありません。わたしは日向さんしか好きではないはずなのに、お兄さんといるとどうにも落ち着かない……どうしてこんなに落ち着かないのかわからなくて、ますます落ち着かない……」


    「何をブツブツ言ってるんだ、緋影？　長文をつぶやかれると、なんか怖いんだが」


    　緋影は思ってることをきちんと言わずに勝手に恨みを募らせるタイプなので、俺は念のためもう一度尋ねた。すると緋影は胸を片手で押さえてつらそうに、ふうと息をついた。


    「いえ、大丈夫です。ただ、モヤモヤしているだけですので、お構いなく」


    「モヤモヤ？　頭かのどか？」


    　人ひと混ごみにいるせいで風か邪ぜでもひいたかな。俺は緋ひ影かげのおでこにぺたっと手をくっつけた。


    「……っ！」


    　緋影が全身を硬直させた。あっ、しまった、またうっかりやってしまった。


    「おっと、悪い。でも熱は無いな、三十六度三分ぐらいだ」


    　妹にもよくこうするので、手体温計はけっこう自信がある。地味な特技だが、お風呂のお湯なんかも誤差一℃以内でピタリと当てることができる。だが、俺の見立てでは熱は無いはずなのに、おでこから手を離した途端に、緋影の白い顔が、ぼんっと赤くなった。


    「わっ！　前言撤回、やっぱり熱があるのか？」


    「い、いえ、大丈夫です……モヤモヤなど、原因を取り除けばいいんですから」


    　緋影は、クルッと背を向けた。


    「そう……モヤモヤの原因であるお兄にいさんを消してしまえば、もう苦しまなくていいんです、楽になれるんです。うふふ……」


    「ほんと、さっきから何かブツブツ言ってて怖いんだが、薬屋さんで風邪薬を買うか？」


    　何を言ってるのか聞き取れなくて声をかけると、緋影はにっこりと笑顔で振り返って、


    「ああいえ、お兄さんを殺すのはクリスマスパーティーのあとでけっこうです。まずは、日ひゆ向うがさんとはじめてのラブラブクリスマスを祝いたいですから」


    「なんでいきなり物騒な話になっとるんだ！」


    　だが、そんなヤンデレ緋影ではあるが、引き続き通りすがりの人々が、振り返っては、「かっこいー」とか「かわいー」とか「センスいー」とかささやいている。


    　はっ、そうか。緋影はセンスがいいのである。妹へのプレゼントで完全に迷子になっている状態なので、ここはワラにもすがる気持ちで、緋影にアドバイスしてもらおう。


    「緋影！　その十字架買ったら、ちょっと付き合ってくれるか？」


    　ワラにもすがる気持ちすぎて、俺は思いっきり勢いづいて緋影に頼んだ。緋影はびっくりして、眼帯をしていないほうの目を白黒させている。


    「つ、つつ！　付き合うとは、どういうことですか！」


    「妹のプレゼントを探しに来たんだ。何がいいかなあと思って」


    「あ、ああ、なるほど。そういうことですか」


    　緋影のテンションが、今一瞬下がったような気がする。どうしたんだろう。


    「わかりました、日向さんのプレゼントならオーケーです、ばっちり見立てます」


    「ちなみに緋影なら何が欲しい？」


    「わたしは、お兄さんに死んでほしいです」


    　この流れでいきなり毒舌を食らうとは、思ってもいなかったぞ。


    「……わたしの後で」


    　ものすごく小さい声で、緋ひ影かげはつけ加えた。


    「えっ？」


    　俺は耳を疑った。まさかとは思うが、今のは、実は難易度の高いデレだったのか？


    「と、とにかく買い物に行くんでしょう！　行きますよ！」


    　なぜか緋影は突然怒りだして、ずんずんと歩きだした。最初に会ったころの、まゆと口角がわずかに動くだけの無表情、せいぜい笑顔も薄暗い薄笑い程度だった緋影が、ずいぶん表情豊かになったなあと思った。


    



    　緋影が俺を連れていったのは、ガーリー系というんだろうか、女子用のオシャレな服と小物を売っている店だった。こういう店にありがちな、ピンクの内装で天井からシャンデリア、おしゃれな音楽がずっと鳴っている。


    　緋影は棚の上にあった、ひらひらのレースに細いひもがついたパンツを引っ張りだした。


    「これなどどうでしょう、お兄にいさん」


    「なぜひもパンなんだ。サンタさんがこんなのくれたら、俺なら次の年からサンタさんが寝てるところに侵入してくるのを断固として阻止するぞ」


    「だめですか？　喜ぶと思うんですけどねえ……」


    「えっ？　妹は、こういうパンツが好みだったのか？」


    　いつも妹はこういうセクシー系のではなく、かわいい系のパンツを好んでいるように思っていたが、俺の知らない意外な妹の素顔なのだろうか？


    「いえ、わたしが喜ぶんです」


    「おまえか！　とにかくこんなパンツはだめだろ、腹が冷えるし、はいてるうちにずれてきて、すっごいじゃまだと思うぞ」


    「ずらすのがいいんじゃないですか、このわからずや！」


    「俺にはおまえの言ってることがよくわからんわ！」


    　せっかく緋影はセンスがいいのに、邪念のおかげですっかり台無しという残念な結果となっている。これは、緋影のアドバイスも頼りにできないなあ……と、俺は遠い目になる。


    　その遠い目が見る先に、比ひ叡えいとるかにゃんが歩いていくのが見えた。


    「あれっ？　あの二人も、同じところに来てたのか」


    　二人はかなり仲がよさそうだ。これは声をかけたらおじゃまかなと思って、俺は目をそらそうとしたが、その前に比叡のほうが気づいて、俺のほうに手を振ってきた。


    「おーい、日ひゆ向うがくん。こんなところで会うなんて、珍しいですな～」


    　少し早足で俺のほうに歩いてきた比叡は、作さ務む衣えの上に羽織を着て、紫のマフラーを首に巻いていた。クリスマスイルミネーションがきらめくショッピングモールをうろつくには、ずいぶんとんがった服装であるが、その菩ぼ[image: ]さつ顔のせいか、恐ろしいほどに違和感が行方不明になっている。あと、何か大きい紙袋を手に持っている。小柄な比ひ叡えいの陰に隠れて、もっと小柄な一年生のるかにゃんが、恥ずかしそうにぺこりんと頭を下げる。


    「こんにちは、日ひゆ向うが先輩」


    　るかにゃんはピンクのスカートの上に、ウサギの耳がついた、雪うさぎみたいな真っ白のフワフワケープを着ている。ずいぶん気合いを入れてオシャレをしている。比叡も比叡なりにこのファッションは気合いを入れてオシャレしてきているやつである。二人の服装の世界観がまるっきり合ってないような気がするが、なぜか不思議にお似合いだ。


    「ぶしつけなことを聞くようだが、ひょっとしてデートか？」


    「そうですな～。るかにゃんは明日のクリスマスイブから、家族といっしょに海外旅行に行っちゃうですな。それで、編みあがった手袋を出発前にぼくに渡してくれるというので、それならお礼がてらモールでお食事でもいかがですかとお誘いしたのですな～」


    　何ということだ、このリア充めが！　ということは、比叡が持ってる大きな紙袋は、るかにゃんからもらった手袋か。手袋にしては大きいなと思って、それとなく紙袋をちらっとのぞくと、ふわふわの紙やらリボンやらレースやら花飾りやら、すさまじく盛り盛りの気合いが入ったラッピングが詰まっていた。


    「つまり、比叡からるかにゃんへのクリスマスプレゼントは、お食事ってことか？」


    「そうですな～。ぼくもそれなりに、花とかアクセサリーとか何か贈ろうと思ったですが、るかにゃんがいらないって言うでありますから、困ってしまったですな」


    「だって、ほんとにいらないんです。比叡さんといっしょにお食事ができるのが、何よりのクリスマスプレゼントです」


    　るかにゃんが、けなげに力説している。ほほう、るかにゃんの意見では、食事が何よりのプレゼントということなのか。たしかに妹も食いしん坊ですごくよく食べるし、妹へのプレゼントは食べ物でいいのかな。サンタクロースが枕もとに豚骨ラーメンを置いていくのもいろいろ設定がおかしいので、モールのあちこちに売っている靴下の形の袋に入ったお菓子でも買おうか……などと俺が思考している横で、比叡が緋ひ影かげに声をかけた。


    「そちらの方は、お祭りのときと文化祭のときに微妙にお会いした気がするですな。たしか四高の根ね雪ゆき緋影さんですな。……はっ！　日向くんもデートだったですな？」


    　いやいや、何をいきなり言い出すんだ、比叡よ。リア充すぎて脳が腐ったか？


    「ちがうちがう、俺たちはたまたまここで偶然会っただけだって」


    「そうです、わたしはこっちではないほうの日向さんが好みですので！」


    　緋影が真っ赤になって、拳を握って比叡に力説した。そこまで怒るほどのことでもないとも思うが。そのとき、るかにゃんが突然「げほんげほんげほん！」と激しく咳せきこんだ。彼女も比叡と付き合って更生（？）する前は、「日向今日きよう子こを愛めでる会」に入っていた。俺を妹から引き離すため、俺を誘惑する……それにはまず、俺から友達を引き離さなければならない、という作戦にもとづいて、言い方は悪いが比ひ叡えいをたらしこんだ刺客がるかにゃん、高たか野のをたらしこんだ刺客がみーなちんであった。


    　しかし、本来男が苦手で妹が好きで「日ひゆ向うが今日きよう子こを愛めでる会」に入っていたのに、ほかの女子に「たらしこんできなさい」と命令されたうえ、それにノーと言えないだけあって、二人はかなりおとなしい性格だった。だから、優しくておとなしい比叡や高野と気が合って、結局俺を妹から引き離す云うん々ぬんは無かったこととなり、清く正しいお付き合いをしている。


    　すなわち、るかにゃんにとって、比叡の前で「女子が妹を友情ではなく愛情という意味で好き」というネタをされるのは、黒歴史を掘り起こされるようで焦あせってしまうのだろう。


    「大丈夫ですかな、るかにゃん？　ぼくのマフラーを貸してあげるですな～」


    　比叡が自分の首に巻いていたマフラーを外して、るかにゃんの首に巻いた。紫色に金の字で般はん若にや心しん経ぎようが編みこまれたマフラーだ。クリスマスデートのおしゃれには、ずいぶんごっつい代しろ物ものである。


    「わあ、あたたかい。でも比叡さんはいいんですか？」


    「だってぼくはこのとおり、るかにゃんの手編み手袋で、ちーっとも寒くないですな♪」


    「わたしは比叡さんがいるので、ちーっとも寒くありません♪」


    「何というかわいいことをおっしゃってくれるですな、こんなかわいい子とクリスマスを過ごせるなんてぼくは果報者ですな」


    「わたしこそ、比叡さんみたいなすてきな人とクリスマスを過ごせるなんて幸せです」


    「ぼくのほうが幸せですな！」


    「いいえわたしのほうが幸せです！」


    「だってぼくは、るかにゃんのこと、すっごく好きですな！」


    「わたしは比叡さんのこと、その一万倍好きですから！」


    「じゃあぼくはるかにゃんのこと、その恒ごう河が沙しや倍好きですな！」


    「ごうがしゃ？」


    「ガンジス河の砂の数よりも好きということですな！」


    「さすが比叡さん、博識です、すてき！」


    「何を言うですな、るかにゃんは恒河沙の一万倍すてきですな！」


    「じゃあ比叡さんは、その恒河沙の恒河沙倍すてき！」


    「さて、この無限ループのどのへんを断ち切ればよいでしょうかね？」


    　リア充バカップルの微妙に仏教豆知識入りの、傍ぼう若じやく無ぶ人じんの二人の世界にイライラＭＡＸ状態だった緋ひ影かげが、隠し持っていたカッターナイフからチキチキチキッと刃を出した。


    「うわーやめろ、物理的に断ち切るな！　そして、なんで刃物を持ち歩いてるんだ！」


    「ショッピングモールでお気に入りの服を見つけて買って、ふと新しい服を着たくなったときに、タグを切るためです」


    「お店の人に頼んだら切ってくれるし、着替え用に試着室も貸してくれるから！」


    「えっ、そうだったんですか」


    　緋ひ影かげがびっくりして、眼帯をしていないほうの目をぱちくりした。


    「初めて聞きました、今度からそうします」


    　緋影の怒りの方向がそれたので、俺はホッとした。ところが、俺と緋影の攻防に気づきもせずまだのん気にイチャついている比ひ叡えいのところに、


    「ご機嫌いかがでありますかなァァァァァァーッ！」


    　全力で乱入してきた奴がいた。高たか野のだ。


    「た……高野っ？」


    　俺はわが目を疑った。高野は、俺が知っている高野ではなかった。黒ずくめで、黒いロングコートを身にまとい、サングラスをかけている。へたに長身で頭が坊主なものだから、先週テレビで再放送していた『マトリックス』のモーフィアスみたいになってる。怖い。


    「ど、どうしたんだ、高野。何だか、すごくすさんでしまって」


    「これがすさまずにいられるでありますか、日ひゆ向うがくん！　ぼくはみーなちんに永らく会えないというのに、世間はクリスマス！　リア充どものクリスマス！　仏陀ブツダに代わって、このぼくが仏ぶつ罰ばつを与えてくれるでありますな～！」


    　高野の全身から、黒紫色の邪悪なオーラがわきあがる。どこからどう見ても、仏の道を見失った破戒僧である。るかにゃんが怖がって、きゃっと悲鳴を上げて比叡の背後に隠れた。なんだかんだ言ってるが、ひらたく言えば「比叡がリア充なのがムカつくのでおじゃま虫に来ました」ってことだろう。しかし比叡はさすがに冷静で、悪魔マーラと対たい峙じする高こう僧そうの威厳すら漂わせている。


    「高野くんほどの修行僧が、自分の中の弱さに打ち勝てなかったのですな。わかったですな、るかにゃんとお食事をしたら、クリスマスイブはぼくはフリーなので、二人で写経でもして心を制御し悟りへ向かう聖しよう道どうに戻してあげるですな」


    　しかし、その説法もクリスマスの孤独にすり切れて荒れる高野の耳には入らない。


    「リア充の声など聞こえないでありますな！　ぬふう！」


    　高野は、比叡と、その背中にくっついているるかにゃんの間に無理やり割りこむと、ふすまを開けるようにして、二人を両側へぐいっと引き離した。


    「きゃああーっ、比叡さん！」


    「るかにゃーん！」


    　高野は背が高くて腕も長いので、その腕で両端に引き離されると、るかにゃんも比叡も必死に手をバタバタさせてもお互いに届かない。というか、ほんとにおじゃま虫である。


    「あ、あのさー高野、荒れるのもわかるけど、みーなちんもがんばって受験してるんだし、楽しく過ごしてる人たちをじゃまするってのは仏の道的にどうかと思うんだが……」


    　俺は高たか野のをなだめようとしたが、すると今度は高野の怒りの矛ほこ先さきが俺に向いた。高野はサングラスの底の目をゆらりと俺に向け、ビシッとスタイリッシュに指さした。


    「日ひゆ向うがくん！　君も君でありますな、妹の友達をちゃっかり彼女にしてしまうとは、仏ぶつ罰ばつものでありますな～！」


    　いや、なんで緋ひ影かげが俺の彼女ってことになってるんだ？　俺にまで絡んでくるのか、めんどくさい、とげんなりしていたら、俺の横で緋影が真っ赤になってどなった。


    「わっ、わたしはお兄にいさんの彼女じゃありませんからっっ！　だれがお兄さんのことなんてっ、失礼です、訂正してください！　お兄さんなんて、ちょっと知的で物腰穏やかで優しくて付き合いのいい、どこにでもいる平凡な仏教男子じゃないですかー！」


    　なんか今、俺ひょっとしてすごく褒ほめられた？


    　いや、一瞬のん気に喜んでいる場合ではない。緋影は興奮するあまり、カッターナイフをチキチキしている。さっき緋影の性格がずいぶんましになってきたと思っていたが、激高するともとのヤンデレテンションの封印が解かれて全開になってしまうのか。


    「や、やめろ緋影、ショッピングモールでカッターを振り回すな！　逮捕されるぞ！」


    　俺は緋影を制止したのだが、高野はなぜかズアッと背を伸ばして立ち上がり、ものっすごいスタイリッシュな立ちポーズで緋影を挑発した。


    「うぬぅ、出たでありますな、悪魔マーラめ！　ぼくは和歌山の大学に進学して山岳仏教の勉強を極めるつもりでありますな、今も少しは独学でその功く徳どくを学んでいるのでありますな～！」


    　そうそう、大学ではそれぞれ、高野は和歌山で山岳仏教、比ひ叡えいは京都で仏教美術を学びたいと言っていたっけ。それはともかく、高野はじゃらじゃらした銀の鎖がいっぱいついたポケットから、金属の棒を取り出した。カッターナイフに対抗して刃物でも出したか、危ない……と思ったら、それは金こん剛ごう杵しよであった。金剛杵とは金こん剛ごう力りき士し像が手に持つ武器であり、もともとはインド神話における軍神インドラ（帝たい釈しやく天てん）の武器で、雷を発する。これがチベット山岳仏教に伝わり、煩ぼん悩のうを打ち砕き悟りを開く仏の武器、金剛杵となった。高野が持っているのはその中でも、先端が五本の爪に分かれて丸まっている「五ご鈷こ」と呼ばれるタイプである。


    「何する気だ高野！　いろんな意味でさっぱりわからんのだが！」


    「悪魔マーラに仏罰を与えるですな。この霊験あらたかな五鈷の丸いところでポカッと頭をぶん殴ると、煩悩が落ちるのでありますな」


    「それは仏罰じゃなくて、物理攻撃っていうんだ！」


    　ところが緋影は、そんな高野を見て眼帯で隠れていないほうの目を邪悪な色に光らせた。


    「クククッ……！　未熟な修行僧ごときが、このわたしの邪じや気き眼がんの力に勝てるとお思いですか？」


    「どうした緋影、どのへんで中二病スイッチが入ったんだ！　それと、同じ中二病でも方向性がいつもとずいぶん違う気がするが？」


    　俺の問いに答えるのもわずらわしそうに、緋ひ影かげは水球で鍛えられた全身のバネをフルに収縮させ、自らの身を弾丸のように放った。黒ずくめでスタイリッシュな二人が肉弾戦で戦っていると、なんか微妙にかっこいい。道行く人々もそれを見て、


    「あっ、何かショーやってる。かっこいい！」


    　と、わらわら集まってきて、人だかりができてしまった。何なんだ、この状況は？　俺はただ、妹のクリスマスプレゼントを探しに来ただけなのに……。


    「仏の悟りに向かう聖しよう道どうなど、無む間げん地じ獄ごくの闇の谷間を歩く、鬼食う羅ら刹せつには無用の長物！　死ぬがいい！」


    　緋影が高たか野のに襲いかかった。さりげに仏教用語を駆使して相手の世界観に合わせてあげるところは、けっこう女の子らしい気配りができているなって思った。同じヤンデレテンション全開でも、妹をさらったときの自分勝手な思い込みだけぶつけるのではなく、ちゃんと成長してるんだなあ、ほのぼの。


    　いやいやいや、ほのぼのしてる場合じゃない！　このままでは、クリスマスのショッピングセンターでわけのわからん異能力バトルみたいなのが始まってしまう。


    「待て待て待て待てーっ！　高校生にもなって公共の場で騒ぐんじゃない！　俺ももう帰るから、おまえらも帰れ！　比ひ叡えい、るかにゃん、ごゆっくりな！」


    　と、モールを破壊されたり、比叡とるかにゃんの間に亀き裂れつが入る前に、俺は高野と緋影に割って入って二人の手首をつかむと、大急ぎで駅へ向かってダッシュしたのだった。


    



    　そんなこんなで、結局俺はクリスマスプレゼントを買うことができないまま、とりあえず高野と緋影をそれぞれ駅で見送ったあと、自分も家へ帰ってきた。


    　もうこうなったらほんとに、横浜中華街のラーメンギフトセットでも買ってきて枕もとに置いてやろうか。あの、生めんとスープがセットになったやつだ。クリスマスプレゼントというよりお歳暮みたいだが、時期も合ってるしどうということはないだろう……という危険思想に走ってしまうほど、俺は悩みながら玄関のドアを開けた。


    　家に入って、気を落ち着るために何か冷たいものでも飲もう……と台所の冷蔵庫を開けようとした。そのとき、冷蔵庫の扉に封筒がマグネットでくっつけてあるのに気づいた。封筒といってもそのへんの茶封筒ではない、金きん箔ぱくを押した縁取り模様が入った高級そうな封筒である。あて名は「日ひゆ向うが今日きよう子こ様」となっていたので、俺はそれを取らなかった。


    「今日子、手紙来てるぞ」


    「あっ、お帰り兄あにっち！」


    「お帰りなさいですぅ、お兄にいさん」


    「あすにぃ、待ってたんだよっ♪」


    　妹とみかんと小こ麦むぎが、おそろいの粘ねん菌きんＴシャツを着て俺を出迎えた。どうやらわんぱくパークと粘菌展を、思いっきり楽しんできた様子である。


    「遊園地、楽しそうでよかったな……」


    「でも、なんだかすごく混こんでたよぉ～。東京って人が多いね、びっくりしちゃった」


    　みかんが胸を押さえて、疲れたようにため息をつく。


    「クリスマス前だからなあ、カップルとかいっぱい来てるだろうし」


    「それがねー、不思議なんだけどまわり全員男だったんだよ。最初、男子校の修学旅行とぶつかっちゃったのかなって思うぐらい、それで前に進めないぐらい混んでて。で、すっごい道いっぱい聞かれたよ。でも面白いの、みんな『わんぱくパークはどこですか』って聞くんだよ。『ここですよ』って教えてあげたら、すっごい感謝されたの」


    　明らかに、それは妹たちを狙ねらって近づいて声をかけてきているのである。[image: ]う闊かつだった、妹のプレゼントを買うことばかりに気をとられて、肝心な妹本体や、男嫌いの小麦、叔父さんから預かってる大事なみかんを俺が守ってやらなくちゃならないことを忘れてた。


    　五月にわんぱくパークに行ったときも、妹たちが不良学生に声をかけられ、ひと悶もん着ちやくあった。あのときは俺のせいで騒動が大きくなったんじゃないかという気もするが、それでも男がいたほうが、そういったナンパ関連のトラブルは回避できそうな気がする。地味男死ね、と見知らぬ人から呪のろいがかけられるだけで、妹には実害が及ばないのだ。なのにうっかり俺がいないところでそんなことが、と思うと、罪悪感を感じてしまう。


    「悪かったな、今日きよう子こ」


    「え、何が？」


    「俺がついていかなかったから、その……知らない奴に知らないところで話しかけられるのって、妙齢の女子ならちょっと、怖いかな、って気持ちがしたかなって」


    　はっきり「男はおまえにスケベな下心があって近づいてる」と言うのは、「そんなことを考える兄あにっちがスケベ」みたいに言われそうだし、寝た子を起こすようなことになっても困るので、俺はものすごく遠まわしにそう尋ねた。すると妹は首をかしげて、


    「別に？　みかんちゃんも小麦もいっしょだったし。でも、兄っちがついていかなかったことをそんなに後悔しているのならば、ワンチャンスをあげましょう」


    「何だ、その上から目線は？　俺は、別に後悔してるわけじゃないんだからねっ？」


    　なんで俺がツンデレみたいになってるんだ。


    「じゃじゃーん！　招待状です、兄っちも来ること！」


    　妹は、冷蔵庫に貼ってあった金の縁取りの封筒をひっぺがすと、俺に向かって差し出した。金色の箔はく押しのある、えらく豪華な封筒だ。差出人は凛りん世ぜである。


    「招待状って、何の？　凛世から？」


    「明日のイブに、凛世の家でクリスマスパーティーをやるんだって。うちでやるより絶対豪華だから、みんなで行こうって話になって。緋ひ影かげっちも呼ぶんだって、楽しみだね」


    「はあ？」


    　妹の言葉に、俺はびっくりした。そう言えば、ショッピングモールでバタバタしていてうっかりしていたが、俺は家に帰ったら凛りん世ぜをクリスマスパーティーに誘わなくては、と思っていたのだった。凛世のほうから誘ってくるとは、タイミングがいい。


    　封筒を開けてみると、中には金色の箔はく押しのカードが入っていた。そこには、凛世の神経質とすらいえるほどきっちりと丁寧な美しい万年筆の文字で、


    《今日きよう子こへ　明日二十四日、正午から、わたしの家でささやかなクリスマスパーティーを行います。親しい友達に招待状を送りました。今日子もぜひ来てね。三み剣つるぎ凛世。追伸、根ね雪ゆきさんと小こ麦むぎも誘う予定だし、参加人数は少々増えても大丈夫なので、ほかに来たいという人がいたら何人でも誘ってくれて大丈夫だから、遠慮しないでね。たとえば兄あに貴きさんがどうしても来たいっていうのなら、来てもかまわないからね》


    　何だ、この招待状は、追伸のほうが長いじゃないか。ついでに、二学期中に一度もそんな話を学校でしてきてないってことは、ずいぶん突然パーティーをやることに決めたみたいだな。何があったというんだろう？


    「凛世さんって、すっごいお金持ちのお嬢様の人だよね？　お姫様みたいに上品できれいな人だし、シンデレラ城みたいなお屋敷に住んでるのかなぁー」


    　みかんが目をキラキラさせている。小麦が答えた。


    「お屋敷だけど、シンデレラ城じゃなくて純和風ですぅ。キリスト教系の女子校に通ってはいたけど、クリスマスパーティーをするイメージじゃないので、ちょっと意外ですぅ」


    「でも、きっとすごいパーティーだよね。家にメイドさんやシェフがいるんでしょ？　すっごい豪華なお料理が出てくるよねー、じゅるるー」


    　みかんは、すっごくついてくる気まんまんみたいである。女の子はどういうわけか、お屋敷とかごちそうとかセレブとかに弱い。


    「というわけで、兄あにっちも来るでしょ？」


    　妹に聞かれて、俺は思わず首をぶんぶんと横に振った。


    「えっ？　い、いや、俺は別に……」


    　夜のパーティーならいいが、昼間は困る。妹のプレゼントをまだ買えてないのに……。


    「だって凛世のこの手紙を見ると、兄っちにも来てほしいって感じがひしひしと伝わってくるんですけど。あの広い家で凛世はひとりっこだから、きっとクリスマスが寂しいんだよ。だから、こんなに急にパーティーしようって思ったんだと思うな。だから……」


    　妹が突然、俺の両手をガシッとつかんだ。


    「兄っちも行こう！　わんぱくパークにいっしょに行けなかったリベンジマッチだよ？」


    「なんで俺がっ……」


    　と言いかけて、俺は口をつぐんだ。


    　たとえ昼間のお出かけといっても年末の駅まわりは悪い酔っ払いもいっぱいいるのに、また女子三人だけで行かせて、酔っ払いに絡まれでもしたら？　みかんは小学生だし、小こ麦むぎは男嫌いだし、さぞかし怖い思いをするだろう。妹にしても、俺より妹のほうが物理的に百倍強いが、その百倍強いパンチで酔っ払いを殴ったら、酔っ払いも命が危ない。


    　つまり非力でも俺は男だから、妹たちといっしょにいれば、


    「あの地味男がじゃまで近寄れない、死ねばいいのに」


    　と呪のろいの言葉を吐かれつつも、それ以上のトラブルは呼び寄せずにすむのである。


    「わかった、俺もついていく！」


    　俺は力いっぱいそう言った。ふと、みかんがその目を、ミカンのひとふさ、あるいはカマボコのような形に細めた。


    「そっか～、あすにぃも来るんだ。楽しみだなぁ～」


    「楽しみですぅ～、フフフ～」


    　小麦も、カマボコのようなフトマユの下の目を、カマボコ形に細めた。何だろう、何か嫌な予感がするぞ。


    「ちなみに！　招待状はもう一枚あったですぅ！」


    　小麦はそう叫ぶと、封筒から一枚の紙を引っぱりだした。そこには、


    「そうそう書き忘れていたけれど、うちのねえやたちはドレスコードにとてもうるさいの。面倒だけど、クリスマスパーティーなので、クリスマスらしい衣装を着てきてね」


    　クリスマスらしい衣装、ですと？


    「急に言われても、ふつうそんなの持ってないよな？」


    　とまどう俺に、妹がケロッとした顔で言った。


    「ううん、あたしは聖セントエルモ女学院で毎年クリスマスキャロルのときに着てたサンタ服があるよ。みかんちゃんは、あたしが中一のときのやつを着ればぴったりのはず」


    「やったー、キョコねぇのおさがりなんてうれしいな。キョコねぇのにおい、くんかくんかしちゃおっかなー♪」


    　それはたぶん防虫剤のにおいがすると思うぞ、みかんよ。


    「小麦はどうするんだ？　家に取りに帰るのか？」


    「いえ、小麦はこんなこともあろうかと、ちゃあんと聖セントエルモ女学院時代のやつを持ってきてるですぅ♪」


    　小麦もサンタ服をぴらっと取り出す。準備がよすぎる、さてはきのう、うちに泊まる気まんまん＋クリスマスパーティーに混じる気まんまんでやってきてたんだな。


    「でも、俺は今日きよう子このおさがりってわけにいかないだろ。性別的にも、サイズ的にも」


    「大丈夫！　お父さんが会社のクリスマスパーティーで着てたやつを、出してきました♪」


    　母親が持ってきたのは、全身トナカイのコスチュームだった。まさかの着ぐるみである。なるほど、俺がこれを着る運命にあると知っていたから、小こ麦むぎもみかんも面白がって、カマボコみたいな目で笑っていたのか。


    「トナカイ？　サンタじゃなくて？」


    「サンタは社長さん、あとは全員トナカイだって」


    「大人の仕事って大変なんだな……」


    　俺はここまで育ててくれた父親への感謝を、なぜかこんなタイミングでひしひしと感じてしまった。コスプレしてパーティーなんてチャラついた企画は仏教男子には似合わないので全力でお断りしたくなったけれど、このトナカイの服を着たくないというのは父親を否定するに等しい行為とも思えた、いやそんな難しい問題じゃないのかもしれんが。


    「明日のパーティー、楽しみだねっ♪」


    　妹が、ものすごいいい笑顔で言った。


    　……いや、それはともかく、つまり俺たちは明日の午前十一時には出発せねばならず、コスプレには一時間かかるとして、ショッピングモールやデパートの店があくのはだいたい十時だ。つまり、俺はプレゼントを買いにいけない。すなわち、詰んだ。


    　せっかくのパーティーなのに、俺は胃がキリキリしてしまった。

  


  [image: ]


  
    四章　俺はサンタ服の胸のボタンを外さねばならない件


    



    　明けて二十四日はクリスマスイブだ。


    　イブはイブニング、クリスマスの前の夜のことである。なぜか日本人はクリスマスイブに盛り上がって、肝心のキリストの誕生日（とされる）であるクリスマスの朝にはすっかり熱が冷めてしまう。お釈しや[image: ]か様の場合は四月八日の誕生日当日に花祭りをして、みんなで釈[image: ]像に甘茶をかけたり花を飾ったりと、誕生日当日を祝ってもらえるのに。ひどいのになると、二十四日のことを「クリスマス」と呼んではばからない。キリストも気の毒だ。


    　その日は、朝からぱらぱらと小雨が降っていて、いっそう寒さが増していた。凛りん世ぜの家のクリスマスパーティーは正午からで、俺たちは十一時に電車に乗るため、朝から準備に大忙しだった。ちなみに母親も今夜は一人になってしまうので、ご近所の友達とクリスマスディナーに行ってしまうらしい。


    「じゃじゃーん！」


    　俺が居間でトナカイの着ぐるみの背中のファスナーを閉じるのに苦戦していたところに、いち早く準備を済ませた妹たちがやってきた。


    　妹は、ミニスカのサンタ服だった。妹はこういうコスプレ系のすっとんきょうな服を着せると、ある意味ものすごく安定感がある。妹ごときをかわいいと思ってしまったら俺の負けなのだが、悔しいが、客観的に見てかわいいと言わざるを得ないだろう。


    「どうどう、兄あにっち？　かわいい？」


    「べ、別にそんなのどうでもいいから、ファスナーを閉めてくれ」


    　いかん、クールにそっけない態度を取るつもりだったのに、赤くなって微妙にあわててしまった。これでは、照れてると思われてしまう。焦あせっている俺の背中のファスナーを、妹はピッと上げてくれた。


    「兄っち、背中に手が回らないの？　高校生のくせに体固いぞ、ストレッチしなよ？」


    「大きなお世話だ！」


    　とはいえ俺が不思議なのは、女子のワンピースとかは背中にファスナーがあるやつが多いんだが、どうやって着脱してるんだろうか？　いや、「背中のファスナーは殿方に下ろしていただくためのものですわ」とかベタな答えはいらないんだが、女子は男子よりも関節が柔らかいのだろうか。あるいは、メイドがふつうに家にいた時代の名な残ごりなのだろうか。


    「こむぎゅり～ん♪　小こ麦むぎもサンタコス、できあがりですぅ～！」


    　小麦はケープつきで、露出がかなりおさえめのワンピーススタイルである。ひざをそろえて足を大きく開き、指をチョキにしてウインクするという、そうまであざといと胸焼けしそうなポーズを取って、居間にやってきた。どうでもいいが、わが家の居間は畳の和室なので、サンタコスがものすごく浮いて見える。


    　あざとかわいい小麦が、あざとかわいい[image: ]の擬音とともに、あざとかわいいサンタコスをすると、著しくあざとかわいくなる。わざと露出を絞っているのも、帽子も、雪だるまみたいなふわふわの真っ白いポンポンも、すべてがあざとかわいい。


    「わー、小こ麦むぎかわいいー♪」


    　妹がぱちぱちと拍手する。小麦が「計画通り」と言わんばかりの黒い笑みを一瞬浮かべたのを、俺は見逃さなかったぞ。ふと、小麦が俺のほうにも目を向けて、尋ねてきた。


    「あっ、あの、お兄にい様のご意見はいかがですぅ？」


    「えっ？　あ、ああ、ふつうにかわいいと思うけど」


    「そ、そうですぅ？　よかったですぅ～」


    　小麦はホッと胸をなでおろした。何がよかったと言うのだ？　小麦にとって俺は路ろ傍ぼうの石のごとき存在のはずである、俺の評価なんぞ何の意味もなさそうなものだが、何でわざわざ聞いたんだろう？


    「あれっ、みかんちゃんは？」


    　妹が、きょろきょろした。


    「ごめんごめん、うまくくっつかなくてー♪」


    　と、みかんが走ってきた。くっつくって、何のことだ？


    　みかんは、セパレート水着みたいなサンタ服を着ていた。妹はこれを、中一のときのクリスマスキャロルで着たと言っていたが、このヘソ出しルックで十二月の町角に立って歌ってたのか？　水球で鍛えた筋肉で体温が高い妹にはヘッチャラピーだったかもしれないが、見てたほうはさぞ寒かったことであろう。


    　いや、そんなことはともかく、きゃしゃで手足がすらりと長い体にツインテールにセパレート水着風のサンタ服というのは、何やらキャラ的にすっきりと完成されていていいもんだと思ったが、何か違和感がある。その違和感とは……。


    「ヒゲっ？」


    　俺は、思わず目をこすった。みかんの顔に、白いサンタのひげがついている。くっつくとは、これのことだったのだ。


    「どこから出てきたんだ、このヒゲは！」


    「伯父さんのトナカイといっしょに入ってたよ」


    　みかんが答えた。俺の父親はほんとに毎日会社で大変みたいだ。


    「いやでも、サンタコスの場合、そのヒゲは違うだろ！」


    「なんで？　コスプレっていうのは、衣装のまねっこでしょ？　サンタさんのまねっこといえば、やっぱヒゲでしょ？」


    「いやちがう、みかんが言ってることのほうが正しいのかもしれないが、俺が知り世間の人々が期待するサンタコスとは明らかに違う！」


    　せっかく首から下はエロカワ風にばっちり決まっているだけに、残念感が半はん端ぱ無い。このへんのさじ加減がわかってないところが、子供らしくてかわいいのではあるが。


    「きゃーみかんちゃん、かわいい、ふわふわ～」


    　しかも、妹にはこのヒゲが大好評である。いいのか、妹よ。


    　みかんのヒゲに頰ほおをスリスリして、とっても喜んでいる妹と、てへぺろ状態でうれしそうなみかんを見て、小こ麦むぎがギリッとくちびるをかんだ。


    「単なるふつうのあざとかわいいのではなく、あえて外してくるという高度にひとひねり加えたあざとさ、みかんちゃん、恐ろしい子ですぅ……！」


    　いやいや、怖い怖い。そんなみかんは、俺のトナカイ姿を見て、目を輝かせた。


    「わー、あすにぃ、トナカイさんになってる！　かわいーい！」


    　座っている俺のほうへトトトッと走ってきたので、やっぱり子供は着ぐるみが好きだなあ、抱きつきにくるのかなあ、とのん気にかまえていたら、


    「ホーホー、進めルドルフー！」


    　いきなりサンタの物まねをしながら、みかんが俺の背中にドンと乗っかった。


    「ぐええ！」


    　俺はあぐらをかいて座っていたので、そのまま上半身が前に倒れて、体育のときのストレッチみたいな状態になった。みかんは軽くて、三十五キロぐらいの感じである。まだ肉があまりついていない小さいおしりが、俺の背中をぎゅうっと圧迫する。


    「こ、こら、どけ！　背骨が折れる！　そもそもサンタが乗ってるのは、トナカイじゃなくてソリだ！」


    「あすにぃ、『烏イ賊カ』って十回言ってみて？」


    「イカイカイカイカイカイカイカイカイカイカ」


    「サンタさんが乗ってるのはなーんだ♪」


    「だから、トナカイじゃなくてソリだから降りろー！」


    　俺は思いっきり背筋に力を入れて上体を起こし、背中の上で遊んでいるみかんをコロリンと落っことした。妹が、ほほ笑そうに目を細める。


    「二人、ほんと仲よしだね♪」


    「ここでその感想はおかしいだろ！」


    　そのとき、家のチャイムがピンポーン♪　と鳴った。助かった、逃げるチャンスである。


    「はいはーい」


    　俺は急いで、トナカイ姿でやっさもっさしながら玄関に出た。ドアを開けると、傘をさした緋ひ影かげがそこに立っていた。


    「あれ、緋影？　どうしてウチに？」


    「現地集合しようと思ったのですが、何番のバスに乗ればいいのかよくわからなかったので、いっしょに行こうと思ってこちらに来たんです」


    　妹たちのサンタコスが、中学生のときのサンタ服の使い回しで少し子供っぽい感じであるのに対して、緋ひ影かげのサンタコスはえらく大人っぽい。ワインレッドの肩出しワンピで、腰にはクリスマスのプレゼントのような黒いシルクのリボンが巻かれている。左手に包帯がびっしりなのは、消しゴムはんこでケガした指先と、結膜炎のせいで打ち身ができた腕の部分をつなげて、まるで貴婦人のロング手袋みたいになっているせいだ。


    「っていうか、十二月の小雨の日に肩出しって、寒くないのかそれ」


    「真冬の水球で鍛えてますから、まったく平気です」


    　緋影の声を聞いて、妹たちがわらわらと出てきた。


    「ひゃー、緋影さん、大人っぽい！　かっこいー！」


    　みかんが目を輝かせる。どうもみかんは、黒がかわいいと言ってみたり、こっち系のファッションが好きなのかもしれない。


    「ほんと、かっこいいですぅ。クリスマスの深夜によく再放送されてる、Ｂ級ホラー映画のにせサンタみたいで」


    　小こ麦むぎ、いきなり満面の笑顔でケンカを売りにいった。こいつはほんとに、恋こい敵がたきへの攻撃は容赦がない。しかし、


    「あっ、ほんとだー！　ホラー映画みたい、かっこいいー！」


    　そのような牽制球は、ホラー映画大好きな妹の前では、敵に塩を送る結果となってしまった。小麦はぐぬぬと歯がみし、緋影は珍しくてれっと照れて、包帯を巻いた人差し指で自分の鼻先をポリポリかいた。

  


  [image: ]


  
    「ひゅ、日ひゆ向うがさんにほめていただけると、光栄です」


    「じゃ、みんなで出発しようか！」


    　妹はにこやかにそう言うと、俺の鼻の頭に、トナカイの鼻の赤いボールをぺたっと貼りつけたのだった。


    



    　この格好で電車に乗って、不審者とまちがわれないかと俺は少し心配だったんだが、いざ電車に乗ってみると周りにはけっこうサンタやトナカイがいた。一見サンタコスに見えなくても、赤いコートのすそに白いファーのブレードをつけて、さりげなくサンタふうにしている人もいた。髪に小さいサンタ帽のピンをつけてる人もいた。日本には、すっかりクリスマスが浸透しているようである。


    　ちなみに、みかんの白いひげは、電車に乗るときに窓ガラスに映った自分の姿を見て、何か急に我にかえったらしく、そっと外してバッグの中に片づけられていた。


    　凛りん世ぜの家は、電車を降りてさらにバスに乗り換え、川沿いを山のほうへずっと上がっていったところにある。周りは敷地の広い大金持ちの家ばかりという、高級住宅街だ。どの家も高い塀や生け垣、さらにその中の庭木に阻はばまれて、外から家を見ることができない。


    「うわあ……すっごい家。凛世さんって、想像以上にすっごいお嬢様？」


    　家の周りをぐるっと長い塀で囲まれ、巨大な庭木が森のように茂る凛世の家の門の前で、初めてここに来るみかんはびっくりして、後ろに倒れるんじゃないかというぐらい背中をそらして、高い庭木のてっぺんを見上げた。


    「そう、めちゃくちゃすっごいお嬢様だよ。家は貿易の仕事をしていて、港にいくつも倉庫や船を持ってるんだって」


    　妹は、わりと何ということもなさげに語った。たぶん、妹の性格では誰に対しても、たぶん相手が世界一の大国アメリカの最高権力者である大統領だったとしても、


    『お初にお目にかかる、わたしはアメリカ大統領である』


    『あっこんにちはーどうもー』


    　みたいなノリなのであろう。しかし、妹はサラッと言ったが、そのいくつもある倉庫のひとつに俺は監かん禁きんされたこともあるのだが、とにかくでかい。そのへんの物置なんかとは比べ物にならない。そんなのを何個も持ってるうえに、巨大な船も持っている。


    　そんな超絶お嬢様だから、フィアンセなんかもいたりした。それも将来を嘱しよく望ぼうされた、青年実業家である。ところが、凛世は俺と駆け落ちした。フィアンセは、なんとなく俺のことを認めてくれたみたいで、その場は収まったのだが、ものすごく冷静に考えてみると、俺はそんなお嬢様と駆け落ちした相手なのである。


    『ひょっとして、これはヤバいんじゃないか？　駆け落ちした相手の男が家にくるなんて、どこからどう見ても、ご両親にご挨あい拶さつ的なパターンじゃないのか？』


    　たしかに俺と凛りん世ぜは最近わりと仲がいいが、凛世の家までいざやってきて、今までのことをいろいろ思い出してみると、どう考えてもつりあわない。凛世の両親からすれば、駆け落ちのときは別に怒ってないふうだったけど、実は娘をたぶらかした馬の骨だと思われてるかもしれない。いかん、背中にじっとりと脂汗が流れてきたのは、トナカイの着ぐるみが暑いからだけではない。帰りたい、帰ろうかな、帰ってしまおう。


    「いらっしゃい、来てくれてありがとう！　わあ兄あに貴きさん、これってトナカイ？」


    　帰れなかった！　凛世に後ろからトナカイ服をつかまれて、俺の逃走は失敗した。


    「きゃー、凛世かわいい！」


    　妹の嬌きよう声せいが俺の耳もとで響く。


    　俺は振り返った。俺の服をつかんでいる凛世を見たとき、俺はまるで世界中の時間がその瞬間、完全に静止してしまったかのように思えた。


    　寒い冬の空気の中で、凛世の白い肌はいっそう白く、一方では頰ほおやくちびるの血色を引き立たせて、化粧もしていないのにまるで薄化粧をしているかのように、いつもの凛世よりも大人っぽい雰囲気が漂っていた。


    　サンタ服は、まるで教会のシスターのようにかっちりと首まで隠し、赤い上着には純白の羽毛があしらわれている。俺はその瞬間、いつも凛世が髪に飾っている白いヘアバンドのリボンが、まるで天使の羽根のようだと気づいた。


    「ど……どうしたの、兄貴さん？　これ、似合わなかったかしら？」


    　凛世がとまどった。そんなことは決してない、と断言したいのに、体が固まってしまって声も出せない。凛世が不安そうな表情になるので、気ばかり焦あせってしまう。


    　そのとき、小こ麦むぎが横から口を挟んでくれたので、俺は助かった。


    「そんなことないですぅ、よくお似合いですぅ。これ、クリスマスキャロルのときの使い回しではなさそうだけど、ひょっとしておニューですぅ？」


    「え、ええ、わたしにはちょっとデザインが甘すぎるかなとか、中学校のときのでいいと思ってたんだけど、ねえやたちが……」


    　困った表情の凛世の後ろに、わらわらっと紺色のメイド服のメイドたちが集まってきた。


    「そんなことはございませんわっ、凛世お嬢様！」


    「お嬢様はふだん、控えめでまじめな性格ゆえ、あまり甘い感じの服を選ばれませんから、イベントのときぐらいはっちゃけなくては！」


    「お嬢様はわたしたちの天使ですっ、フェザーの飾りは正義です！　ほんとは背中に天使の羽根をつけたかったけど、そこまでは遠慮したのです！　たまにはわたしたちの福ふく利り厚こう生せいのため、ブリブリ甘々でお願いします！」


    　たしかメイドたちがドレスコードにうるさいのでサンタコスで、みたいな話だったが、どうもそういう問題でもなさそうな気がする。まんまと[image: ]だまされてしまったのであろう。


    　しかし、メイドたちがこのフェザーの服を着せたかった理由も、よくわかる。いつものピシッと隙のない雰囲気とは違って、クリスマスの粉砂糖がかかった砂糖菓子のように甘々である。もともと美人であることは知っていたが、こんなにかわいかったっけ……？


    「ちょ、ちょっと兄あに貴きさん！　似合わないのはわかってるんだから、そんなにジロジロ見ないでよね！」


    「え、あ、いやその……」


    　いかん、全然声が出てこない。怒りんぼの凛りん世ぜは、俺の答えを待たずに真っ赤な顔で怒ると、妹たちを連れて家の中に入ってしまった。


    「……いやその、似合ってなくなんかない、って言いたかったんだが……」


    　俺は、どうにもタイミングが悪い。やっぱり帰ろうかな、と思っていたら、いきなりメイドの間から一人の女の人が出てきて、俺の手を取った。


    「お待ちしておりました、日ひゆ向うが様。三み剣つるぎ家にお仕えしております女執事の六ろく天てん麻ま耶やと申します」


    　背の高い女の人だった。肌をいっさい露出しない、首まで詰まった長袖のロングドレスを着ている。年は、たぶん五十歳ぐらいだろうか。すごく厳しい感じではあるが、顔立ちは整っているので、若いころはかなりの美人だったと思う。


    「し、執事？」


    　メイド喫茶や執事喫茶にしか生息していないと思っていた執事が、目の前に実在していることに俺は驚いた。六天さんは、うなずいた。


    「そうです。お嬢様はわたしを、ばあやとお呼びになっておりますが」


    　凛世の話によく出てくるばあやって、この人のことだったのか？


    「は、初めまして、日向明あ日す太たです。いつも凛世さんの着物の着付けをされているそうなので、てっきり和服の、もっとご高齢の方かと……」


    「三剣家はごらんの通りの純日本家屋ですが、旦那様と奥様が貿易の仕事をなさっているので、基本的に舶はく来らいかぶれなのです。お嬢様がねえやと呼んでいらっしゃるのは、そちらのメイドたちのことですわ。旦那様と奥様は年明けまで仕事で外国にいらっしゃいますので、本日はわたしがパーティーのお世話をさせていただきます。どうぞこちらへ」


    　ハキハキと、理り路ろ整せい然ぜんと、そして有無を言わせず、六天さんは俺を玄関へ入れた。玄関を入った上がりかまちにはクリスマスツリーが飾られていて、純和風建築の家屋と見事な不協和音を奏でていた。仏教徒の国のキリスト教のお祭りにふさわしい、混こん沌とんっぷりだ。


    　六天さんは先に廊下のほうへ行き、俺は着ぐるみで靴を脱ぐのに四苦八苦していた。ふと、玄関の外にいるメイドたちのひそひそ話を、俺の地獄耳がキャッチした。


    「日向様って、荒れ狂う川に落ちたお嬢様を助け上げられたり、略奪駆け落ちされた方だからどんなにワイルドな方かと思っていたら、ずいぶんおとなしそうな草食男子ですのね。意外ですわ、顔立ちも雰囲気も、まるでお地蔵様みたい」


    「優しそうな方なので、いつも旦那様と奥様がお留守で寂しい思いをされているお嬢様にはぴったりだと思いますけれども、問題は六ろく天てんさんのお眼鏡めがねにかなうかどうかですわね」


    「旦那様と奥様も、六天さんの人材登用眼に心から信頼を置かれていますもの。『六天とは、第六天魔王・織お田だ信のぶ長ながの略だ』と[image: ]うわさされるほど厳しい方で、少しでも仕事に不真面目なメイドはひと目で見抜かれて、容赦なくクビを切られてしまいますわ」


    「ピーピーヤカンが壊れたときも、『鳴かぬなら捨てておしまいなさい！』と、容赦なく廃棄処分にされたし、お嬢様につく悪い虫も、延えん暦りやく寺じの焼き討ち同様、じゃま者は徹底的に合理的に排除されてこられましたもの。あんなに優しそうな方で大丈夫かしら、日ひゆ向うが様」


    　聞くんじゃなかった……凛りん世ぜの両親がいないということはわかったが、もっと怖いのが、あの「ばあや」だったのだ。俺は、固まってしまった。


    「お靴は脱がれましたか？」


    　六天さんの声が鋭い。俺は妙に緊張してしまって、あたふたと立ち上がった。


    「はい、お待たせしました！」


    「お嬢様がたは先に奥の部屋でパーティーを始められる予定ですが、少しお時間をいただけますでしょうか」


    「は、はい」


    　まるで受験のときの面接のようである。何を聞かれるだろうと思って、俺は背筋を正した。背筋を正したといっても、トナカイの着ぐるみを着て鼻には赤いボールがくっついている状態なのだが。


    「お嬢様から日向様のことは、よくお聞きしております。幼いころからご両親の仕事関係の人に囲まれて、あまりご友人のいらっしゃらない方でしたが、中学生になって初めて今日きよう子こ様がお友達になってくださって、毎日のように今日子様のお話でした。それが、高校に入ってしばらくしてから、同じ日向様でも、お兄にい様の明あ日す太た様の話も加わって……最初は今日子様九対明日太様一ぐらいの感じだったのに、だんだん明日太様の話が増えていったのです。今だと半々、いえ、明日太様のほうがやや多いという感じです」


    　俺は驚いた。凛世が家で俺の話をしているなんて、考えたこともなかったのだ。俺の知らないところで、凛世が俺のことを考えて話をしていると思うと、とてもくすぐったい。


    「わたしが拝見したところ、物静かで知的な学者肌でいらっしゃるのに、お嬢様が川に落ちたときや駆け落ちしたときには身を挺ていしても助けてくださって……いざというときには、勇敢でいらっしゃるのですね」


    「は、はい、その節はご迷惑をおかけしました」


    　俺は頭を下げて謝った。すると六天さんは、首を横に振った。


    「いいえ、あの駆け落ちのことは、わたしは感謝しているのです。ずっとお嬢様のおそばでお仕つかえしていたわたしには、お嬢様の望まれていない縁談であることはわかっておりました。ただ、使用人の立場で差し出がましい口を挟むことができませんでした。ご両親も、あまりにも仕事で家を留守にしすぎてお嬢様のお気持ちをきちんと聞かないまま話を進めたことを、反省されていました。日ひゆ向うが様がいらっしゃらなければ、悲劇になっていたかもしれませんわ。ですから、あなたには感謝しているのです、日向様」


    　六ろく天てんさんの厳しい表情に、優しい笑顔が浮かんだ。凛りん世ぜの両親のことはよく知らないが、目の前の六天さんを見ていると、凛世によく似ている気がする。凛世が、この人に幼いころから育てられたからだろう。六天さんの言葉に、俺はホッとした。駆け落ちのことで怒られる覚悟をしていたからだ。そのとき、ふと、六天さんが俺にささやいた。


    「それで……ぶっちゃけた話、お二人はもうお付き合いなさっているのですか？」


    「はあああっ？」


    　俺は思わず、すっとんきょうな声を上げた。お付き合いってそんな、俺は凛世とつりあっていないわけだし、妹の友達として大事にはしていたが、そんなふうに考えたことなど一度もなくて、俺はとまどいまくってしまう。六天さんは、さっきまでの厳しい表情とは打って変わって、おちゃめにウインクして見せた。


    「大丈夫ですわよ、日向様。お嬢様のご両親は海外と貿易しているだけあって、けっこうオープンでアメリカンな性格で自由恋愛至上主義でいらっしゃいますから」


    　じ、自由恋愛？　恋愛っ？　誰と誰が？　俺と凛世が？


    「そして海外をよく知っていらっしゃるからこそ、ふだんは静かなること林のごとし、でもいざというときには迅はやきこと風のごとし、友の危機にはいざ鎌倉で駆けつける大和やまと魂だましいの心意気を、高く評価されているのです。わたしも日向様なら、長年手塩にかけてお育てしたお嬢様をお任せしてもよろしゅうございますわ」


    「そ、そ、それはどうも……」


    　認めてもらって、俺は一応ホッとした。一応ホッとはしたものの、今度は別の意味で、責任感みたいなプレッシャーのようなものがわきあがってきて、俺はますます緊張してしまったのだった。


    



    　緊張して、右手と右足がいっしょに出ながら、俺はカクカクと廊下を歩いて、一番奥の部屋へ行った。


    「兄あにっち、おそーい！　六天さんがいいって言ったから、先に食べてるよー」


    　妹たちは、大きな座卓の周りに座ってもうスタンバイＯＫだった。座卓の上には七面鳥の丸焼きやオードブルやフルーツバスケットなど豪華なごちそうが並び、薪まきの形をしたブッシュ・ド・ノエルというケーキが置いてある。メイドたちが、シャンパングラスによく冷えたシャンパン風の炭酸飲料を注いでいった。


    「悪い悪い」


    　俺は、どこに座ろうか、と見回した。凛りん世ぜが俺のほうを見ていて、一瞬視線が合った。ドキッとしてしまって、さっきの六ろく天てんさんの言葉を思い出して俺は意識してしまい、


    「こ、ここにしようかな」


    　と、あわてて視線をずらしつつ、凛世から一番離れた座卓のすみっこに座った。


    「あすにぃ、そんな端っこだとごちそうに手が届かないよー？」


    　みかんが、オードブルのメロンの生ハムのせをモグモグしながら言った。凛世は俺のほうをちらちら見ていたが、何も言わない。でも、ちらちら見る視線が突き刺すように鋭いし、さっきもいきなり怒っていたし、水球部の見学に行ったときも怒っていたので、俺が何をしたのか知らないが、とりあえず怒っているんだろう。刺激しないのが一番だ、と思って俺も黙って、ケーキをもぐもぐ食べる。


    「あっ、兄あにっち、ほっぺにクリームついてるよ」


    　妹がそう言うと、いきなり俺のほうによつんばい状態で身を乗りだして、俺のほっぺたのクリームをぺろんとなめ取った。あまりのことに俺はしばし固まり、十秒ほどたってようやく硬直が解けると、全力で後ずさった。


    「ななな！　何しとるんだ、酔ってるのかっ？」


    「えー、シャンパンジュースで酔うわけないじゃん」


    「女子だけでパーティーしてると、何となく女子校テンションに戻っちゃうですよねー」


    　小こ麦むぎが適当に話を合わせながら、こっそり自分のほっぺにもクリームをくっつけているのを、俺は見逃してはいない。ふと妹は、凛世のほうに向き直ると、


    「そうそう、凛世。今日はパーティーに誘ってくれてありがとう♪　これ、あたしからプレゼントだよ♪」


    　妹が凛世に小さな箱を手渡した。箱には、わんぱくパークの包装紙が巻いてある。凛世はびっくりして、妹を見た。


    「ありがとう、今日きよう子こ。気をつかわせちゃったわね、よかったのに」


    「てへへ、実はクリスマスプレゼントのつもりじゃなくて、きのうわんぱくパークに遊びに行って『世界の粘ねん菌きん展』ですごくきれいだったから、凛世に似合いそうだと思ってお土産に買ってきたんだ」


    　凛世が箱を開けると、水滴のような小さな宝石がついた細い銀の鎖のネックレスだった。


    「わあ、かわいい……！　わたしが水球部だから、水のしずく？」


    「ううん、粘菌展で買ったから、つるんと丸いタマホコリカビの子実体をあらわしてるんだって。今日の服に似合いそう、つけてみて？」


    　妹が、凛世の首に両手を回してネックレスをつけてやった。黒いえりの胸もとで、ネックレスはきらきらと北極星のように光っている。みかんと小麦も、目を輝かせた。


    「ほんとだ、きれいー！」


    「さすがキョコたんですぅ、センス抜群ですぅ」


    「でも今日きよう子こ、小こ麦むぎ、わたし何もプレゼント準備してないんだけど……」


    　凛りん世ぜがとまどうと、妹はにっこり笑って答えた。


    「パーティーを開いてくれたし、それにあたしはサンタさんにプレゼント頼んであるからいいんだよ☆」


    　しまった、妹はまだサンタさんのプレゼントを待っていたのか。俺は何もプレゼントを用意する余裕が無かった、妹にも、凛世にも。どうしよう、と焦あせっている横から、緋ひ影かげもおずおずと包装紙で包んだ薄い箱を差し出した。


    「あの、わたしからもプレゼントです。せっかくのパーティーなので、みんなで観ればいいと思って。ほんとはきのう、自分用に買ったものでしたけれども、プレゼントを準備する時間が無かったのですみません」


    　緋影も、きのうショッピングモールから帰ってから招待状を受け取ったんだろう。


    「わあっ、みんなで観るなら、みかんが開けてもいい？」


    　みかんが目を輝かせた。子供は、プレゼントの包装紙をむくのが好きだな。


    「いいですよ。中身は、サンタさんが出てくるビデオです」


    「わーい、みかんサンタさん大好き！」


    　俺は一瞬、その包装紙がドクロの模様なので心配になったのだが、果たしてみかんが取り出したのは、『地獄の血みどろサンタクロース』というＤＶＤパッケージだった。


    「あれ？　どうしてサンタさんがチェーンソー持ってるの？」


    　みかんが、不思議そうに小首をかしげる。やばい、子供の夢を壊してはならない！


    「そ、それはね、今は煙突の無い家が多いから、家に入れないときに壁をくりぬいて入ってくるためだよ？」


    「へー、大変だねー」


    　よかった、信じた。


    「うん、サンタさんって大変なんだねー」


    　妹も信じた、むしろおまえまでこれで納得したのがびっくりである、妹よ。


    「もう一枚、『続・恐怖のグロドロゾンビーズ～宇宙からの熱死線』もあります」


    「緋影っち、それはもはやクリスマス関係ないですぅ」


    　小麦からツッコミが入った。緋影はムッとする。


    「人のプレゼントに文句をおっしゃる草くさ野のさんは、何か持ってこられたのですか？」


    「もちろんですぅ～。小麦はこんなこともあろうかと、クリスマスのずっと前からプレゼントを作って持ち歩いていたですぅ。皆さんにさしあげますですぅ」


    　そう言って小麦がバッグから取り出したのは、クリスマスのリボンがかかった、かわいいジャム瓶だった。ジャム瓶の中には、クリスマスらしい緑色のジャムが入っていた。


    「わあ、きれいなジャム、それにパッケージがすっごくかわいい！」


    　みかんが目をキラキラさせる。凛りん世ぜも、感心してジャム瓶を見た。


    「ほんと、すごくなめらかできれいにできてるわ。小こ麦むぎって料理が上手だったのね」


    「クリスマスにぴったりのグリーンだね、メロンなの？　キウイなの？」


    　妹が、瓶のふたをパカッと開けた。途端に、瓶の中からウゾゾゾゾゾッとジャムが[image: ]はい出し、瓶を持っていた凛世の袖から体のほうへ移動していった。


    「きゃああああ！　なっ、何これぇ！」


    　凛世は悲鳴を上げる。


    「凛世っ、どうしたの？」


    　抱かかえ起こそうとした妹の袖のほうに、その緑のジャムは分裂して移動し、サンタ服の胸の谷間にシュルンと潜りこんだ。


    「きゃーっ！　やだっ、何これ、くすぐったいよぉ！」


    「小麦のクリスマスプレゼントの、粘ねん菌きんですぅ♪」


    　すがすがしい笑顔で、小麦は答えた。粘菌というのは、アメーバ状のグチャドロした変形菌のことだ。アメーバとちがうのは、ひとつの細胞の中にときに一億もの細胞核を持った、直径一メートルもの巨大なグチャドロした単細胞生物の姿を取ることもってうわあああ、グチャドロが俺のトナカイの服の中にも入ってきたぁぁぁ！


    「保健室で小麦のかわいいタマホコリカビたちを掛け合わせて、通常の粘菌の一万倍の移動速度を持つ新種の粘菌をせっせと手作りしたですぅ。クリスマスのサプライズにぴったりだと思って、持ってきたですぅ」


    「サプライズの意味がちがうと思う！」


    　俺は服の中に潜りこんだ粘菌を、ちぎっては投げながらどなった。


    「きゃー♪　すごーい、かわいい！」


    　自然児のみかんは、さすがに粘菌にも耐性があるのか、手のひらの上にプルプルしたのをのっけてナデナデしている。粘菌もみかんにはなついて（？）いい子でプルプルしていた。そして緋ひ影かげは、緑の粘菌がプルプルしながら床を[image: ]って緋影にも近づいていったのだが、


    「……何か？」


    　凍りつくような目で見られて、すごすごと引っこんでいった。


    　妹はひたすら面白がってくすぐったがっていたが、凛世のほうはこういうのがかなり気持ち悪いらしく、半泣きになっていた。


    「やだっ、誰か取って！　やあぁぁん！」


    　体にぴったりした凛世の服の下を、ごそごそと粘菌が動いているのが見えた。俺もトナカイの服の中で粘菌が暴れてるが、凛世がかなり嫌がってるから、先にあっちを助けてやらなければならない、と思った。俺は、凛りん世ぜの服の下でうごめいている粘ねん菌きんを、動体視力全開で必死に動きを目で追った。


    「ひゃあん、やだっ、いやぁぁー！」


    　ほとんど完泣き状態になりつつある凛世のスカートのすそがモゾモゾと動いたかと思うと、にょろりん、と粘菌が出てきた。


    「今だ、つかまえたー！」


    　俺は猫がゴキブリを捕まえるような勢いで、反射的に粘菌を両手で捕まえようとした。


    　粘菌が逃げたのと、凛世が粘菌から離れようとして体をひねったのは同時だった。


    



    　むにゅり。


    



    　俺の両手が思いっきりつかみ上げたのは、粘菌ではなかった。それよりもはるかに柔らかい、凛世の胸だった。


    　凛世の顔がカッと赤くなり、涙目で俺をキッとにらんでどなった。


    「何するのよ、バカーっ！」


    「はわわわ～……やりすぎたですぅ」


    　諸悪の根源の小こ麦むぎが、ほっぺをポリポリ搔かいていた。

  


  [image: ]


  
    　とりあえず、小こ麦むぎは粘ねん菌きんを片づけた。


    　妹とみかんは、小麦の計画通りこのサプライズで大いに盛り上がり、そのあと緋ひ影かげが持ってきたＤＶＤもすごく盛り上がって観ていた。


    　緋影のテンションが平坦なのはいつも通りとして、問題なのは俺と凛りん世ぜである。サプライズどころではない粘菌事件のせいで、せっかくのパーティーだというのに、ものすごーくばつが悪い。甘いケーキを食べていても、砂をかむような感じだった。


    『……うう、また凛世がこっちをにらんでいる。不可抗力とはいえ、女子の胸を思いっきりつかみ上げるなんて、悪いことをしたよなあ……』


    　ホラーＤＶＤを観ている間も、凛世はほとんどテレビではなく俺のほうを見ていた。よっぽど怒ってるんだろうな、と思ったとき、ふと凛世が俺に声をかけた。


    「……兄あに貴きさん、トイレに行きたくない？」


    　へ？　なんで、このタイミングで俺のトイレの心配なんだろうか？


    「いや、別にまだ大丈夫だけど……」


    　とまどっていると、凛世はまた言った。


    「それじゃ、外の天気が気になるので縁えん側がわに出てみたりしたくない？」


    「いや、窓から見られるし。まだ雨が降ってるな、雪になるかな」


    「外で物音がした気がするわ」


    「雨の音だと思う」


    「ふだんは女は修行のじゃまをする悪魔マーラだとか女嫌いの伏線を張りまくってるのに、どうしてきょうにかぎってみんなといっしょなわけっ？　俺は女なんかといっしょにいられないとか言って、一人になるようなキャラでしょ、兄貴さんはっ？」


    「なんで俺がそんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな一匹狼キャラに見られてるんだ！　パーティーなんだからそりゃ空気読みますよ、それぐらい礼儀というやつだ」


    「どこが空気読めてるのよ、バカ！」


    　なぜ、みんなといっしょにパーティーを盛り上げようとしている俺が[image: ]しかられるのだろう。というか、ここしばらく凛世はずーっと怒っている気がするのだが、ほんとに何かあったんだろうか？　俺に相談したくないようなことなんだろうか？


    　俺が悶もん々もんとしていると、メイドさんが何人か、おじぎをして部屋に入ってきた。


    「ジュースのおかわりはいかがでしょう、お持ちいたしますか？」


    　ちょうどよかった、この重苦しい空気に耐えかねていたところである。


    「あっ、いいです、俺が取りに行きます！」


    　俺は立ち上がって、逃げるように部屋を出たのだった。


    



    　俺は廊下に出ると、ほかのメイドさんに場所を聞いて、厨ちゆう房ぼうへ向かった。そこでシェフの人が、ジューサーに皮をむいたオレンジをいっぱい押し込んでオレンジジュースを搾しぼり、大きなガラスのピッチャーに入れて、どうぞと俺に渡してくれた。


    　ガラスのピッチャーはかなり重かった。ジュースもたっぷり入っていたので、こぼさないようにそーっと廊下を歩いていくと、ふと、廊下に凛りん世ぜが立っているのが見えた。


    「あれ、凛世。どうしたんだ？」


    　また怒らせるんじゃないかと思って、俺は緊張してしまう。部屋を離れてこんなところまで、わざわざ何をしに来たんだろう？


    「あっ。兄あに貴きさん、今……一人よね？」


    　凛世は、たどたどしく尋ねた。見ればわかる通り、俺は一人でジュースを運んでいるわけだが、だからどうしたというのだろう？


    「あの。その、話があるんだけど……」


    「ジュースを持ってて腕がプルプルするんだが、部屋に戻ってからじゃだめな話か？」


    「そ、そう、だめな話なのよ。その……」


    　凛世は、ものすごくためらっている。ふだん俺のことをポンポンどなるツンゴラ凛世が、何をそんなにためらっているんだろう？　しばらくずーっとためらって、俺は腕がプルプルしていたし、凛世は何度も言おうとしては口を開いて、また閉じて、金魚みたいに口をパクパクしていたのだが、


    「あー！　タイミングがはかれない！」


    　ついに、どういうわけだか頭を抱かかえて座りこんでしまった。


    「いったい何なんだ、さっきから？」


    　わけがわからなくて、とりあえずジュースを部屋に持っていくのが先か、凛世からこの奇行の事情を聞くのが先か、どうしよう……と迷っていたら、そこに、ばたばたばた、と妹たちが走ってきた。凛世はその瞬間、ぱっと立ち上がって何食わぬ顔で妹に尋ねた。


    「どうしたの、今日きよう子こ？　トイレかしら？」


    「じゃなくって、今、兄あにっちがジュースを取りに行ってくれたでしょ？　そしたらメイドさんが、今度はお菓子を持ってきましょうか、取り皿持ってきましょうか、指をふくおしぼりはいりませんか、あれしましょうかこれしましょうかって言うから、メイドさんだけに働かせるのは悪いから手伝いますって言ったの」


    　さすが妹、お手伝い大好きっ子である。凛世は、困ったように笑った。


    「そんなのいいのよ、今日子。それがねえやたちの仕事なんだから、逆に仕事を取ってしまっては悪いわ」


    「そうも思ったんだけど、なんか体が動いちゃうんだよねー」


    　妹は昔から、お手伝いをよくするよい子だった。俺もお手伝いをする気持ちだけはあったんだが、いまいち気が利いてなくてじゃまになるところに突っ立っていたため、「あにっちは、てつだってくれないのが、いちばんのおてつだいだよ！」と妹に言われて、じっとすみっこで座る日々だったのだ。妹が三歳ぐらいのときだったから、妹は小さいころからしっかりしていたというべきか、小さいころから小生意気だったというべきか。


    　ともあれ、そんな感じで妹は、友達の誕生会などに行っても、ほかの子たちがケーキなど食べ終わってお部屋でお人形ごっこなどを始めるかたわら、必ずお片づけのお手伝いをしてくれるよい子ですわーと、よその母親が話しているのを何度か聞いたことがある。


    「それで、廊下の突き当たりで待ってるようにって言われたんだけど、ここで何かお手伝いすることとかある？」


    「このあたりは、大きなパーティーをするときに大広間にするための部屋で、ふだんは何も置いていないんだけど……？」


    　凛りん世ぜは首をかしげた。たしかに障子の向こうは真っ暗で、人の気配も無いのだが……。


    「お待たせしました、こちらにお着替えください！」


    　ぱたぱたぱた、とメイドが二人やってきた。なぜかメイドたちは、畳んだドレスのようなものを持っている。


    「ほえ？　お着替え、って何？」


    　妹が、目をぱちくりんとする。メイドたちは、にっこりとほほ笑んだ。


    「メイド服です。この三み剣つるぎ家では、何事もきっちりと線引きをし、ドレスコードを厳格に決め、ケジメをつけるのが家訓です。家の仕事をするのは使用人であり、使用人はきちんとメイド服を着るのがドレスコードであり、しきたりなのです」


    　どういうしきたりなんだ、それはっ？


    



    　なんでちょっと手伝いをするだけでメイド服を着なければならんのだと思いながら、俺はもとの部屋で待っていた。女子たちは、隣の部屋で着替えている。なぜか、手伝うと言っていないはずの凛世まで、着替えさせられている。


    『たぶん、メイドさんたちはこの機会に、凛世にコスプレをしてほしいだけなんだ。その証拠に、俺の分は無いんだもんな……』


    　そして、着替えてるあいだに俺がテーブルの上の皿などを片づけてしまえるような気がするのだが、たぶんメイドさんたち的には、それをしてはならないのだろう。ホラーＤＶＤも途中で一時停止になっているので、勝手に再生できないし、することがないので俺は、ちびちびジュースを飲んでいた。


    　障子の外が、暗かった。東京のクリスマスの昼はとても短い。二時ぐらいからすでに夕焼け風味で、五時前にはもう真っ暗になってしまうのである。雨の音もしとしとと聞こえていて、家の中はガランと広すぎて、何やら物寂しい気分になる。


    『俺は妹が小生意気で鬱うつ陶とうしいとずっと思っていたけど、凛世はこの家でずいぶん寂しかったんじゃないのかな……』


    　クリスマスに似つかわしくない、日本庭園の鹿しし脅おどしの音が、雨にまぎれて物寂しく響く。俺も何となく、センチな気持ちになっていたのだ……がっ。


    「きゃーっ、キョコたんの胸、またまた大きくなってるですぅ～！」


    「天高く乳ふくらむ秋のたまものですね。日ひゆ向うがさんの生チチ、実によいものです」


    「小こ麦むぎも早く着替えなくてはですぅ、うーんボタンが硬いですぅ」


    「えっ、あたしの胸そんなに育った？　凛りん世ぜのほうが育ったと思うけど……」


    「凛世さんのぱんつ、かわいーい！　大人っぽーい、みかんもこういうパンツ欲しい。このひも、どういう構造になってるの？」


    「あっ、それ引っ張っちゃだめよ、外れちゃう」


    「きゃー、凛世さんのお尻しり、えくぼがあるぅ☆」


    　ん？　お尻にえくぼ？


    　妹たちのセキララな胸トークには、必死に般はん若にや心しん経ぎようを唱えて心を無にしていた俺だが、そこのところでついに悪魔マーラの誘惑に引っかかってしまった。お尻にえくぼって、どういうのだ？　お尻の両側に穴でもあいてるのか？


    「え、えくぼって何？　あんまりお尻を見られると、恥ずかしいんだけど……」


    「これだよ、ヴィーナスのえくぼ！　腰とお尻の間の、背骨の両側にちょんちょんってへこんでる、くぼみのこと。きれいだなー、凛世さんってすっごい美尻！」


    「それって、キューピーちゃんのお尻にある気がする。あれのことかな？」


    「保健室にあった人体学の本に書いてあったですぅ、日本人には少なくて、手足がすらっと長い欧米人にはよくあるので、日本人でもスタイルのいい人にはあるらしいですぅ」


    「ほうほう？　ならば日向さんにもあるはずですね？」


    「きゃー！　緋ひ影かげっち、パンツめくらないでー！」


    「すごーい、キョコねぇにもあった！　かわいーい」


    「こここ！　小麦はいいですぅ、超日本人ズンドウ体型だから、お尻にえくぼなんて無いですぅ！　それより小麦は、早く脱がないと……」


    　俺の中で、悟りを求める俺の心と悪魔マーラとが、大変スペクタクルな戦いを繰り広げている。心を無にしろ、聞いてはだめだ、ましてこの実況状態のセリフから状況を想像してはだめだ尻えくぼ。邪念を捨てて悟りの尻の道をえくぼ進むのだ……。


    『ガーッ！　俺の深層意識の中から、尻えくぼが消えてくれないいいいい！』


    　このままでは堕落してしまう、と焦あせった俺は、座卓にガンガン頭をぶつけて、自分の中の悪魔マーラと戦う。いや、大丈夫だ、百聞は一見にしかずという。すなわち、何十回聞いたって、見なければ、何ということはないはずだ。


    「着替え終わった！　あすにぃ見てー！」


    　ガラッ、とみかんが勢いよくふすまを開けた。


    「きゃー！　まだこっちは着替え中ですっ、みかんさん！」


    　俺の目の前に広がった光景は、緑色のメイド服とツインテールの相性がいやにいいみかんが仁に王おう立ちでふすまを開け、その後ろで、妹の今日きよう子こと緋ひ影かげがヘッドドレスまで着け、さてこれからワンピースを着ましょうか、というところであった。


    　俺は、悪魔マーラの高らかな笑い声を聞いたような気がした。


    



    　悪魔マーラに敗北したショックで、俺はしばらく灰になっていたが、その間に妹たちはやっと着替えを終えて、あらためて隣の部屋から移動してきた。


    「見て見て、兄あにっち！　これ、すっごいかわいい！」


    　妹は、どんな服装であろうとノリノリで、ものすごくなじむ。そばについているみかんも、ふだんちょっとクール系のぴったりした服が多いので、たまにこういうヒラヒラを着せると、女の子らしくてとてもかわいい。


    「ど、どうしてわたしまで、メイド服を着なくちゃならなかったのかしら……？」


    　流されるタイプの凛りん世ぜは、真っ赤になってとても恥ずかしそうにモジモジしている。緋影はどんなかわいいメイド服でも、一瞬にしてゴスに見せて、それはそれでアリかなという説得力を持っている。学校で制服を着てるときはあまり気づかないんだが、こうしてちょっと非日常の服を着るといつもと違う側面が見えるせいか、なぜか女子というものはかわいさが増して見える気がする。昔から、七五三やお祭りで晴れ着を着せるとかわいく見えるのと、同じ理屈かもしれない。


    　特に、ノリノリな妹とみかん、なじみすぎている緋影に対し、ものすごく不慣れそうな凛世の真っ赤な顔は、いつもの凛世とちがう側面を見せて、何というのか、ふだんなら俺なんかいなくても一人でしっかり大丈夫そうな凛世なのに、守ってやらなくちゃいけないような気にさせてしまう。


    　で、メイド服に着替えた妹たちは部屋の片づけを始め、メイドたちも手伝いにきた。ふと、俺は人数が合わないことに気づく。


    「……あれ？　小こ麦むぎは？」


    　別に俺に披露する必要もないわけだから、さっさと廊下に出て片づけを始めたのかな、と思いながら、俺は皿を運んで廊下を歩いていった。思い出してみると、みかんがふすまをフライングで全開にしたとき、すでに小麦の姿は無かった気がする。


    　廊下を歩いていると、奥のほうから声がした。


    「お兄にい様っ、ちょっと……！」


    　厨ちゆう房ぼうとは別の方向に延びる廊下の向こう、ひとつの部屋の障子を薄く開けて、小麦が顔だけ出して俺を手招きしていた。俺だけに聞こえるよう、消え入りそうな小さな小さな声だ。俺は皿を厨ちゆう房ぼうに置いてから、小こ麦むぎのほうへ行った。


    「どうした、小麦？　その部屋、勝手に入っていいのか？」


    「手伝ってほしいことがあるですぅ」


    「うん、何？」


    「あ、あの……」


    　小麦は障子を開けると、俺の腕を引っ張って部屋の中に引き入れ、またすぐに障子を閉めた。部屋の中はほかの部屋同様、何も無い空き部屋である。そして小麦は、なぜかまだサンタ服のままだった。


    「あれっ、まだ着替えてなかったのか？」


    「じゃなくてっ……服が脱げないのですぅ～」


    　小麦は太いまゆ毛を下げて、ものすごく困って泣きそうになりながら俺に訴えた。


    「服が脱げない？　どういうことだ？」


    「ボタンが外れないんですぅ～」


    　俺はかがんで、小麦のサンタ服をよーく見てみた。小麦のサンタ服はケープと一体型になっていて、のどのところに白いポンポンがついており、この裏はスナップでとめるようになっている。その下は、白いボタンでとめるようになっていた。


    「このボタンか。着れたなら脱げるだろ？」


    「そ、それが……」


    　小麦は、恥ずかしそうに顔を赤らめ、胸もとを隠しているケープをそっと開いた。すると、胸もとが結構みっちり中身が詰まっている。


    「この服、ちょっと小さくて……今朝気づいて、ボタンの位置を変えようかとも思ったですけど、でも出発の時間に遅れちゃうし、それで無理やり着たですぅ。無理やり着たのはいいけど、りんりんのパーティーでいろいろ食べたら、中身がふくらんでしまって、ボタンをボタン穴にくぐらせるための余裕がまったく無くなってしまったですぅ……」


    　小麦は悲しげに訴え、自力で脱ごうと挑戦してみせたが、ボタンを引っぱろうとしても押し込もうとしても、余裕が無くてびくともしないのである。


    「何か食べたぐらいで、こんなにキツキツになるのはおかしいだろ。買うとき、ちゃんとサイズを合わせなかったのか？」


    「これは去年、中学でクリスマスキャロルを歌うために買ったですぅ。去年はふつうに着れてたし、身長も去年から伸びてないから、大丈夫と思ってたですぅ……」


    　小麦は真っ赤になって、うつむいた。


    「で、でも体重は一キロ増えたから……たぶん、そのせいで……」


    「一キロぐらいで、いきなりこんなにぱつんぱつんにはならんだろ？　洗濯で縮んだんじゃないか？」


    「とにかく、何とかしてこのボタンを外さなくてはならないのですぅ。お兄にい様、手伝ってほしいですぅ」


    「わかった。ハサミを借りてきて、ボタンの糸を切ろう」


    「このボタン、糸じゃなくて裏から金具でとめてるやつだから切れないですぅ」


    「じゃあ、何を手伝えばいいんだよ」


    「着たときの逆にすれば、たぶんいけると思うですぅ」


    　小こ麦むぎはそう言うと、いきなり両手で自分の胸を、両側からぎゅっと挟んだ。


    「ファッ？」


    　俺は思わず、すっとんきょうな声を上げてしまう。小麦は必死の力で胸を両側から寄せて上げてしているので、サンタ服の胸もとに肉が集まっている。小麦はきゃしゃな外見のイメージもあって胸はぺったんこのイメージがあったのに、寄せて上げると、胸の真ん中に谷間ができていた。けっこう胸があるということなんだろうか？


    　で、非力な小麦が一生懸命に力をこめて、胸を寄せて上げてしているので、力がこもった腕や肩はプルプルと小刻みに震ふるえているし、力をこめているので顔は赤いし息は乱れている。そんな顔で、俺に向かって胸を寄せて上げながら、


    「今のうちですぅ、お兄様、早くボタンを外してくださいですぅ～」


    　と、ねだるような、やや切羽詰まった声で、頰ほおを紅潮させ涙目になって（その理由は、胸を強引に寄せてて痛いからだが）、これはとんでもない精神修行の荒行である。


    「待て待て待て！　なんで俺がおまえのボタンを外さなきゃならんのだ！」


    「小麦がお兄様に頼んでいるから、お兄様はその頼みを叶かなえる義務があるですぅ」


    「なんでそれを俺に頼むんだ！　女の子の着替えの手伝いを男がするわけにはいかないだろ、まして二人っきりで、まして脱がせるとかありえない！　妹とかに頼めよ！」


    「だあってえ～！　お兄様も、小麦がキョコたんのことをクリスマスケーキみたいに全身生クリームとイチゴでデコレーションして、足の指の先からぱっくんちょしたいぐらいに愛してることは、ご存じですぅ？」


    「ごめん、そこまでとは知らなかったです」


    「とにかく、キョコたんに太ったって思われたくないのですぅ～！」


    「じゃあ凛りん世ぜか緋ひ影かげに頼めよ」


    「恋こい敵がたきに弱みを見せるほど、小麦はおばかさんじゃないですぅ。あの二人に頼んだら、小麦がデブったってキョコたんに言うですぅ。天高く小麦肥ゆる秋、とか絶対言うですぅ」


    「被害妄想だ、あの二人はそんなに性格悪くないぞ」


    　小麦をなだめながら、俺は小麦のボディーラインを素早くチェックした。寄せて上げてる胸はたしかに少しボリュームが増えたと思うが、それ以外の部分は相変わらず、ちゃんと肉とか食ってるのか心配になるぐらい細っこい。


    「それに、別に小こ麦むぎは全然太ってないぞ」


    「そんなことないですぅ、実際に去年より一キロ太ったですぅ」


    　一キロってのは、妹の胸も大きくなってたことだし、今は胸が大きくなる時期で一キロは胸の肉の分で、胸肉が一キロ増えたからボタンがしまらなくなったんじゃないかと俺は思ったのだが、今の推測をすべて口頭で語ると、どうしようもなく自分が変質者のように思えたので黙っておこう。


    「というわけで、どうしても皆さんには内緒でこのボタンを外さなければならないのですぅ。お兄にい様、お手伝いよろしくお願いするですぅ」


    「よ、よろしくお願いするって言ってもな……」


    　あまりのことに、俺は頭がクラッとした。何度見ても、つつましかったはずの小麦の胸に谷間ができている。寄せて上げているせいもあるが、一キロ増えた分は胸であると見てまちがいはない。い、いや、なんで俺は小麦の胸の谷間のことなんぞ気にしてるのだ？　仏の教えを極める者にとって邪じや淫いんの欲はご法度である、無む間げん地じ獄ごくに落とされてしまう。


    「色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき、悪魔マーラよ去れ、悟りよ開け、ボタンも開け……」


    　俺は必死に心を無にし、小麦の胸の谷間で埋まる脳内を弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつで塗り替え……いや弥勒菩[image: ]ではたおやかすぎて役者不足だ、筋肉モリモリマッチョマンの仁に王おう像にしよう。


    　けれども、小麦は俺に瞑めい想そうの時間を与えてはくれなかった。


    「お兄様、早く外してくださいですぅ～！　おっぱいの付け根が痛くなってきたですぅ～」


    「胸と言え！」


    　人の心も知らず、まったく小麦は[image: ]う闊かつである。もうこんな荒行はさっさとすませてしまうに越したことはないと思い、俺はボタンに指をかけた。


    「息を吐け、肺から空気を追い出して胸がしぼんだタイミングでボタンを外すぞ」


    「は、はいですぅ。肺だけに」


    「言っとる場合か！」


    「ごっごめんなさいですぅ、はふぅ～」


    　小麦は大きく息を吐いた。そのタイミングで、俺はボタンをボタンホールにくぐらせようとしたが、あまりにも布がぱっつんぱっつんなので、ボタンを押すとボタンごしに小麦の柔らかい胸の肉の感触が伝わってきてしまう。なんか、ボタンごしに胸を指で押してるみたいな感じになってるんだが、いいんだろうか？　そもそも小麦は、男性恐怖症の男嫌いじゃなかったか？　なのに、なんで男に服を脱がせてもらってるんだ？


    「はふぅぅぅ～……」


    　小麦は必死に、ありったけの空気を吐きだした。胸の肉がどんなにぱっつんぱっつんでも、肺がしぼめば胸も下がる。俺はそのタイミングで、素早く胸まわりのボタンを三つ、連続で外した。


    　そこにあったのは、白い胸もとと、コンビニのあんまんぐらいの、つつましくもほどよい大きさの二つのふくらんだ胸の一部分、それにちらっとブラジャーのひらひらしたレースが見えている。これを自分が脱がせたんだと思うと、俺は焦あせりまくってしまった。


    「うわあ、ごめん！　痴ち漢かんじゃない、痴漢じゃないぞ！」


    「いえいえ、ありがとうですぅ。お兄にい様のおかげで、無事に脱げたですぅ」


    　小こ麦むぎは胸を隠しつつも、ケロッとした表情をしている。俺は違和感を抱いた。


    「男嫌いなのに、男に服を脱がされたのに、平気なのか？」


    「はい、一般の男性は今でも怖いけど、お兄様なら平気ですぅ～」


    　小麦は笑顔でそう答えた。


    「また『特別枠』ってやつか？　何なんだ、特別って」


    　何気なく俺は聞いたのだが、そのとき小麦はふと、大きな目でじっと俺を見つめてきた。いつも策を弄ろうして不敵に光っているその目が、頼りなくゆれている。フトマユは困ったように下がっていたし、顔は真っ赤で、くちびるはためらいがちにプルプル震ふるえている。


    「それ……答えなければいけないですぅ？」


    「い、いや、聞かれたくないことなら言わなくても別に……」


    「いえ、そうですぅ、お兄様がそのうち奈良へ行ってしまうということは、時間は無限にあるわけではなく、今のうちにお伝えしておかなければならないということなのですぅ」
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    　小こ麦むぎはぶつぶつと考えこんでから、わりと迷わずに、スッと俺のほうに視線を向けた。


    「というわけで、お答えいたしますですぅ。特別というのは、お兄にい様が小麦にとって特別っていうことですぅ」


    　サラッと放たれたその言葉の意味を俺が理解するのに、十秒かかった。


    「……えっ？　そ、それはどういう？」


    「だから、小麦も自分で自分の気持ちが信じられなくて今でも信じられないけど、どうも小麦はお兄様のことが好きなのかなってぼんやり思ってて……。それが、お姉ちゃんからかくまってもらうときとか、今ボタンが開かないってときに、お兄様なら見られてもさわられても平気だってこととか、いつだって小麦はお兄様なら助けてくれるって信じてるんだなって気づいて、それがダメ押しになって、やっぱりお兄様が好きみたいですぅ」


    　好き？　小麦が？　俺をっ？


    「ちょっと待て！　だっておまえ、男嫌いだったよな？」


    「お兄様は特別だって言ったですぅ、むしろお兄様が小麦の特別であると言えるですぅ」


    「妹のことが好きで、狙ねらってたんだよな？　俺の誘ゆう拐かいに加担するぐらい？　それに、ボタンが開かないことを俺に知られても平気で妹に知られるのは恥ずかしいってのは、やっぱり妹のことが好きってことなんじゃないのか？」


    「それはそれ、これはこれですぅ。キョコたんへの想いとお兄様への想いは、またちょっとちがうものですぅ。どっちも選べなくて、それで余計に小麦も迷っていたですぅ」


    「また何かたくらんでるんじゃないだろうな？」


    　腹黒小麦は、いつも何かと策を弄ろうする。そもそも小麦とは出会いからして、妹から俺を引き離すために俺を誘惑しようとしていたのだ。男嫌いの小麦にそのミッションがこなせなかったので、そのときは未遂ですんだのだが、小麦も半年のうちに経験を積んできていることであろう。ひょっとして、これは再チャレンジじゃないだろうか？


    「たくらむって、何をですぅ？」


    「妹を狙うために、俺を籠ろう絡らくする作戦じゃないのか」


    「それはそれ、これはこれ、今小麦が狙ってるのはお兄様ですぅ」


    　小麦は、じいっと俺を見つめてくる。真剣な目だ。いつも小麦が策を弄しているときは、その目玉にはっきり「うそ」の文字が浮き出てくるぐらいうそっぽいのだが、これはひょっとして、本気なのか？


    「というわけで、お返事聞かせていただきたいですぅ」


    「へ、返事？　今すぐにかっ？」


    「そうですぅ。好きならすぐ好きって答えられるはずだし、そうでなくてどっちにしようかなって延々と考えるようなら、むしろ無理してもらわなくってもいいですぅ」


    　小麦の聞き方は理り路ろ整せい然ぜんとしている。数学の答えみたいに、俺ははっきりとひとつの解かいを出すしかない。でも、好きか嫌いかでいえば、妹の友達なんだし嫌いじゃない。じゃあ好きかといわれれば、嫌いじゃないんだから好きなんだとは思う。少し性格の悪いところもあるが、意外にも底意無しに親切な白小こ麦むぎモードになるときもあるし、そういうときの小麦は頼りがいがあって気持ちが癒やされる。それに外見はかわいくて少し頼りない感じで、男なら守ってやりたいと思うような典型的な容姿である。


    　ということは、俺は小麦に好意を持っているのはまちがいない。しかし、これは「好き」といえるべきレベルの感情なのだろうかというと、俺は今までそんなことを一度も考えてこなかったわけで、答えに窮してしまう。


    「答えを出せって言われても、話が急すぎて、延々と考える以前に頭が働かないんだが」


    「ふむう……それは、仕方ないですぅ」


    　小麦は腰に手を当て、軽いため息をひとつついた。


    「では、とりあえずお返事は保留としますですぅ。けれどもなる早で、可か及きゆう的てき速すみやかに、ＡアＳサＡツＰプでお返事いただけるよう、お願いしておきますですぅ」


    「わ、わかった……と、とりあえず、早く着替えろよな。今ならみんな片づけで右往左往してるから、こっそり混じってもバレないだろうから」


    　それだけ返事をするのが精いっぱいで、俺はあたふたと部屋を出た。


    「どーもですぅ、お世話になりましたですぅ」


    　障子を閉めた後ろから、小麦の声が聞こえてくる。あまりにも突然の告白で、あまりにも意外な相手から、あまりにもサラッとそれを言われてしまい、俺は完全に混乱していた。


    　混乱はそれだけでは終わらなかった。部屋を出た俺の前に、緋ひ影かげが立っていたのだ。


    「緋影っ？　な、何か用か？」


    　息が止まりそうになった。緋影は黙って俺の腕をつかむと、縁えん側がわから沓くつ脱ぬぎ石いしの上に置いてあったツッカケをはいて庭へ出た。俺は混乱したままで、何も考えられずに連れていかれてしまう。夕方になって気温が下がり、庭は凍りつくような寒気に包まれていた。雨も、まだぱらぱらと降っている。トナカイの着ぐるみの俺ですらブルッと震ふるえたのに、薄いメイド服の緋影は寒さなどまったく感じていない様子で、むしろ白い頰ほおは暑そうに赤く染まっていた。


    「今……お兄にいさん、草くさ野のさんと何か話されていましたか？」


    「えっ？　い、いや、別に……」


    　そんなプライベートなことを話すのもはばかられて、俺はごまかした。すると緋影は、眼帯で隠れていないほうの目で、視線で突き殺すように俺をじいっと見つめてきた。


    「『別に何でもない』わけですか、お兄さんにとって、さっきの草野さんの告白は」


    「告っ……何だってっ？」


    　俺はうろたえた。緋影は俺と小麦のやりとりを全部聞いていたっていうことか？　そう尋ねたかった俺の質問を先取りして、緋影は言った。


    「お二人の姿が見えなくて、捜していたんです。わたし、カンがとてもいいんです」


    「別に俺のことなんか捜す必要なくないか？」


    　緋ひ影かげも妹を好きなのだから、俺は関係ないはずである。しかしそう聞いたとき、緋影の赤い顔は、ますます赤みを増し、困惑するように口を開いた。


    「わ、わたしもそうは思ったのですが……最近、どうもわたしはおかしいんです。お兄にいさんのことが気になって、イライラして……」


    　たしかに、いきなりテンションＭＡＸで怒られたりすることが増えてたし、イライラするから原因である俺が死ね的に言われたりもしたが、緋影は以前はいきなりカッターナイフで斬りつけてくる人だったわけだし、ショッピングモールで異能力バトルを繰り広げかける人でもあるので、そんなに気にはしていなかった。でも、緋影はずいぶん気にしているというか、ひどく苦しそうに胸を押さえている。


    「大丈夫か、緋影？」


    「そのイライラがどうしてだか、よくわからなかったんですが、今、お兄さんと草くさ野のさんの二人がいないと気づいたときに全身の血が逆流するような衝撃を受けて……自分でも信じられませんでした、こんな気持ち、日ひゆ向うがさんがお兄さんと仲よくしてるのを見て日向さんを誘ゆう拐かいしようと心に決めたとき以来だったので……」


    「サラッと物騒な告白をしたな」
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    「それで草くさ野のさんとお兄にいさんの会話を聞いてるうちに、胸がどんどんズキズキ痛くなって、お兄さんが返事を保留にしたときにホッとして、そんな自分が不思議でたまらなくて、考えた結果たぶん……」


    　緋ひ影かげは、俺のトナカイの着ぐるみの首輪をぐいっと引き寄せた。背の高い緋影は、俺より少し低い程度なので、顔を近づけるとほぼ同じ高さで近い場所に顔が来る。


    「たぶん、わたしはお兄さんのことが好きなんです」


    「ファッ？」


    　変な声が出てしまった。小こ麦むぎだけでも頭が混乱してるのに、緋影まで俺に告白なんて！


    「草野さんのことは『何でもない』だったんですよね？　つまり、わたしには勝機があるということでよろしかったですね？　なので、答えを聞かせていただけませんか？」


    「じょ、冗談だろ、悪い冗談だよな？」


    「わたしは真剣です。いつだって真剣だってお兄さんも知ってるでしょう。お兄さんが好きなんです、わたしみたいな迷惑ばっかりかけてる女の子を見捨てず親切に接してくれるし、物静かで知的なところもいっしょにいてホッとするし……それともお兄さんは、やっぱりわたしみたいな女の子に好かれては、ご迷惑ですか？」


    「い、いや……あの、その……」


    　俺はとまどってしまう。だがそのとき、


    「あすにぃー。緋影おねーちゃーん」


    　廊下を捜す声が聞こえた。みかんだ。緋影は、俺の首輪を引っ張っていた手を離した。


    「チッ、じゃま者が来てしまいました……。では、お返事は後ほどでけっこうです。わたし待っていますから。いつまでもいつまでも待っていますから、必ずお返事くださいね」


    　いつもなら怖く思えるセリフなんだが、緋影が俺を見つめる目が切なくて切羽詰まっていて、そんなに俺なんかのことを好きになってくれるのが申し訳ない気がしてきた。


    『暴走気味なところもあるけれど、それだけ一いち途ずな娘こなんだよな……』


    　いつまでも待つと言ったら、きっと緋影は本当に俺の返事をいつまでも待っているだろう。これは、きちんと考えてきちんと答えなければならない、うやむやにはできないぞ、と俺は自分の心に言い聞かせた。告白されるというのは、何やらフワフワお花畑っぽいシチュエーションだと思っていたが、実際にはけっこう覚悟がいるものなんだなと感じた。


    　そして、みかんがぱたぱたと俺たちのもとに走ってきた。走るたびにふわふわのメイド服のスカートが揺れて、かわいい。


    「ああ、いたいた。二人とも、お片づけサボってたでしょ！　みかん、二学期末の大掃除のときも男子がサボってたから注意したんだもんね、えっへん」


    「ごめんごめん、まじめに片づけるよ」


    　俺はかなり混乱していたが、みかんのおかげで少し日常に戻ったというか冷静になれた。


    「たしかにそう言われればサボっていました、すみません」


    　緋ひ影かげもそう言って、俺についてきた。


    



    　片づけは、ごちそうの量が多かったせいもあってけっこう時間がかかった。


    　厨ちゆう房ぼうのあたりにはメイドたちがいて、バタバタとにぎやかだったが、少し廊下を外れると、広すぎる屋敷はとても静かだ。さっき、この家を寂しいと感じたのを思い出した。


    　ふと、俺の前を皿を持った凛りん世ぜが横切った。長い黒髪と白い肌に、ストイックなメイド服がよく似合う。というか、凛世はどんな服でもよく似合う。たまにふだんとちがう雰囲気の服を着ると、大変な美少女であったことを思い出させる。駆け落ちしたときの、凛世の白いワンピースや、旅館の浴衣ゆかたや、黒いイブニングドレス……制服（と水球部の水着）じゃない凛世の、学校の外でのちがった姿を見るたびに、凛世がきれいだと再確認するかたわら、凛世の存在がひどく遠く思えた。制服姿で俺をどなりつけていたり、にらみつけていたり、でもたまに文化祭の買い出しの帰りに手をつないできたりする、そんないつもの凛世が、ツンゴラで口うるさいながら、親しみやすくて好きだとも思った。


    『……って、えっ？　俺は今、凛世のことを〈好き〉だと思った？』


    　凛世のことは今問題じゃない、小こ麦むぎと緋影の告白にどう答えるかが問題なのだ。凛世は俺に告白していないわけだし、何より凛世が俺に告白するわけがない。俺と別世界の美少女を目の前に見て、俺はあらためてそう思っていた。


    　凛世は俺に気づくと、あわてて振り返った。


    「あっ、兄あに貴きさん。運転手が今、車の用意をしているって。みんなは片づけが終わったら帰るって言ってるけど、兄貴さんももう帰る？」


    　言われて、俺は腕時計を見た。もう九時が近かった。


    「わっ、もうこんな時間か。うん、もう帰るよ。みかんはまだ小学生だから、早く寝かせないといけないし」


    「そう、帰るの。……そう、そうよね、もう遅いものね」


    　そう言った凛世の瞳、迷子のような頼りない寂しさがあった。しっかり者の気丈な凛世が、時折見せるはかなさは、きっとこの家の孤独な時間が作り出したものだ。俺も子供のころ、楽しく一日遊んだあと、友達が家に帰ってしまうとき、とても寂しかったのを覚えている。家の中がからっぽになるような、何とも言えない寂しさ……でも、俺にはうるさい妹がいた。俺たちが帰ってしまったら、凛世はさぞかし寂しいのだろう。目の前で、今にも泣きそうな顔をしている。元気を出してほしいが、どうすればいいんだろう……。


    「兄あにっちー！」


    　静寂は、妹の足音で破られた。


    「大変なの、みかんちゃんが寝ちゃった！」


    　ひょっとして、帰れなくなった？


    　そのとき凛りん世ぜが、まるで張りつめた糸がゆるむように、ほっと表情を柔らかくした。


    「大丈夫よ、ゲストルームがあるから泊まっていけばいいわ」


    　そう言って、凛世は何か言いたそうに、俺の目をじっと見つめたのだった。


    



    　小こ麦むぎと緋ひ影かげは、運転手が運転する三み剣つるぎ家の黒塗りのベンツで帰っていった。妹が家に帰らない以上、小麦だけ俺の家に帰るのもおかしいし、かといって小麦まで泊まっていくのも無遠慮だということで、しぶしぶ自分の家に帰ることにしたらしい。


    　小麦は嫌がっているけれど、あざみさんとしてはクリスマスイブにサンタがプレゼントをくれたようなものだからうれしいにちがいない。俺も兄だから、妹を案じすぎるあまり少し度を越してしまうあざみさんの気持ちも、少しわかるところがあるのだ。


    　六ろく天てんさんとメイドたちが、ゲストルームに布団を敷いてくれた。妹がみかんをおんぶして、その上に寝かせてやった。みかんはメイドたちにメイド服を脱がされ、最高級のシルクの客用パジャマに着替えさせられた。よほど疲れているのか、着替えさせられてもまったく目を覚ますこともなく、ぐっすり眠り続けていた。


    「両隣のお部屋にも、明あ日す太た様と今日きよう子こ様のためにお布団を敷かせていただきました。何かご用がございましたら、わたしと宿直のメイドが離れにおりますので呼び鈴でお呼びください」


    　六天さんが、うやうやしく一礼して、去っていった。


    「よく寝てるね～、おませさんだと思ってたけど寝顔は無邪気だね」


    　妹は穏やかな瞳でみかんの寝顔をのぞきこみ、その胸をポンポンと手のひらで叩たたいた。


    　いっぽう俺は、穏やかどころの騒ぎじゃなかった。短い時間にあまりにもいろんなことがありすぎて、頭が爆発しそうになっていた。小麦が俺を好きだと言った。緋影も、そう言った。どちらも妹のことを好きで、俺なんか視界に無いと思っていた。まるで突然、


    『何の予告も無くいきなり抜き打ちテストをするので、ちゃっちゃと答えを書きなさい。なおこのテストには君のこれからの人生のすべてがかかっているから、そのつもりで』


    　とでも言われているかのようだ。心の準備も何もできていない。どうすればいいのかわからない。でも、二人とも答えを待っているのだから、答えは出さねばならないのだ。


    　そして二人の中から二択問題の答えを出さなければならないのに、なぜ俺は今、妹に視線を向けているんだろうか？


    「ん？　どしたの、兄あにっち？」


    　妹はみかんの胸を叩きながら、いつもの屈託のない笑顔を俺に向ける。兄妹だからいつかは離れないといけない、「兄っち離れ」の練習と言いながら、その片一方では、「兄っちと離れるための充電」と言って、今まで以上に俺にひっついている。


    「いや……何でもない」


    　妹の無邪気すぎる笑顔が、俺の胸をざわざわと不安にした。高校一年生にもなって、まだサンタを信じていたり、人を疑うことを知らず小こ麦むぎたちやひきしお会に狙ねらわれていたり、そんな妹の手を離しても大丈夫なんだろうか？　忘れていたはずの、冷たい水の底でゆらめく赤いリボンが俺の脳裏によみがえる。


    　小麦にも緋ひ影かげにも、俺に一生懸命ぶつけてきたその告白の気持ちに応えてやりたい。でもその一方で、俺は妹の手を離してはいけない気もする。


    「みかんちゃん、疲れてたみたいだね。寝不足もあったのかも、ホームシックで夜中に泣いてたし、あまり眠れてなかったのかもね。みかんちゃんが目を覚ましたとき、知らない場所で心細かったらいけないから、あたしもいっしょに寝るけど、兄あにっちもいっしょに寝る？」


    　妹は、みかんの髪を優しくなでている。俺もみかんが泣いていたことは知っている。そしてそのとき、いつも子供っぽいと思っていた妹が、いやに大人びて思えたんだっけ。


    　でも俺は、少し頭を冷やして考えたかった。妹といっしょにいると、妹への心配で頭がいっぱいになってしまって、小麦も緋影も断って妹のそばにいないと不安な気持ちになってしまう。でも、その答えは冷静なものではないような気もする。


    　妹が兄っち離れするように、俺も少し妹と距離を置いて考える必要があった。


    「いや、俺は一人で寝る。男女七歳にして席を同じうせず、だからな」


    　俺は強引に自分自身を妹から引きはがすように、思い切って部屋を出たのだった。
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    五章　女子モテな俺は大いに悩む件


    



    　俺は貸してもらったパジャマに着替え、妹たちの隣の部屋で一人、あおむけになって考えていた。雨は雪に変わったみたいで、しとしとと聞こえていた音も聞こえなくなり、みかんといしょに妹も寝てしまったようで、闇と静寂が俺を包みこんでいた。


    　けれども俺の心には闇も静寂も訪れなかった。俺は引き続き混乱していた。


    　仏像に捧げた俺の人生の中で、女子に告白される日が来るとは思ってもみなかった。それも小こ麦むぎと緋ひ影かげの二人に、である。しかもこれは、五月に俺に訪れたにせモテ期、すなわち妹を俺から引き離すための作戦とはちがう。二人とも本気で俺に告白して、本気で俺が好きみたいなのだ。


    　善意には善意、好意には好意で返すのが仏の道だ。けれど二人から好意を寄せられても、返せる俺の好意はひとつしかない。仏の真理がひとつしかないのと同じである。このたぐいの好意を二人に同時に返すことは、ひらたく言えば二またであり、そこに真理は無いのだ。


    　でもどちらかを断ることは、その人の好意をはねつけることになる。それもまた胸が痛む。小麦も緋影も基本的にはいい子だから、気持ちを傷つけるようなことはしたくない。


    　そして告白されたわけではないが、妹のことは放っておけない。小麦か緋影を選んだ場合、俺は妹から手を離すことになる。俺が一度手を離してしまって、小学生の妹は冷たい用水路に落っこちた。その不安が胸に迫る。妹はもう十六歳になったのに、俺の心の中には赤いリボンの小学生の妹が、冷たい水に押し流されながら俺に助けを呼んでいる姿がある。


    「どうすればいいんだ……」


    　悶もん々もんとした煩ぼん悩のうの中、闇の中で脱出すべき光も見えなくて、俺はむくりと起きあがった。のどがひどく渇かわいた。厨ちゆう房ぼうで水でも飲んで落ち着こうと思って、俺は部屋を出た。


    



    　廊下に出ると、雪がしんしんと降っていた。積もった雪が音を吸い込んで、ますます静かだった。突き刺すような寒さのおかげで、混乱していた頭が冷静になった気がする。


    「やれやれ、少し落ち着いたかな。助かった」


    　厨房は玄関を回って家の反対側にあるので、俺はてくてくと歩いていった。


    　ふと、玄関に飾ったクリスマスツリーがまだ光っているのに俺は気づいた。その横で凛りん世ぜが、ツリーのてっぺんに飾られた「ベツレヘムの星」……救世主キリストの居場所へと博士たちをいざなう星を、じっと見つめていた。


    「まだ起きてたのか、凛世」


    　俺はびっくりして声をかけた。もう十二時が近いのだ。なのに凛世は、寝間着ではなく再びサンタ服を着ていたので、まだ寝る気ではなさそうだった。ブーツも履いていたから、どこかへ行こうとしているようだった。


    「こんな時間に、どこへ？」


    　パジャマで玄関に出ると、凍てつくように寒い。凛世も寒いのか、息が白かった。


    「外に出て、星を見ようかなと思ったの。中学のころ、シスターが教えてくれたわ。ベツレヘムの星、キリストの生まれた日に見えたんでしょう？」


    「あれは超新星だったらしいから、今はもう見えないさ。どっちにしたって、雪で星は見えないし。風か邪ぜひくから、もう寝たほうがいいぞ」


    　玄関に置いてあったつっかけを履いて、俺は玄関を開けようとしている凛りん世ぜに近づいた。


    「迷ってたの、だからここから動けなかったの。でも、ここに兄あに貴きさんが来たから、きっとベツレヘムの星が連れてきてくれたんだと思うから……」


    　そう言うと、凛世はいきなり俺の胸に飛びこんできた。あまりにも思いっきり飛びこんできて、しかもあまりにも突然だったので、俺は受け止めきれず、バランスを崩した。


    『やばい、後ろは上がりかまちだ！』


    　俺は凛世をかばいつつ、二人で崩れこむように倒れた。


    「だ、大丈夫か？」


    　俺は上体を起こした。凛世は、顔を真っ赤にして、悲しそうに下くちびるをかんでいた。


    「ごめんなさい、兄貴さん。こんなの初めてで、勢いつけすぎちゃった」


    「こんなのって、いったい何がしたかったんだ？　タックル？」


    「だから……『わたしがプレゼント』ってやつ」


    「ファッ？」
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    　俺の声がグルリンと裏返った。凛りん世ぜは失敗したのがよほど恥ずかしかったらしくて、あおむけになったまま両手で真っ赤な顔を隠した。


    「だ、だって小こ麦むぎのお姉さんに聞いたら、小麦がプレゼントになるのが一番うれしいって言うから……！　兄あに貴きさんにわたしをもらってほしくて、でも兄貴さんのところに行ったら絶対あきれられると思って、二十二日が終業式だったから、きのうまる一日兄貴さんに会えなくて、どうしたらいいか考えて、考えすぎたら変になってきちゃって……」


    　小麦の姉の話は、俺も聞いた。凛世が言ってた、プレゼントを渡したい十七歳の男というのは、俺のことだったのか？　俺が妹へのプレゼントで頭がいっぱいのときに、凛世は俺のことで頭がいっぱいだったっていうのか？　そして俺は、妹へのプレゼントを探し回ってるあいだ、まったく凛世のことは考えてなかったことに、何だろう、胸がチクチクする。


    「言いたいことがあったのに、兄貴さんは鈍感だし、だから言い出すきっかけを作りたかったのよ。それで、クリスマスパーティーを開いて、パーティーの間全然言う機会が無かったけど、みかんちゃんが寝てしまって、告白に行こうと思ったけど迷って、ここで頭を冷やしてたら兄貴さんが来て、それなら今しかないと思って……」


    「言いたいことって、何だよ」


    「だ、だからそれはっ……」


    　凛世は一瞬言いよどんで、視線をそらしかけたが、しかしぐっと力を込めるように、視線を再び俺のほうへ向けて、ひと言ひと言必死にしぼり出すようにして言った。


    「とにかく、今言っておかなくちゃいけないのよ。だって兄貴さんは優しいしすてきな人だから、手を離したらすぐどこかに行っちゃうから、大学に行っちゃったら絶対に彼女ができちゃうに決まってるから」


    「いやいやいや、それは無い、過大評価すぎる。それと、言いたいことって何なんだよ」


    「今のうちにキープしておかなきゃ、わたしが不安でしかたないってことよ」


    「キープって何を」


    「だからっ……どう言ったら伝わるのよ、もうっ！」


    　凛世は、どうしてわからないのよこのバカチン、と言わんばかりの目で俺をにらんだ。


    「好きだけど、悪いっ？」


    　あまりにも直球すぎた。というか、俺があまりにも鈍感だからドストレートでしか伝わらないと思ったのか、それとも凛世が直球しか投げられないのか、それはわからない。


    『す、好き？　凛世が？　俺を？　まさか？　まさかっ？』


    　俺はとまどってしまう。禅問答ならさんざん高たか野のや比ひ叡えいとやってるけど、こんな問答の答え、一度も予行演習したことがない。好きか嫌いかと聞かれれば、俺は凛世が好きだとは思う。でなければ、駆け落ちについていったりしない。でも、俺は小麦や緋ひ影かげにも告白されている。それに妹の手を離す勇気も無い。俺の大混乱を知らず、凛世は俺が黙ってるのが否定のサインかもしれないと思って焦あせったのか、俺の両腕をひっつかんで言った。


    「聞いてるのっ、兄あに貴きさん？　だから、兄貴さんが奈良に行っちゃう前に、わたしをプレゼントしてあげるのよ。い、いらなかったら、返品してくれてもいいしっ……」


    　せっかく落ち着いたと思ったのに、この凛りん世ぜの伏兵的な攻撃で、俺の頭は再び混こん沌とんの底へと突き落とされた。白い頰ほおを紅潮させ、勇気のすべてをふりしぼって、泣きそうな目で俺をにらんでいる凛世を見ると、余計に頭が混乱してくる。今、目の前の凛世を抱きしめたくなる。それはさっき、妹といっしょにいたら冷静に答えを出せないと思ったのに似ている。


    「き、聞いてる……聞いてるけど、時間が欲しいんだ」


    　俺はやっとひと言、そう答えた。凛世は悲しそうに俺を見つめる。


    「やっぱりわたしのこと、好きじゃないのね。返品なのね」


    「ちがう、大事に思ってるから大事に答えたいんだ。こんな勢いに流されるようなのじゃなくて、はっきり落ち着いた頭できちんと考えたいんだ」


    「勢いに流されたっていいのよ、わたしは」


    　凛世の表情が切ない。抱きしめたくなる。でも、だからこそ自分を大事にしてほしい。


    「頼む、待ってくれ」


    　俺はそれだけ言うと、逃げるように玄関を後にした。凛世の押し殺した泣き声が、小さく聞こえた。つらい、ごめん、だけれど俺はすぐには答えられない。俺に愛情を持ってくれた人たちだから、心の底から真しん摯しな答えを、真理だけを、俺は誠意をもって答えたい。


    



    　部屋に帰ってから、俺はだんだん夢から現実に戻ってきて、今さらドキドキしてきた。眠れなくて廊下に出たのに、結局余計に眠れなくなってしまった。厨ちゆう房ぼうにも行きそこねて、のどが渇かわいた。心も、砂漠で迷う人のように渇いていた。


    　俺の真理はどこにあるのだろう。心の中の無む間げん地じ獄ごくのような砂漠をさまよい歩き、悟りの道も開けないまま、眠れない夜が明けた。朝方になると、ますます冷え込んできた。


    『……寒いな』


    　寝不足で寒いのもあるかもしれないが、障子を開けると雪がどっさりと積もっていたので、外気温的にも寒いみたいだ。俺の部屋が寒いということは、隣の部屋も寒いだろう。妹の部屋との間のふすまをそーっと開けると、妹は、みかんに添い寝してやっていた。


    『何だ、妹も布団からはみ出さずに寝られるんじゃないか』


    　ふすまを開けて冷たい空気が流れこんだのだろう、妹がぱちっと目を開いた。


    「ん、兄あにっち？」


    「あ、悪い。起こした」


    　妹はそーっと布団から出ると、目をこすりながら、障子のほうに目を向けた。


    「寒いけど、ひょっとして雪？」


    「ああ、ゆうべからずっと。積もってるぞ」


    　俺が言うと、妹は障子を薄く開けた。薄暗い部屋の中に、純白の光がまばゆく飛びこんでくる。朝日を受けて、和風庭園に積もった雪がきらきらと輝いていたのだった。


    「うわあ、きれい！」


    　妹が、ささやき声でそっと歓声を上げた。緑の松の枝に雪が重くかかり、鹿しし脅おどしも雪に埋もれて動かない。だから余計に、朝の静寂がさえていた。動かない鹿脅しから流れ落ちる水の音だけが、ちょろちょろと寒く響いていた。


    「障子閉めろよ、寒いぞ」


    　ちょろちょろという水の音に、俺は背筋が凍りつくような気配を感じて妹に言った。まるで冷たい水の底に投げこまれたかのようなその感覚、水底で揺れる赤いリボンの記憶。


    　小学生だった妹が、雪解け水が流れる用水路に落ちた。それ以来俺は長らく「自分の頭が水に沈むと、妹が死にかけて助けに行ったことをフラッシュバックしてしまう」というトラウマを抱き、プールに入ることも妹の水球の試合を見ることもできなかった。だいぶ克服したと思っていたのに今さらこんなに不安になるのは、あのときも冬休みで、まだ小さかったみかんが東京へ遊びにきていたという一致によるものか。


    「そんなに寒くないよ。あたし、体温高いから」


    　妹はへっちゃらな顔をしている。長時間プールに入って水球をしていても風か邪ぜもひかないんだから、たしかにものすごい熱量を生み出す体質になってるんだろう。ラーメンに半分サイズではないチャーハンをつけて、ぺろりと平らげても太りもしないぐらいには。


    　みかんは布団の中だから寒くはないだろうけど、ちゃんと布団がかかっているかな、と思って俺はみかんのほうを見る。そのとき、畳敷きの広い部屋が実にガラーンとしていることに、俺は気づいた。


    『そうだ、凛りん世ぜのことでゆうべ一晩頭が爆発しそうで忘れてたが、クリスマスプレゼントを結局買えなかったんだった。しまった、ゆうべ一晩起きてたんだから、その間になんて言い抜けるか考えておけばよかった！』


    　こんなに寒いというのに、脂汗がダラダラ流れた。


    　ところが妹は、俺が何か言う前にポンと手を叩たたいて信じられないことを言ったのだ。


    「そうそう、サンタさんってほんとにすごいんだよ。ちゃあんとプレゼント、くれたんだもん！」


    「えっ？」


    　俺は部屋の中を見回した。だだっ広い畳の部屋には、みかんが寝ている布団のほかに何も無い。そもそも俺は妹のためのプレゼントを買いそこねたのだから、妹がサンタに何かもらっているはずがないのだ。


    「プレゼントって、どこだ？」


    　俺は本気でわからなくて、きょろきょろした。妹は、くすっと笑うと、


    「ここだー！」


    「ぎゃー！」


    　必ずオチが大声になるヘタクソの怪談のノリで、妹はいきなり俺の胸にダイブしてきた。


    　俺はタックルをかけられて、畳の上に倒れた。あまり得意ではない体育だが、柔道の受け身の練習ってのは、行動の荒っぽい運動部系の妹を持った兄には必須科目だと思う。受け身でなんとか二人分の体重の衝撃を受け流したが、妹はそのまま俺に体重をかけてぎゅうっと抱きついてきた。寝技から関節極ぎめに持ちこむつもりか？


    　だが、妹は別に関節を極めに来たりはせずに、俺の胸に頰ほおをぎゅっと押しつけるだけだった。そして、俺の胸に向かって、つぶやくように話した。


    「あたしがサンタさんにお願いしたのは、もう叶かなったから教えてあげるけど、『兄あにっちといっしょに、クリスマスを過ごせますように』だったんだ」


    「はあ？　そんなのがサンタへのお願いだったのか？」


    「そんなのじゃないよ。だって毎年兄っちって、晩ごはんの豪華版のパーティーが終わったらすぐに自分の部屋にこもっちゃうじゃない。小さいころは兄っちといっしょに寝てたから、二人でずーっとサンタさんいつ来るかなって話して、寝るまでずっとワクワクだったでしょ。あんなクリスマスが、もう一回だけでもあったらいいなって思ったんだ。来年は、兄っちは受験勉強でクリスマスどころじゃないし、みーなちん先輩みたいに、私大の受験のハシゴで家にすらいないかもしれないし。そして、その次のクリスマスからは、兄っちは奈良に行っちゃうから。だから、今年が最後のチャンスだから、欲しかったシューズも新しいスポーツバッグもいらないから、サンタさんにそれをお願いしたんだよ」


    　妹は、ぎゅうっと俺にしがみついていた。


    「でも、おとついあたりは、正直無理かなってあきらめてたから、ほんとにうれしい」


    「おとつい？」


    　おとついというと、二十三日。俺がショッピングモールで、緋ひ影かげと高たか野ののバトルに巻きこまれていたころだ。


    「だって、わんぱくパークに行こうって誘ったのに、兄っち来ないんだもん」


    　ついてきてほしかったのか？　だとしたら、俺は何というマヌケだったんだろう。妹へのプレゼントを探すあまり、肝心の妹を放っておいたとは。


    「ついてきてくれって言えばよかったじゃないか、別にいいみたいなこと言うから……」


    「うん、考えなおしたんだ。そうそう兄っち離れもしなくちゃいけないんだった、兄っちは奈良に行っちゃうんだから、って。そしてあたしは、高校に入って水球はどんどん楽しくなったし、それに、兄っちといつまでもずっといっしょにはいられないってことも、だんだんわかってきたし……」


    　朝の光は寒々しいのに、目をさすほど明るい。その光の中で、妹は言った。


    「じゃあ、あたしはどこへ行って何を目指すのかって、夏休み明けあたりから、ずっと考えてたんだ。大学だけじゃなくて、もっと遠い将来まで、自分が本当に何をやりたいのか、ちょっと大げさだけど自分の人生を何にかけるのか、兄あにっちにとっての仏像があたしにとっての何なのか……それを、わりと真剣に考えてたんだ」


    　夏休み明けというと、俺が凛りん世ぜの駆け落ちに付き合ったときのことだ。俺の服に凛世の香水がついていて、妹はそれに気づいたようで……それから、妹の「兄っち離れ」が始まって。その「兄っち離れ」を、妹が凛世と仲が悪くなったと誤解して、振り回されたこともあったのだが、妹は俺から離れるだけじゃなくて、進路のことも考えていたわけで。


    　そして妹は、凜りんと目を上げて俺を見つめた。


    「あたし、水球が好き。兄っちについていくのと水球と天てん[image: ]びんにかけて考えて、考えれば考えるほど水球が好きなの。だから自宅通学できる、都内の強豪大学に進学するって決めた」


    　俺はそのとき、やっと気づいたのだ。


    　妹は「兄っち離れ」すると宣言していた。いっぽう俺は、最初から妹のことなんて何とも思っていないと思っていたので、妹離れとかありえないし考えてもいなかった。


    　けれども、妹が俺にベタベタするのとはもちろん意味がちがうんだろうけど、俺も「妹離れ」してなかった。妹のことを必要以上に心配していた。


    　妹が用水路に落ちたあの日と同じ雪、同じ寒さの中で、水に揺れる赤いリボンの、あの小さな女の子はもうどこにもいない。俺の目の前に座っているのは、十六歳の妹だ。そして俺も十七歳になったのだ。


    　世界のすべては移り変わってゆく、諸しよ行ぎよう無む常じようであると涅ね槃はん経きようは語る。永遠に存在するものなど、どこにも無い。苦しいのは、それを永遠のものにしたいと執着するからなのだと。


    『そうか……俺の迷いの原因はそこだったんだ。俺も妹も変わっていくのに、変わらないことに執着していたから苦しみが生まれた。永遠を願うから、時の流れが苦しかった』


    　そういう意味ではたぶん、妹のほうが俺より悟りに近いところにいたのかもしれない。ホームシックで泣いているみかんを、妹は「東京ではあたしがママになってあげるからね」と慰なぐさめた。「俺の妹」ではなく「みかんの従姉いとこ」、「守られる者」ではなく「守る者」だった。それに気づいたとき、空港へのバスに乗るとき、妹が俺の手を離して、すごい速度で離れていった背中を見たときと同じように、胸がチクリと痛んだ。どうやら、妹をお節介だと思っていた俺のほうがずっと過保護のお節介だったのかもしれない。


    「だから兄っちもあたしのことは心配しないで、安心して奈良に行っていいんだよ」


    　妹は笑顔で言った。俺が過剰に心配していたことを、まんまと見抜かれていた。終業式の日も、「何か心配ごとでもあるのかと思って」と俺に言っていたっけ。


    　俺のほうが妹離れがなかなかできなかったことも、たぶん見抜かれていた。だからたぶん妹は、充電だとか何とか言って、本当は心配されてたのは俺のほうだったようだ。


    　すなわち今、俺も妹の手を離さなければならない。凍える用水路で溺おぼれた、赤いリボンの小さな女の子はもうここにはいないのだから。


    「心配はしてないさ。その厚かましい性格なら、世界の果てに行こうが心配しっこない」


    「へへ。兄あにっちがそう言うなら、そうかもね」


    　夜明けの空に風が吹く。十六歳の妹が、針の先一点ほどの迷いも無いまばゆさで、そう言って笑った。


    



    　俺たちは凛りん世ぜの家でメイドさんたちが準備してくれた朝食を食べて帰ったが、凛世はいなかった。六ろく天てんさんが、「お嬢様は風か邪ぜ気味で」と言っていた。あんな寒い玄関にずっといたんだから、風邪をひいてしまったんだろう。心配だったが、俺はまだ答えが出せていない。妹の手を離しはしたが、凛世と小こ麦むぎと緋ひ影かげと、三人への答えがまだ残っている。


    　妹とみかんだけ、凛世のお見舞いに部屋まで挨あい拶さつに行って戻ってきた。そして車で家まで送ってもらったんだが、その間も俺はずっと答えを探し続けていた。


    　俺は家に帰ってからも、ずーっと考え続けていた。玄関に残してきた凛世の泣き声が、早く答えを出せと俺を焦あせらせるので、余計に頭の中が血の池地獄のようにグツグツに熱く煮え立って、考えがまとまらなくなってくる。


    　妹とみかんは二人でどこかにショッピングに行ったらしいが、俺は本棚の経典を全部開いて、この未体験の大きな選択肢を前にして、何か参考になることはないかとお釈しや[image: ]か様の言葉を探したりしていた。けれどもお釈[image: ]様は、愛や執着を捨て去れば救われると言う。それは三人ともにお断りを入れるということで、俺はそれで楽になるのかもしれないが、選択から逃げて三人の心から逃げて、それが誠意ある答えだとは思えない。それに俺自身きっと後悔する。だって俺は三人とも、それぞれのいろんなところが、好きだと思っているからだ。そして、俺を慕ってくれるその三人を、大切にしたいとも思っているからだ。


    「兄っち、今日はわんぱくパークに行かない？」


    　妹がそう切り出したのは、二十六日の朝だった。俺はきのうまる一日悩み続けていて、ほとんど眠れていなくて、頭がガンガンと痛かった。


    「わんぱくパーク……？　何だかデジャヴなんだが、今日は二十三日だったか？」


    　今日が二十三日だったらいいのに、まだ三人に告白されていなくて、俺たちの距離感が今まで通り「妹の友達」と「友達の兄」で、何となくの距離感でそれなりにいい感じで仲よくしていて、何の答えも出さずにすんでいたあの日ならいいのに。


    　けれども、俺はそうでも、女子たちはそうではなくてずっと心の中でいろんなことを考えて、それがたまたまクリスマスイブの日に吹き出したわけだから、たとえ今日が二十三日であろうとその翌日には俺は激しい迷いの底に落とされることになるんだろうが。


    「いや、みかんちゃんがあそこのお化け屋敷が気に入ったんだって」


    「そうそう、今度来れるのはたぶん夏休みだから、もう一度行っておきたいんだ。天井からグチャドロした粘ねん菌きんみたいなの落ちてくるの、チョー怖くて面白かったし」


    「そこまで粘菌で統一してるとは、わんぱくパークはどんだけ粘菌推おしなんだ。いまいち食指が動かないというか、俺は考え事があるからいい、二人で……」


    　言いかけて、俺はハッとした。これでは本当に二十三日の繰り返しである。妹は俺といるのが一番のプレゼントだったのに、俺はそんな気持ちもわからず一人よがりの勝手な気持ちで妹のプレゼントを探していた。何より、前も妹たちは有う象ぞう無む象ぞうの男につきまとわれているわけである。


    「わかった、いっしょに行こう」


    　俺が答えると、みかんはにっこり笑って、


    「よかった。あすにぃが何だか元気が無いから、断ったら無理にでも連れていこうねってキョコねぇと相談してたんだ。手荒なことをせずにすんで、ほんとによかった♪」


    　手荒なことをするつもりだったのか、怖い奴らめ。


    　……でも、小学五年生のみかんにまで元気が無いと見抜かれて、心配させてるってのはかなり重症である。たしかに少し気分を変えたほうがいいかもしれない、と思った。


    「わーい、みかん、キョコねぇと二回も遊園地デートなんて、らっきー♪」


    　みかんは、妹の腕にぎゅうっと抱きついた。妹は恥ずかしそうに笑って、


    「みかんちゃん、女の子同士でデートっていうのは変だよ」


    「変じゃないよ、だっていとこ同士は結婚できるんだよ？」


    「あっほんとだ、変じゃないねー」


    　小学五年生に言いくるめられてるんじゃないっ！　まったく、妹離れを決意したのにいつまでも心配な奴だ。やっぱり遊園地についていこう、と俺はかたく思った。


    



    　わんぱくパークに来るのは半年ちょっとぶりだ。妹とみかんはさっそくお化け屋敷に突入したが、俺は二人の絶叫を両耳でサラウンドで聞くことに堪えられそうにないため、外のベンチで待っていた。


    　クリスマス前ほどは混こんでないらしいが、冬休みに突入して宿題が終わった小中学生が増えて、五月に来たときよりずいぶんにぎやかである。あのときは、凛りん世ぜと小こ麦むぎが俺に[image: ]の告白をしてきて、突然のモテ期到来だと思ったら、妹を狙ねらっての作戦で、なんだかんだあって仲直りするために、みんなで遊びにくるよう俺が手を回したんだった。


    　初めて会ったころ、凛世はツンツンして、小麦は男嫌いで、二人とも俺とはまともにしゃべれなかった。わんぱくパークに来たころにはだいぶ仲よくなっていた。


    『兄あに貴きさんもわたしたちを置いてったでしょ。どこに行くつもりだったの？』


    　ふと、俺の前に凛世の幻が見えた。菩ぼ提だい樹じゆの下でお釈しや[image: ]か様が瞑めい想そうしすぎて、悪魔マーラが見えたようなものか？　これは出会ったばかりの、五月の凛りん世ぜだ。俺がお化け屋敷を途中で脱出したとき、凛世も脱出してついてきた。そして今回も俺は奈良へ行こうとしていて、凛世は俺に置いていかれるような気がして、それで怒っていたし、告白してきたわけか？　そしてお化け屋敷のときのように、一人だけ抜け出して妹のそばを離れて、俺を追いかけてくるのか……今度は奈良まで？


    『追いかけてきたのは、ありがとうって言いたかったからなの。女の子が追いかけてきてまでお礼を言ってるんだから、素直に〈どういたしまして〉って言えばいいのよ！』


    　あのときの凛世の声が、耳もとによみがえる。あのころから凛世はずっと変わらずツンゴラで怒りんぼで、俺のことが嫌いなのかなとときどき思ったりもしたんだが、そんな凛世が夏休み明けにいきなり「駆け落ちについてきて」と言ったのにはびっくりした。凛世が俺に頼ってきたこともびっくりしたし、駆け落ちの相手が俺でいいのかってところも驚いた。


    　何よりも驚いたのは、俺がそんな無茶ぶりに黙ってついていったことである。妹の友達だから放っておけなかったってのはある。でもふつう、それだけでついてはいかないだろう。


    『ひょっとして俺も凛世と駆け落ちしたいぐらい……凛世のことが好きだったのか？』


    　そしてあのとき、小こ麦むぎもいっしょにわんぱくパークにやってきた。そのときも「世界の粘ねん菌きん展」をやっていて、小麦はとても喜んでいた。


    　でも小麦の思い出といえば、印象が強いのはわんぱくパークではなく、七月にあった夏祭りだろう。男嫌いの小麦なのに、悪い奴らに絡まれて危機一髪だった。あのとき俺は泣いている小麦に、


    『俺を頼れよ』


    　と言った。そして小麦はあとで俺に、こう言った。


    『お兄にい様のおかげで男子が平気になったかなとか勘違いしてたけど、どうやらちがうですぅ……男子が平気なんじゃなくて、お兄様だから……そして、お兄様がそばにいてくれるから、平気だったってことなんですぅ』


    　クリスマスパーティーの告白のときも、小麦は同じことを言ってた気がする。だからたぶん小麦は、このときからずっと俺のことを憎からず思ってくれていたのかもしれない。このあと、夏休みにみんなで電車に乗って愛媛に旅行して温泉に入ったり、妹と凛世がぎくしゃくしてるのをスターボックスで相談に乗ってくれたとき、小麦と過ごしたこの半年近く、策士の小麦のポーカーフェイスな笑顔の底にずっとそんな俺への想いが流れていたのかと思うと、急に小麦との思い出のひとつひとつが、切ないほど愛いとしく思えた。


    　いろいろ小ずるくて賢しくてあざとくて、腹黒策士な性格は、臆おく病びような心をどうにかして克服しようと必死にがんばっているからだ。妹が溺おぼれかけたトラウマのせいでずっとプールに近づこうとしなかった俺よりも、小麦はアグレッシブである。頼りなく見えても、実は他人に嫌がられようと、自分が好きな粘菌を押し通す芯の強さを持っている、そこは年下の女の子だけど尊敬するレベルだ。それに困ったときには一番相談に乗ってくれて、案外優しいし頼もしい。好きか嫌いかと聞かれれば、嫌いじゃない……かわいいと思う。


    　そんな強い小こ麦むぎも、心細いときには俺に守ってもらいたい。男が苦手のはずなのに、俺だけは平気だと言う。だから俺も、守ってやりたいと思う。


    『放っておけないんだ、小麦は。弱くて強したたかで、打算的で誠実で、策を弄ろうするかと思えば素直な笑顔で、まっすぐに前向きな生き方ごと、側で守ってやりたい』


    　けれども俺はいつか奈良へ行く。小麦がどうするかは知らない。俺がいなくなったら、寄ってくる男を追い払ってくれる奴がいなくなって、きっと困るだろう。俺が側にいなければいけないし、側にいてやりたい、放っておけない。


    『けれども、もっと放っておけない奴がいる。緋ひ影かげだ……』


    　小麦は常識人だが、緋影の常識はぶっ飛んでいる。自分のものにするためなら妹を壊すこともいとわないほど、ぶっ飛んでいた。妹の部屋の外に貼りつくことだって、日常茶飯事だ。けれどもそんな緋影だが、付き合ってるうちにだんだん丸くなってきた気がする。さっきの小麦の話に戻るが、お祭りで小麦が襲われたとき、実はかばいに行った俺もしょせん僧職男子の悲しさであっさりやられたんだが、そこに助けに来てくれた白馬の王子様が緋影だった。俺たちのことなんて関係ないはずなのに、意外に義理堅い。ヤンデレだけれども、それは裏を返せば一いち途ずということで、妹のことで一生懸命な姿が、「怖い」からだんだん「かわいい」に、どんどん変わっていった気がする。


    　そう、緋影はあくまでも妹が好きなのであって、俺のことは何とも思っていなかった。そのはずだった。だから急に告白されて、俺が一番びっくりした相手は緋影だった。


    　いや、でも、思い当たるふしならある。文化祭の前に、緋影が妹にＤＶＤを借りにきたことがあった。そのとき俺は風呂をのぞかれたのだが、緋影がずっと俺の前でモジモジしていたのはそのせいだと思っていた。けれどもひょっとしたらあのとき、緋影は俺のことを気にしていたんじゃないだろうか？　帰り際に緋影は、二人で観たホラーＤＶＤを、


    『わたし、このＤＶＤがとても気に入ったので、これを借りて帰りますから……』


    　と言って、帰っていった。すごくうがって考えると、あのＤＶＤを気に入ったのは、俺と観たから、とか……？　緋影の好意の意思表示はすごくわかりにくくて、必死に思い出してもピンとこなかったりするのだが、それでも緋影なりに、ずっと俺のことを好きでいてくれたんだろう。


    　一途な緋影のことだから、断ったらかなり落ちこむと思う。まだヤンデレ気味とはいえすっかり更生して、二十三日にショッピングモールで高たか野のと戦ったときなんて、仏教用語を駆使して相手の世界観に合わせてあげて、細かい気配りができてるなあとその成長に感心したものである。きっと、これから付き合っていけば、もっと変わっていくだろう。その一途さを正しい方向へ導いてやれれば、きっともっともっと変わると思う。人を好きになる方法がよくわからなくて妹を誘ゆう拐かいまでした緋ひ影かげが、ふつうに告白してくれるなんてすごい成長だし、その成長を受け止めてやりたい。もし断ったりしたらもとのヤンデレに戻ってしまうかもしれない、緋影はほんとは気配りも細やかないい娘こだから、俺のせいでもとには戻したくない。そう、むしろ妹や小こ麦むぎよりもずっと緋影は、守ってやらなきゃいけないタイプなんだ。背が高いからしっかりして見えて、あまり守られてこなくて、それで自衛のためのあのゴスファッションなのかもしれない。


    『誰にも理解されてなくても、俺は知ってるから、守ってやりたい。お釈しや[image: ]か様だって、過去に過ちを犯した人々を悟りの道へ導いたんだ。俺は、緋影の側にいてやるべきじゃないだろうか……』


    　妹への想いに似ている。放っておけない。守ってやりたい。でも、それは「好き」とは違う。ただの「庇ひ護ご欲」だ。恋とそれを同一視しちゃいけないはずだ。妹への想いとはちがう想いを探せば、そこに答えがあるんじゃないかと、俺は気づいた。


    　凛りん世ぜか、小麦か、緋影か。


    　三人の中から、俺は誰を選ぶべきなのか……。


    



    　わんぱくパークで妹とみかんが絶叫マシーンに乗ってる最中、俺はずーっとベンチで荷物係をしながら考えていた。けれども、答えは出なかった。


    　わんぱくパークから帰って、一晩徹夜で考えても答えは出なかった。ただ、わんぱくパークで思い出したこれまでの三人の思い出が、とっかえひっかえ頭の中によぎっては消えていくばかりだった。


    　考えがまとまらないまま、十二月二十七日の朝になった。俺の文ふみ机づくえの上には、俺が仏像に目覚めるきっかけになった小学校の修学旅行、そのお土産で買った仏像つきの万年カレンダーが置いてある。俺はそのカレンダーを動かして、日付を変更した。もうすぐ今年も終わりというギリギリ感が、余計に俺の胸を焦あせらせる。


    　そんなとき、ふと玄関のチャイムが鳴った。まだ早朝である。ひょっとして三人のうちの誰かが、返事を急いで催促に来たんじゃないかと思って、俺はギクッとした。


    「は、はい……どちら様でしょう？」


    　ドキドキしながら二階から下り、玄関を開けると、そこに立っていたのは高たか野のだった。なぜか背中に、巨大なリュックを背負っている。


    「た、高野、どうしたんだ？　そのリュックは？」


    　クリスマス前に壊れまくっていた高野だけに、家出でもする気ではないかと、俺は焦った。けれども高野はいつも通りの、穏やかな菩ぼ[image: ]さつのほほ笑みで答えた。


    「これから一人で、九州まで行くでありますよ～。それで、日ひゆ向うがくんも何か欲しいものがあれば、お土産買ってくるでありますから、御用聞きに来たでありますな～」


    「わざわざお土産のためだけに俺の家まで来たのか？　義理堅すぎるだろ」


    「ゴールデンウイークに日ひゆ向うがくんを置いて、比ひ叡えいくんと二人だけで奈良の東とう大だい寺じに行ったこと、日向くんが気にしてたみたいだから、今回は気をつかってるでありますよ～」


    「べっ別に気にしてなんか……っていうか、今回は一人なのか、九州行き？　なんでまた、そんな遠くへこんな年末に？　親せきがいるとか？」


    「太だ宰ざい府ふ天てん満まん宮ぐうに行くでありますよ」


    「ああ、菅すが原わらの道みち真ざねが学問の神様だからか」


    「そうでありますな。みーなちんはセンター試験も受けるので、お守りを買ってくるでありますな。みーなちんのための旅だから、ぼくは一人で行くのでありますな～」


    「それでわざわざ九州まで？　天満宮なら、全国に一万二千社もあるじゃないか。東京で有名なところだったら、湯ゆ島しま天満宮とかさ」


    「でも、菅原道真が埋まってる天満宮は、大宰府天満宮だけでありますな～」


    　高たか野のが言った。たしかにそうだ。菅原道真が死んで、遺体を運ぶ牛車が足を止めて動かなくなったため、これは道真がここに葬れと言っているのだということで、その場に埋めて霊れい[image: ]びようとして建てたのが太宰府天満宮なのである。


    　高野は、クリスマスまでの迷いが吹っ切れたのか、ずいぶんよい笑顔で言った。


    「なんかさわやかだな、高野。何かあったのか？」


    「何も無いでありますよ。迷いや煩ぼん悩のうにとらわれたときは座禅を組んで瞑めい想そうし、心を無にして邪念を追い出す……お釈しや[image: ]か様が菩ぼ提だい樹じゆの下で座禅を組んだときから何も変わらない、仏教の基本でありますな～」


    　誰にも頼らずに一人で乗りこえたのか、すごい精神力である。


    「それで、無の境地へいたり、忘ぼう我がすなわちすべての自分本位な煩悩と執着という邪念を追い出す境地に至ったぼくは、ふと思いついたのでありますな。みーなちんの将来がかかった受験でありますから、年下の二年生で勉強を教えることも大学選びの助言もできないぼくがせめてできることといえば、得意の時刻表をめくってその一万二千社の総本宮へと行くことでありますと～」


    「時刻表？　電車で行くつもりか、福岡までっ？」


    「だって貧乏学生でありますから、青春18きっぷではるばる行くでありますよ～」


    「そ、そっか。なんか大変そうだな」


    「そうでもないでありますな～。東京にいても、比叡くんのリア充っぷりに嫉しつ妬として悟りから遠ざかってしまうだけでありますから」


    　ああ、そう言えば比叡はるかにゃんが海外旅行から帰ってきたら、てっきり仏像マニアらしくどこぞの落ち着いた荘厳な寺で除夜の鐘でもついて、日付が変わったら初詣というパターンかなと思っていたら、なんとカウントダウンに行くというから驚いた。一応気をつかって、高たか野のには言ってないようだし、俺も言わないが、夜から入ってカウントダウンの花火を見て、年が明けたら、朝の閉園時間まで乗り物に乗りまくるんだそうだ。比ひ叡えいは比叡でなかなかがんばっているようである。


    「そうだな。昔から、悟りを開くには巡礼ってのは、基本だもんな」


    「そうでありますな～」


    「でも、東京からそんなに遠く離れていいのか？　ちと乙女おとめ趣味だが、仏教の四苦八苦のうちの八苦に『愛あい別べつ離り苦く』があるだろ。好きな人から離れて遠いところに行くってのは、つらいもんじゃないかなって思うんだが……」


    　出発してしまってから高野が後悔してはいけないと思って、俺はそう言ったのだが、菩ぼ[image: ]さつの笑顔で返されてしまった。


    「同じ会えないなら、どんなに遠く離れていても同じでありますよ、日ひゆ向うがくん」


    「それはそうなんだが……」


    「それに、『ぼくが寂しいから』ぼくが東京に残ることよりも、『みーなちんのために』ぼくが九州へ行くほうが、距離は遠ざかっていても、ぼくの心はよりみーなちんに近づいていくという理屈になるでありますよ」


    「えらく哲学的だな」


    「だって仏教とは哲学でありますよ、日向くん。だから愛別離苦ではないでありますな、さびしくはないでありますな～」


    　相変わらずのんびりしてるけど、そののん気さが今日は余裕に見える。もともと背の高い高野だが、ひと回り大きく見える。


    「そっか」


    　俺は何やら、高野のことが誇らしいような奇妙な気持ちになった。ところで俺のポケットの中には、寝不足で寒かったので携帯カイロがいっぱい入っていた。


    「じゃ、気をつけて行けよ。九州といっても寒いだろうから、風か邪ぜひくなよな。これ、餞せん別べつに持ってけ」


    　俺はカイロを取り出して、高野のポケットにつっこんだ。高野はびっくりして、目を丸くする……といっても、もとが菩[image: ]のように細い目なので、丸くしてもピーナッツといっしょに入ってる柿の種ぐらいだが。


    「ありがとうでありますな、日向くん。では、行ってくるでありますな！」


    　高野は笑顔で、駅のほうへと去っていった。


    　やっぱり、高野が大人っぽく見えた。そして高野の言葉は、ずっと暗黒の砂漠でさまよっていた俺にひとすじの光を見せてくれた。それは先に迷っていた先人が見せてくれた、道しるべである。


    「自分本位な煩ぼん悩のうと執着という邪念を追い出す……つまり相手への執着や煩悩を消して、最後に残ったものが愛なのかどうなのか、ってことか……」


    　俺は、心を無にして考えた。その日一日考えて、そしてついに迷いが吹っ切れ、俺はひとつの結論……真理に、達したのだった。


    



    　翌日、二十八日は仕事納めの日である。


    　俺は朝から電車に乗って、都立第四高校へ向かった。


    　都立第四高校……緋ひ影かげが通う高校である。俺は緋影の家は知らないので、第三高校と同じく水球の強豪校でもあるし、二十八日ならまだ部活をやってるはずだと思って、高校のほうへ来たのだ。でも部外者は中に入れないから、校門の前で待つことにした、それで早起きしたのである。


    　朝の突き刺すような寒さの中、俺はコートのポケットに手を突っ込んで、ひたすらに待った。部活の練習に来た四高の生徒がちらほらと、駅のほうから歩いてきてはオートロックの門扉を開けて、校舎の中へ入っていく。


    『緋影は来るかな……。ひょっとしたらまだ結膜炎で部活は休んでるって可能性を失念してたが、でももう少し待とう。答えが出た以上、早く伝えなきゃ……』


    　寒くて、俺は少しでも体を温めようと、その場をグルグル歩き回った。


    「お兄にいさん、こんなところでこんな朝早く、何してるんですか？」


    　びっくりした声に振り返ると、学校指定のコートに身を包んだ緋影だった。スポーツバッグを持っているので、部活は今日もあったようで、俺はホッとした。


    「待ってたんだ。この間の返事を早く伝えたくて、ここで待つなら登校のときしか会えないから、待ってた」


    「へ……返事？　わざわざ、ですか？」


    　緋影の白い顔が、サッと赤くなった。期待に満ちたその顔を見て、胸がズキンと痛んだけれども、真理を曲げて同情したところでそれは自分を守る行為であって、相手のためを思っての行為ではない。俺ははっきり真実を答えなければならない。


    「ごめん、緋影。俺は、緋影とは付き合えないんだ」


    　俺は緋影の目をまっすぐに見て、そう言った。


    　緋影のことだから、すごく怒ってカッターナイフをチキチキすることすら予想していた。覚悟していたのだが、それでも緋影はじかに俺に本心を伝えてくれたのだから、俺もじかに本心を伝えて答えたかった。


    　だが、意外にも緋影は怒らなかった。理解に時間がかかるように呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、やがて、眼帯をしていないほうの目からぽろぽろぽろっと大粒の涙がこぼれた。


    「うわっ、な、泣いた！」


    　まさかの展開に、俺は驚いてしまう。緋影は目を押さえて声もなくしくしくとしゃくりあげて、その原因が俺であると考えると、何だかすごい罪悪感が胸に迫った。


    「だ、大丈夫か、緋ひ影かげ？　ごめんな、ほんと、ごめん」


    　俺が声をかけると、緋影はなおもぽろぽろ涙を流しながら、


    「いえ、すみません。お兄にいさんとは付き合いも短いし、わたしいろいろ行動が不審だし、態度も不穏だし、断られるだろうなーとは予想していたんですが、いざほんとに断られると、心の準備ができてなくて……」


    　俺はあわてて、コートのポケットの中に入っていたハンカチを緋影に渡した。どこかの寺のお土産で買った般はん若にや心しん経ぎようのハンカチで、こういうシチュエーションに似合わないことはわかってるが、俺はこれしか持ってないんだからしかたがない。緋影はハンカチを受け取ると、眼帯をしていないほうの目をごしごしとこすった。


    　そうして、一生懸命泣きやもうとがんばっている緋影の姿がいじらしく、こんな娘こを振るとは俺はなんてひどい奴だと、ますます胸が痛んだ。


    「ごめんな、まさか泣かせるなんて……」


    「泣くのは平気です、フラれたんだからちょっとぐらい涙が出るのは想定の範囲内です。それに別に断られたって、好きでいることをやめろと言われたわけではないですし、今までと別に何も変わりません。一方的に好きでいることは慣れていますから」


    「そんなにあっさり引き下がられると、何だか申し訳ないな。せっかく告白してくれたのに、ほんとにごめんな」


    「謝らなくていいです、わたしだって告白してお兄さんを何日か悩ませてしまったみたいだし、お互い様です。むしろ心の整理がついてよかったです、初詣を日ひゆ向うがさんと行くかお兄さんと行くか迷わずにすみましたから」


    「初詣？」


    　急に何の話かと、俺は聞きなおした。緋影はニッコリと、妙に良い笑顔でうなずいた。


    「そうです、初詣です。お兄さんと付き合ってるのに、日向さんもいっしょだと浮気になってしまうなと迷っていたんです。でもお兄さんにフラれたということは、やはりわたしは日向さんと結ばれる運命だったのだということなんです。二人で初詣に行って、神前で永遠の愛を深めなさいという、これはフラグだったんです！」


    　緋影は両手を胸のところで組んで、キラキラした目であさってのほうを見つめている。


    「いやいや、その理屈はいろいろおかしい。そもそも初詣は、みかんがいるから俺と妹はいっしょに行くつもりなんだが」


    「ほう、じゃあ現地で合流ですね。つまりほんとに、今までと何も変わりませんね」


    　そう言うと、緋影はふと俺のほうに手を差し出した。まるで試合が終わった後、試合相手と健闘をたたえあって握手をするときみたいに。


    「では、これからお友達として、あらためてよろしくお願いします」


    「あ、ああ、うん。よろしくお願いします」


    　緋ひ影かげの性格だとてっきり引きずるかなと思ってたのに、さすがスポーツマン、一年生にして四高水球部のフローターバックとして、うちの妹と競せり合うだけのことはある。今まで知らなかった緋影の、さっぱりして気持ちいい一面を知ることができた、それだけでも告白されてよかったし、返事をしにきてよかったと思った。付き合うことは断ったけど、これからもっと緋影とは、いい友達になれそうな気がして、俺は強く握手したのだった。


    



    　さて、緋影と別れて午後からは、小こ麦むぎの家に行った。


    　小麦の家は、夏祭りのあとで家まで送ったりしたので何度か前まで行ったことがある。でも、インターホンを押すのは初めてだ。インターホンを押すと、私服の小麦が玄関にぱたぱたと大急ぎで走って出てきた。小麦らしい、暖かそうなロングスカートに、うさちゃんのぬいぐるみのスリッパである。


    「こむぎゅうぅ～っ！　お兄にい様、わざわざおうちまでどうしたですぅ？」


    　小麦のほっぺたが、真っ赤に紅潮している。目もキラキラしている。どうした、と聞きながらも、俺の返事を待ちきれないほど待ってくれていたことがよくわかる。


    「この間の返事をしに来たんだ、直接言わなくちゃと思って……」


    「きゃっほい、待ってましたですぅ♪　お返事聞かせてくださいですぅ～♪」


    　小麦はニコニコして、肩をすぼめてかわいいポーズを取りながら待っている。常に策を弄ろうする小麦なのに、こうして飾らずストレートに無防備さを見せるのが、俺に心を開いてくれていてかわいい。かわいいけれども、だけども。


    「ごめん。付き合えないんだ」


    「えっ」


    　小麦はポーズを取ったまま、固まった。笑顔も、時間が止まったように固まっている。


    「あ、あの……よく聞こえなかったですぅ、すみませんけどもう一度……」


    「だから、ごめん。付き合えないんだ」


    　もう一度、俺はゆっくりそう言った。小麦は、まだ固まっている。かなりショックだったみたいだ。俺もつらかった。小麦は、信じられないように目をぱちくりした。


    「ど……どーしてですぅ？　実を言うと小麦、けっこうお兄様と仲よしだったと思ってたのでいけるかなっと思ってたですが、ちがってたですぅ……？」


    　緋影のように泣きそうという感じではなかったが、納得いくまで質問してくる。その学究的な姿勢は、理系の小麦らしい。だから俺も、小麦が納得してくれるよう、真しん摯しに心のすべてを見せて説明しなくてはならないと思った。


    「仲よしだし好きだけど、それは妹の友達というか、妹の延長として好きな気持ちなんだ。守ってあげたいと思うけど、小さな子供や小動物を守ってあげたいのと同じというか」


    「こむぎゅう～、小こ麦むぎの守ってあげたいほっとけない感が裏目に出たということですぅ」


    　小麦は、しょんぼりと肩を落としてしまった。


    「……たしかにお兄にい様はいつも小麦を助けてくれてたし、対等な恋人っていう感じになるには今回、小麦がまだまだ修業不足だったかもしれないですぅ、無念ですぅ～」


    「いや、修業不足とかじゃなくて、とにかくごめん」


    「謝らなくて大丈夫ですぅ、お兄様。フラれた小麦より、どうしてお兄様のほうがつらそうな顔してるですぅ？」


    　この状況で、小麦は俺のことを心配してくれる。その器の大きさに、俺は驚いた。


    　緋ひ影かげが泣いたのも意外だったが、小麦が泣かないのも意外だった。でも俺が知らなかっただけで、小麦は頼りないように見えて、俺なんかよりずっとしっかりしていた。


    「やはり粘ねん菌きんと同じで、人間も未成熟だとカップルになれないようですぅ。粘菌は、水があれば成熟して、近くの交配相手とカップルになって融合して、接せつ合ごう子しになれるですぅ。このとき成熟してない粘菌は、融合できない、つまり独身のまま接合子に取りこまれて栄養分になってしまうですぅ。小麦もリア充の養分になりたくなければ、もっと人間的に成長することが必要かもしれないですぅ～」


    　小麦は冷静に、傾向と対策を練っている。さすが冷静だな……と思っていたが、ふと、小麦の大きな目が少しだけ赤くなっているのに気づいた。


    『ひょっとして……半泣きになってないか、小麦っ？』


    　小麦は気丈な表情を浮かべているが、その目はたしかに赤い。そのとき俺ははじめて、小麦はフラれても冷静なのではなく、俺への優しさから冷静にふるまっているだけなのだと気づいた。さっきも自分だってつらいのに、俺のほうがつらそうと言って心配していたぐらいだ。俺はいろいろと気づいてやれてない、功こう利り主義的に見える小麦の心の底の優しさに。


    「ほんとにごめん、小麦」


    　いろいろな思いを込めて、俺はもう一度謝らずにはいられなかった。


    「期待させてたみたいなのに、こんな答えしかできなくて、ほんとにごめんな」


    「だ、だから謝らなくっていいですぅ、小麦も困っちゃうですぅ。それに、わざわざそれだけ伝えに来てくれただけで小麦はうれしいですぅ、だってお兄様が小麦の告白をそれだけ大事に考えてくれてたってことですぅ」


    　小麦はあたふたと俺を慰なぐさめる。慰められる立場が逆だろうと思う。


    「やっぱりお兄様はいい人ですぅ。小麦が頼りたくなっただけのことはあるですぅ～」


    　小麦は笑顔で言った。俺を慰めるための、精いっぱいの笑顔。いい人なのは小麦のほうだ。で、小麦がそんなに優しいからこそ、俺は心配なことがあるのだ。


    「ひとつ心配なのが……俺がいないと不良に絡まれたりしたときに困るんじゃないかって、それが心配だったから返事をすごく迷ったんだ」


    　それは俺がずっと抱いていた心配だったんだが、小こ麦むぎはケロッとして言った。


    「お祭りのときはピンチになっちゃったけど、小麦だって成長してるですぅ、次はあんな奴ら策を弄ろうして一撃で沈めてくれるですぅ。それにお兄にい様にお断りされたということは、小麦はやっぱりキョコたんが運命の人であったという天の声だと思うから、お兄様が気にすることはないですぅ」


    「運命の……何だって？」


    　斜め上の結論に、俺の語尾が一オクターブ上がってしまった。そう言えば緋ひ影かげも、似たようなことを言ってた気がする。


    「よーし、小麦は気持ちを切り替えて、初心に戻って運命のお導きのままキョコたんを狙ねらうですぅ。目標は、いっしょに初詣に行って、一杯の御お[image: ]と蘇そを二人で間接キッスですぅ。えいえいおー！」


    　神しん罰ばつ当たりまくりの誓いだが、いいのか。そして小麦を放流するということは、妹が再び貞操の危機に陥るということと同義だと気づいて俺は冷や冷やしたが、妹はもう俺がいなくても大丈夫だろうし、何より今までだって少々危なっかしいとはいえ大丈夫だったのだ。妹を信じて安心して見守っておこう、でも一応念のため、初詣は俺もついていこう。


    「ぬっ？　小麦ちゃん、今ひょっとして、男子に告白して玉砕した的な話をしてた？」


    　俺たちは玄関先でしゃべってたんだが、玄関のドアがギッと開いて、小麦の姉・あざみさんが顔を出した。そう言えば帰省中であった。相変わらず美人で、相変わらず重そうなロールヘアに、いかにも女子大生らしいフェミニンでひらひらした服を着ていた。


    「どういうことなの、小麦ちゃん！　男子に告白するなんて、『理想のタイプはお姉ちゃん』って言ってたじゃないっ？」


    　あざみさんが泣きながら、アピールするように自分の胸をバンバン叩たたいた。小麦は両手で耳をふさいで、半分怒りながら答えた。


    「宇宙開かい闢びやくから百三十八億年のあいだ、一度たりともそんなことは言ってないですぅ」


    「しかし話を聞いたところ、どうやらフラれたようね？　お姉ちゃんの胸で泣いていいのよ？　この豊かな双そう丘きゆうの谷間でかわいい小麦ちゃんをしっぽりと慰なぐさめてあげてよ？」


    「お兄様っ、付き合わなくていいので、冬休みどこでもいいから外出付き合ってくださいですぅ～！　きゃーおっぱいで小麦の頭を挟まないでくださいでぶふぅ～！」


    　小麦がおっぱいで挟まれてしまった。すがりつくような小麦の悲鳴に、俺は「わ、わかった」とあわてて返事をして、巻き添えをくう前にスタコラ逃げだした。とりあえず初詣の前に、小麦を除夜の鐘つきか何か何でもいいから外に誘ったほうがいいだろうか。妹とみかんもいっしょなら、気をつかわなくていいだろう。


    　でも、その前に俺はもう一軒、寄るところがあった。


    



    　大きな川沿いの道を、バスでさかのぼっていく。一番昼間が短い季節、五時には暗くなりはじめる。着いたときには真っ暗で、塀と庭木に囲まれた大きなお屋敷の中からは物音ひとつ聞こえない。この寂しい広い屋敷の中で、凛りん世ぜはきっと待っている。


    　俺はインターホンを鳴らした。すると、六ろく天てんさんが出てきた。俺は尋ねた。


    「こんにちは、凛世さんいますか？」


    「お嬢様はまだ風か邪ぜです、クリスマスの日からずっと治らなくて……」


    　心配そうな六天さんの後ろから、凛世が暖かそうなローブを着こんで出てきた。


    「大丈夫よ、ばあや。わたし、兄あに貴きさんを待っていたの」


    　凛世が玄関から出てきた。六天さんは凛世を心配そうに見ていたが、そこは長いあいだ凛世をそばで見守っているだけあって、気配を察してスッと玄関に消えていった。


    「大丈夫か、凛世？　まだ風邪なのに、外に出てきて……」


    「だって、断られるところをメイドたちに聞かれたら恥ずかしいもの。ローブが暖かいから大丈夫よ、断られる覚悟もここ何日かでできたから大丈夫。さあ返事して、兄貴さん」


    　凛世はキッと強い目で俺を見上げた。でも、暖かいはずのローブで包まれた体が、カタカタ細かく震ふるえている。俺はコートを脱ぐと、凛世の肩にかけた。


    「やっぱり寒いんじゃないか、これ着てろ。それに、なんで俺が断りに来る前提で話が進んどるんだ」


    「だってこんなに時間がかかったのは、どう断ろうか必死に考えてたからでしょ？」


    「覚えてるか、凛世。五月にわんぱくパークに行ったとき、お化け屋敷から脱出してきたときに、俺の『妹の友達』じゃなくて『妹』になりたいって言ったよな。だから俺のことも『兄貴さん』じゃなくて『兄貴』って呼ぶって」


    「ええ、たしかに言ったわ。途中で気が変わって、兄貴さんに戻ったけれど」


    「そうなんだ。そのとき俺にとっても凛世が『妹の友達』でも『妹』でもなく、『三み剣つるぎ凛世』になったんだと思う」


    「妹なんかじゃないってことね？　わかってたわ、怒りんぼでかわいくないわたしなんていらないわよね。だから、兄貴さんはきっと奈良でかわいい彼女を作ると思って、わたしずっと焦あせってキープしようと思って、でも告白のタイミングがずっとつかめなくて……」


    「待て待て待て！　早まるな、そうじゃない！」


    　凛世はすでに泣き怒りモードに入っている。まったく、人の話を全部聞かずに短気なんだから、こっちは焦ってしまう。恥ずかしいセリフも、ためらっている暇も無く、勢いで言うしかないじゃないか。


    「そうじゃなくて、俺も凛世が好きだってことだ！　妹の友達だからでも、妹みたいな存在だからでもなく、三剣凛世っていう女の子が好きだって言ってるんだ！」


    「えっ」


    　凛りん世ぜは大きく目を見開いた。こぼれかけていた涙がひと粒、その勢いで耐えきれなくなって、白い頰ほおの上を真珠玉のように、ころころと落ちていった。しまった、ハンカチは朝、緋ひ影かげに使ってしまった。


    「な、何かふくもの……」


    「兄あに貴きさんの服でふくからいいわ」


    　凛世はそう言って、俺の胸にトンとおでこをくっつけた。風か邪ぜのせいで、おでこが熱い。だが、俺の体温もその瞬間に急上昇してしまった。


    「ななな、何を、凛世……」


    「わたしを好きなら……だったら、クリスマスプレゼントも受け取ってくれるでしょ？」


    「待て待て、俺たちは付き合うということだ。せっかく付き合うんなら、そんないきなり急いだらもったいないだろ？　だいたい俺たちは、最初に凛世が俺を押し倒すし、デートもしてないのに駆け落ちするし、順番がムチャクチャすぎるじゃないか。俺は凛世が好きだから、もっと手をつないでドキドキしたりとか、そういうのを、最初からきちんと全部やってみたいから、だから……！」


    　ずっと言えなかった本心を、俺は初めて認め、初めて伝えた。凛世は俺の胸に頭をくっつけたまま、少し呆ぼう然ぜんとしていた。それから、また俺の胸に顔をすりつけて、


    「……バカ」
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    　と、小さくつぶやくように言った。耳が真っ赤なのは、風か邪ぜのせいだろうか。


    　俺たちの順序がいろいろムチャクチャだったのは、そもそものなれそめが、凛りん世ぜが妹を奪うために俺に強引に近づいて、恋愛感情が無くて既成事実だけ作ってしまおうとしていたせいだ。でも、あれから半年が過ぎた。今はちがう。


    　女によ性しようは、たしかに悪魔マーラかもしれない。でも、お釈しや[image: ]か様はそれと対話し、向き合ってきた。自分と異質なもの、異質な性、それを否定するのではなく理解すること、そこに悟りがあるのだと思う。


    「でも、わかったわ。わたし、兄あに貴きさんの彼女になりたいから、最初からきちんと彼女になりたいから……だから、手をつなぐのはまだ、これからの話よ。ほんとは兄貴さんの胸に飛びこみたいけど、これも今は我慢して、これからの話」


    　そう言うと、凛世は俺から離れた。目も鼻も、真っ赤になっている。それをローブの袖でごしごしとこすると、俺にまっすぐ向き合って、ぺこりんと頭を下げた。


    「あらためまして、三み剣つるぎ凛世です。ふつつか者ですが、よろしく」


    　俺は、何だかおかしくなって、笑いたくなった。でも凛世がとてもまじめなので、俺も付き合って、ぺこりんと頭を下げた。


    「あらためまして、日ひゆ向うが明あ日す太たです。こちらこそ、よろしくお願いします」


    　俺たちは、同時に顔を上げた。形式ばりすぎた挨あい拶さつが、自分たちでもおかしくなって、どちらからともなく吹きだして、笑った。それから、ふと凛世が俺に尋ねてきた。


    「兄貴さん、仏教の人って初詣はどうするの？」


    「そりゃふつうに神社に行くけど、日本人だし。その前に大晦日の夜は寺へ行けば、除夜の鐘をつかせてくれるんだが……」


    　バカ正直にそう答えてから、俺は、これはふつうの質問ではなく凛世の「長文読解問題」だったということを思い出して、急いでつけ加えた。


    「……凛世もいっしょに行くか？」


    「わ、わたしは別に除夜の鐘とか初詣とか興味ないんだけど……兄貴さんがついてきてほしいって言うなら、ついてってあげないでもないわ」


    　ツンゴラ凛世が、わずかに頰ほおを赤らめてうつむいた。かわいいな、と俺はしみじみ思う。


    　今年は、除夜の鐘をつきに行くのはやっぱりやめようか。凛世を見ていると胸にわきあがるこの温かくて幸せな感情が煩ぼん悩のうと呼ばれるものなら、払ってしまうのはもったいない。


    　これが、俺と凛世の本当の始まりだった。

  


  
    



    　あとがき


    



    　女子モテもいよいよ末広がりの八巻となりました。二〇一〇年の十一月に一巻が出て、それは十一月にもかかわらず梅雨の前の季節でした。そのあと、二巻は梅雨（四月刊）、三巻は七月（九月刊）、四巻は夏休み（三月刊）、五巻は九月（十月刊）、六巻は十月（三月刊）、七巻は十一月（七月刊）……と、延々と季節がずれまくっていましたが、このたび何と！　十二月に十二月の話を出すことができ、やっと最初からずれまくっていた歯車が、ぴたりと合いました。


    　物語の中の歯車も同じように、最初からずれまくっていたそれが、ようやくぴたりと合う時期がめぐり、きれいなシンクロだと思います。とりあえず作品の中の時間としては、まだ半年しか経過していません。


    　ちなみに東京都の多くの公立高校で二十二日が終業式だったのは二〇一一年度ので今年は違いますから、おまちがえの無きように。


    　そして今回、クリスマスの話で発売時期もクリスマス時期ということで、打ち合わせ段階から担当氏ともども気合いが入りまくって、ふつうのサンタコスではなく、ヒロインたちそれぞれの性格や雰囲気に合ったサンタコスを設定しましょうみたいな、七割がたサンタコスの話をしていたような気がします。


    　さてサンタコスはメイドコス同様、あまり露出の多いのは邪道であると思います。それはもちろん、本物のサンタクロースの露出が多いと直視できないというのもありますが（南半球ではクリスマスが真夏なので、サンタは赤い海パンに三角帽子だけかぶって、サーフィンしながらやってくるというぶっとび露出度ですが、これは見なかったことにして）、コスチュームはクリスマスプレゼントの包装紙のようなものだと思います。それ自体は、派手でかわいくなければ盛り上がりません。でも、包装紙が少なくてプレゼントの中身がモロに見えていると、残念な感じです。むかれてこそ包装紙なのです。


    　何が言いたいかというと、プレゼントの中身を見たいけどクリスマスの朝がくるまで開けてはいけませんと言われて、ぎっちり巻かれた包装紙の間からそーっと指を入れて、包装紙に少しだけすきまを作って、中身をちょっとだけのぞき見るのってよいなと。チラリズム最高ですなと。


    　ぎん先生、今回は延々とサンタコスのデザインにお付き合いくださりお疲れさまでした、そしてありがとうございました。それぞれのヒロインにぴったりのサンタコスで、すてきなクリスマスを届けてくれそうです（約一名は粘菌の瓶も届けてくれそうです）。


    
      二〇一三年十月　夏緑＠北米航空宇宙防衛司令部（NORAD）のサンタ追跡が毎年アツい

    

  


  
    夏緑


    Midori Natsu


    



    作家。代表作に「暗黒魔王なオレ様ＴＵＥＥＥ！」（このライトノベルがすごい！文庫）、「魔王学校に俺だけ勇者!?」（ＨＪ文庫）、「ぼくのかわいい病原体」（中外医学社）など。漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）はＴＶドラマ化・ＤＶＤ化された。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    女子モテな妹と受難な俺８
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